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　──薄暗く、渇いた空気に侵された場所だった。




　寂しい、寒々しい空間だ。

　光量の絞られた結晶灯の白い光に、冷たく硬い石造りの壁や床が照らされる。

　地下に流れ込む風は身を切るほど冷たく、今が寒季なのだと思い出された。

「────」

　もう、ずいぶんと長いこと、季節とも時間とも無縁の生活を重ねていた。

　たった一つのことだけに全すべてを費やし、それ以外の時間は眠るのも喰くらうのも必要最低限の生活──それは、獣も同然の日々だった。

　その日々も終わり、今、自分はこんな場所にいる。

　それだけの時間を費やした意義があったと、胸を張って言えるかはわからないが。

「……おい、あんた。そこのあんただよ。なあ、聞いてんのか？」

「────」

「新入りさーん、聞こえてねえの？　それとも死んじまってんのかい？　おーい」

　壁に背を預けて座り込み、ぼんやりと構える鼓膜にそんな声音が届いた。

　首をもたげ、声が聞こえた方角に目を向ける。暗がりの向こうに鉄格子があり、通路を挟んでまた鉄格子、声の主はその奥から、愉たのしげにこちらを見下ろしていた。

　二枚の鉄格子越しに互いを見る二人──つまり、揃そろって牢ろうの中にいるわけだ。

「やーっとこっち見やがったな。新入りのくせに態度がでかーい……いやいや、新入りだから世を儚はかなんで縮こまってたとか？　まー、いい！　よくあるこった。んん？　待てよ？　お前、薄汚れてる上に暗くて気付かなかったが、まーたずいぶん若くねえか？」

「……だな」

「──？　なんだって？」

「よく回る口だなって言ったんだ。一人でも楽しくお喋しやべりできる性格なのか？」

　畳みかけてくる舌ぜつ鋒ぽうに、反射的に漏れたのは皮肉めいた言葉だ。この手の悪態は自分の悪い癖だ。久方ぶりの自覚と自省に、嘆息をこぼして自分の前髪を弄いじる。

　だが、そんな態度の悪いこちらの反応に、相手はますます笑みを深めた。

「おおともよ。よく喋ってよく笑う、『六枚舌』のオルフェさんたぁ俺のことさ。お前も俺の向かいの牢屋に入ったのが運の尽き。釈放か処刑か……とりま、ここでの縁が切れるまでの間、退屈しのぎに付き合ってくんない」

「『六枚舌』……？」

「悪名ってヤツさ。内戦中、ちょっとばかり寂しくて心細い思いをしてる貴族街のお嬢さん方を、六人程同時に慰めて回ってたら捕まった。んで、全員に言ってることが違ったもんだから、相手ごとに違う舌を使ったってんで『六枚舌』と」

「詐欺師か女衒ぜげんの類たぐいか。それで王城の牢屋に繋つながれるってのはとんでもないな」

　悪びれず、軽薄に笑う男の態度に毒気を抜かれる。

　そう思って暗がりに目を凝らせば、鉄格子の奥にいるのはなるほど髪の長い色男だ。色白の肌に細長い手足、社交界映えしそうな艶つやのある美丈夫である。

　オルフェと名乗った男は、そんな所感のこちらに首を傾かしげて、

「繋がれてるだけで笑い話ってんなら、そっちの笑い話はどんなもんだい。こう言っちゃなんだが、城牢に繋がれるなんて相当なもんだ。何しでかしたんだ、ええ？」

「そうだな。俺のやったことは……」

　言葉を切り、オルフェの問いかけにしばし沈黙して考える。

　だが、すぐにその答えは出た。

「気に入らない野郎から、俺の女を奪い返しただけだ」

「────」

「それだけのつもりだったんだが、どうも話が大事になってな。この様ざまだ」

　やれやれと首を横に振り、牢屋に叩たたき込こまれた経緯に長々と息を吐く。

　すると、それを聞いたオルフェは口に手を当て、すぐに堪こらえ切れずに噴き出した。

「ぶはっ！　ぶははは！　なんだ、おい、じゃあ、俺と立場一緒じゃねえか！」

「馬鹿か、お前。六人に不誠実なお前と一緒にするな。俺の方は一人だ」

「違いやしねえよ！　監獄塔にぶち込まれたぐらいだ。その気に入らない野郎ってのは騎士かお貴族様か……女の方が特別って可能性もあるな。どうだ？」

「……ご想像にお任せする」

　想像を膨らませるオルフェに憮ぶ然ぜんと答えると、彼は膝ひざを叩たたいて笑い続けた。

　真相を告げるつもりはない。が、客観的に見れば、自分とオルフェの境遇に大差はないのかもしれない。女絡みの問題と、そこだけ見れば確かに同じだ。

「いーや、気に入ったぜ、お兄ちゃん。獄中生活もしばらく楽しくなりそうだ」

「笑いたきゃ好きなだけ笑えよ。──ただ、その期待には応こたえられそうにないな」

「ああん？」

　その返事にオルフェが訝いぶかしげに唸うなる。

　しかし、彼の疑問への答えは早々に別の方角──地ち下か牢ろうの出入り口、地上へ繋つながる階段がある方から響いてきた。

　硬い靴音を立て、地下牢の前に立ったのは甲かつ冑ちゆう姿の王城衛え士じだ。衛士は牢の中に座るこちらを見下ろすと、兜かぶとの向こうの瞳ひとみを細めた。

「出ろ。お迎えだ」

　尊大な口調で言い放って、衛士が地下牢の鉄格子を開放する。その言葉に億おつ劫くうそうに腰を上げ、急せかす視線に引かれるままに牢の外に連れ出された。

「おいおい、お早いお別れだね」

　衛士に先導され、牢を出るこちらをやっかむようにオルフェが唇を尖とがらせる。

「釈放とは寂しいもんだ。お優しい知り合いがいたみたいで羨うらやましいよ」

「どうだかな」

　色男の言葉に苦笑し、階段の上に待ち構える『優しい知り合い』を思い浮かべた。

　そして青年──ヴィルヘルム・トリアスは片目をつむり、

「相手の怒り方次第じゃ、釈放じゃなく処刑かもしれねえな」

　と、そう言い残して地下牢を出たのだった。
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「釈放じゃなくて処刑がよかった？　別に、今からでも変更はできますことよ？」

　地下から地上へ上がり、涼風と日差しに迎えられるヴィルヘルムに、相手は静かな怒りを滲にじませた声でそんな風に言ってきた。

　今しがた繋がれていた地下牢は、王城に隣接する『監獄塔』と呼ばれる施設の中に存在する空間だ。犯罪者の中でも重罪犯ばかりが収監されると有名な場所で、関係者は獄中の囚人はもちろん、塔の管理を任される獄ごく卒そつも含めて全員が強こわ面もて揃ぞろいの一角だ。












　そんな場所だけに、場違いな美び貌ぼうの少女の存在は壮絶に異彩を放っていた。たとえその表情が不服と不満でいっぱいでも、なお見み惚とれるほどに魅力的だ。

　腰まで届く炎のような赤毛と、澄み渡る空を閉じ込めたような青い瞳ひとみ。白く細い手足は長く、均整の取れた体つきは健康美と称される分野の到達点にある。顔立ちは整っているという感想以上に、日輪に華やぐ花顔のような明るい美貌が際立っていた。

　テレシア・ヴァン・アストレア──それが、麗うるわしく怒り心頭な彼女の名前だ。

「ヴィルヘルム？」

　厳しい目を向けてくるテレシアに、一瞬だけ見惚れて声をなくした。ただ、それに勘付かれるのは癪しやくで、ヴィルヘルムはすぐ自分の両腕を持ち上げた。

　そして、手首に嵌はまった手て枷かせを揺すってみせ、

「わかった。悪かった。この手枷、外してくれ」

「……まったく、もう。本当にわかってるんだか」

　おざなりな受け答えに嘆息して、テレシアがその右手を縦に振る。瞬間、彼女の白い指先が、滑らかなヴィルヘルムの木製の手枷を二つに割った。

　音を立て、手枷が床に落ちる。ヴィルヘルムは解放された手首を回し、その感触を確かめた。そこでふと、テレシアが自分を見る眼まな差ざしに気付く。

　テレシアは丸い瞳を細めて、唇を尖とがらせながらヴィルヘルムを見つめている。

「どうした？　何かあったのか？」

「どうしたって……問答無用で監獄塔に放ほうり込まれたのに、そっちこそ何のつもりなんだーって驚いたり、怒ったりしないの？」

「国王主催の終戦式典を台無しにしたんだ。命があるだけ御の字だな」

「すっごいことしでかした自覚はあったんだ……。そのことにちょっと驚いたかも」

　微苦笑するテレシアの言葉に、「まあな」とヴィルヘルムは首肯した。

　なにせ、ヴィルヘルムが引き起こしたのは、ルグニカ王国にとって大事も大事、大事件だ。これが、温厚で知られるジオニス・ルグニカ陛下の寛大さがなければ、ヴィルヘルムは国賊として裁かれてもおかしくなかった。

「陛下がお止めになってくださらなかったら、あの場で無礼討ちになっててもおかしくなかったのよ？　そのこと、ちゃんと反省してるの？」

「『剣聖』に勝った奴やつを相手に兵をけしかけるか？　内戦がやっと終わったってのに、兵士を無駄死にさせるような真ま似ね、戦下手で有名な王族でもやらないだろ」

「自信過剰！　それに不敬罪！　この人、完全に調子乗ってる！」

「それに、俺とお前の相手するのに、あの会場の戦力じゃ不足もいいとこだ」

「しかも、当たり前みたいに私がヴィルヘルムの味方することになってるし……」

　王城に隣接した施設、おまけに衛え士じが傍かたわらにいる場所で大胆不敵な発言だ。

　実際、二人のやり取りを離れて聞く衛士は、その会話の内容にギョッとした顔をして、すぐ何も聞いていないとばかりに顔を伏せた。賢明な判断だ。

　そんなささやかな保身を余よ所そに、テレシアは一人で顔を赤くしたり青くしたり忙しい。そのテレシアに一歩近付き、ヴィルヘルムは彼女の目を真まっ直すぐに見た。

「……な、なに？」

「仮にそうなっても、俺はどっちを取るか迷わない。お前もそうしろ」

「──っ！　この男は本当に、人の気持ちも知らないで……っ」

「──？　お前の気持ちは誰よりも知ってる。何言ってんだ、大丈夫か？」

「待って！　ちょっと待って、お願いだから。調子狂って死んじゃうから……っ」

　パタパタと腕を振り、耳まで真っ赤にしたテレシアが顔を背ける。怒ったり呆あきれたり恥ずかしがったり、本当にコロコロと表情の変わる少女だ。

「────」

　──いつまで見ていても、きっと飽きることはない。

　テレシアとの再会は、離れ離れの間にも何度も思い描いていた。だが、記憶とは全く当てにならないものだ。

　今、目の前にいる本物のテレシアは、記憶にいるどの彼女よりも可か憐れんで愛いとおしい。

「テレシア」

「なに!?　今、私すっごく頭の中が忙しいの！　しかも誰かさんのせいで……」

「こい」












「────」

　声も表情も慌ただしくするテレシアに、ヴィルヘルムは両手を広げた。

　たったそれだけの不愛想な意思表示に、テレシアが声をなくして目を見開く。

　しばし、沈黙と躊躇ためらいが生まれた。

　だが、その間もヴィルヘルムは両手を広げたまま、テレシアの反応を待ち構える。

　真まっ直すぐ、在るがままに振る舞うその姿勢に、テレシアは力なく微笑ほほえんで、

「……はぁ。こんなの、やっぱり私が負けなんだろうなぁ」

「その決着はとっくにつけたはずだぞ」

「ちーがーいーまーす！　それとは全然違うお話なんです！　もう……」

　怪け訝げんな顔をするヴィルヘルムに、テレシアは心底呆あきれた風にため息をこぼし、それから前に出た。男の広げる腕の中に飛び込み、その首に額を擦こすり付ける。

　抱擁が交わされ、ヴィルヘルムはテレシアの焼けるような体温を抱きしめる。小さく細い体は強く抱けば折れてしまいそうで、なのに強く抱くのを堪こらえられない。

　互いに力一杯に相手と抱き合いながら、胸の中で男を見上げる女が言った。

「お帰りなさい、ヴィルヘルム。──待たせすぎよ」

　その言葉に、抱きしめた女を見下ろす男も答えた。

「ああ、テレシア。──待たせて悪かった」

　触れ合い、至近で見つめるテレシアの微笑に、ヴィルヘルムも自然と笑みを浮かべる。

　──すぐ間近に互いの息遣いと、その体温と鼓動を感じられること。

　たったそれだけのことが、二人にとっては奇跡にも等しい巡り合わせだ。

「────」

　只ただ人びとには到達できない宿願を成し遂げ、ようやく手の届いた愛いとしい少女。

　剣を振り続けて硬くなった手で、ヴィルヘルムはテレシアの赤毛を優しく撫なでる。

　誰に憚はばかることもない逢おう瀬せと、やっと触れ合えた抱擁にテレシアが眦まなじりを緩める。そして彼女はヴィルヘルムの胸に顔を押し付け、胸一杯に男の香りを吸い込むと、

「ヴィルヘルム」

「なんだ？」

「……臭い」

　久しぶりの再会の〆にしては、いささか不相応な声と目つきでそう言った。
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　親竜王国ルグニカで、長きに亘わたって続いた内戦『亜あ人じん戦争』がついに終結した。

　九年にも及ぶ戦乱、その幕を下ろしたのはたった一人の少女──『剣聖』テレシア・ヴァン・アストレアの功績である。

　伝説の『剣聖』、その称号に恥じない剣力を以もつて、王国軍を勝利に導いた彼女の名前は国中に知れ渡り、惜しみなくその栄誉を称たたえられた。

　強く美しい当代『剣聖』の存在は、人々の希望と理想の体現だ。内戦終結を祝した王都での式典には、その姿を一目見ようと国中の人間が押し寄せたほどだった。

　事実、式典会場にテレシアが姿を現した瞬間、全すべての観衆は彼女に目を奪われた。

　そのまま何事もなく式典が終われば、彼女は『剣聖』として揺るぎない評価を与えられ、未み来らい永えい劫ごうルグニカ王国でその名を語り継がれたことだろう。

　──だが、それはあくまで、何事もなかったという仮の未来の話に過ぎないのだ。




「貴様は本当に何を考えているんだ！　恥を知れ！　恥を！」

　開口一番の怒声は高く、屋敷を突き抜けて快晴の空に響き渡った。

　鋭く、突き刺さるような剣気が込められた声音だ。実際、剣気に慣れていない人間であれば、思わず身を竦すくませるほど強い力がその声音にはあった。

　もっとも、この場にいる誰一人、そんな可愛かわいげを持ち合わせてはいなかったのだが。

「……いきなりやかましいぞ。なんなんだよ」

　怒声の余韻が消えるなり、最初にそう言ったのが可愛げのない人間の代表格──その怒声を向けられた張本人、ヴィルヘルムその人であった。

　そして、ヴィルヘルムの無愛想な受け答えは、かえって相手の怒りを買うことが多い。それは今回も例に漏れなかった。

「なんなんだとはなんだ！　貴様、他に言うべきことがいくらでもあるだろう！」

　案の定、その言葉にドレス姿の人物がますます顔を赤くする。

　肩までかかる美しい金髪と、やや強気な印象を与えるつり上がった目つきが特徴的な女性だ。楚そ々そとしていれば貴族令嬢を名乗っても通用する容よう貌ぼうだが、こうして感情的に振る舞っている方が、実にらしく見える。

　そう思える程度には、ヴィルヘルムにとって、彼女との付き合いも長くなっていた。

　キャロル・レメンディス──ヴィルヘルムとは、内戦中の任務が切っ掛けで知り合った女剣士だ。悪くない実力者だが、ヴィルヘルムにとっては小言の方が印象深い。

　ヴィルヘルムとの関係は、互いに目の上のたんこぶといったところか。

「キャロル、いいの。あなたの気持ちは嬉うれしいけど、私は怒ってないから……」

「テレシア様が怒られないから、代わりに私が怒ってるんです!!」

「あーん」

　苦笑して宥なだめにかかったテレシアが、言い包くるめるどころか言い負かされて逆戻り。諦あきらめた顔でヴィルヘルムに舌を出すが、それで諦められても困ってしまう。

　生あい憎にく、ヴィルヘルムには怒れるキャロルを止める術すべがないのだ。なので、早々に最終手段に──キャロルの隣に立つ青年に尻しり拭ぬぐいを任せる。

「グリム、お前の女がうるさくて、おちおち話もできない。いつも通りに黙らせろ」

「────」

「微笑ほほえましそうに見てんな。面白いことなんか一個もないだろ」

　少し強めに睨にらむと、青年は人の好いい顔に微苦笑を浮かべ、キャロルの肩を叩たたいて首を横に振る。青年のその仕草だけで、それまで烈火の如ごとく怒り狂っていたキャロルの勢いは弱まり、険しい顔のまま彼女はため息をつく。

「……グリムに感謝するんだな、ヴィルヘルム。彼とテレシア様がいなければ、私の追及と叱しつ責せきと小言はこの程度ではすまなかったぞ」

「うーん。やっぱり、キャロルが私よりも男の人の名前を先に出すのって慣れない。でも、寂しいけど嬉しいかもなのよね」

「テ、テレシア様はまたそんなことを……」

　怒りではなく、今度は羞しゆう恥ちに顔を赤くするキャロルに、テレシアが悪戯いたずらっぽく笑う。華やぐ二人はまるで姉妹のように親密で、何とも新鮮な光景だった。

「……なんだよ」

『笑ってたね』

　横顔に刺さる視線に声を尖とがらせると、青年──グリム・ファウゼンが、手にした紙束に書いた文章を見せてくる。

　筆談は、戦場で声を失ったグリムの意思疎通手段だ。ただ、それがなくても、表情を見ればおおよそ腹の底のことは見えてくる。

　彼が今、完全にヴィルヘルムをからかう姿勢に入っていることも。

「笑いぐらいするだろ。人をなんだと思ってやがんだ」

「────」

　そのグリムの沈黙と微笑に、ヴィルヘルムは憮ぶ然ぜんとした顔つきで応じる。

　嘲ちよう笑しようになら怒りもするが、声もなく微笑ほほえむグリムはどこか幸せそうだ。抱くべき反感はその笑みに砕かれ、噛かみつく気力もすっかり萎なえてしまった。

　そんな風に感慨深げにされるぐらい心配をかけた自覚は、自分にもあるのだから。




　現在、四人が同席しているのは、王都ルグニカの貴族街、その一角に建てられた『剣聖』のための屋敷──つまり、テレシアの私邸の応接間である。

　監獄塔から釈放されたヴィルヘルムを、テレシアはこの屋敷へ案内すると、問答無用で浴室へ押し込んだ。そこで、鼻の曲がる悪臭を徹底的に洗い流すよう仰せつかり、熱い湯を浴びて応接間に戻ったところ、冒頭の怒声の場面というわけだ。

「──そもそも、どうしてお前ら二人がここにいるんだ？」

　怒声から始まった苛か烈れつな再会も一段落したところで、ヴィルヘルムはソファに腰を下ろすと、今さらな疑問に首をひねった。

「ここはテレシアの屋敷のはずだろ。こいつに用事があったのか？」

　乾いていない髪をかき上げるヴィルヘルム、その問いにグリムとキャロルは顔を見合わせる。それからすぐ、対面に座ったキャロルが低い声で、

「……なんであれ、貴様に会いにきたに決まっているだろう。それに、私がテレシア様のお屋敷にいて何の問題がある」

「ドレス姿でか？　今夜が舞踏会なんて話は聞かされてないんだが」

「これは貴様があんなことをしでかして、着替える時間もなかったからだ！」

　青いドレスの裾すそを掴つかみ、キャロルがまたしても爆発する。その隣で苦笑するグリムも、王国軍の正式な礼装だ。つまり、式典会場からそのまま駆け付けたらしい。

　故に、意図せず嫌いや味みになったヴィルヘルムの物言いに、テレシアが「こら」と怒る。

「キャロルもグリムくんも、あなたを心配してきてくれたんでしょ。そんな風に嫌味ばっかり言ってないで、ちゃんと嬉うれしそうな顔しないと誤解されるわよ」

「そういや、お前もドレスだったはずだろ。なんで着替えたんだ？」

「え？　それはあなたとの剣舞の間に汚しちゃったし、動き回るのにもひらひらしてて邪魔だったから……着替えない方がよかった？」

「見慣れない格好だったから珍しかっただけだ。どっちがどうって話じゃない」

「そう……じゃあ、もしまた機会があったら見たい？」

「──？」

「なんでたまにそんな風に物分かり悪くなるの!?　人の勇気返して！」

　朴ぼく念ねん仁じんそのもののヴィルヘルムの反応に、テレシアが涙目で文句を言う。しかし、彼女はすぐに人目がある事を思い出し、気まずそうに頬ほおを染めた。

　そのヴィルヘルムとテレシアの様子を、グリムとキャロルは驚きの目で見ていた。

　今の『剣鬼』と『剣聖』のやり取りは、それぞれと親しくしてきた二人にとっても初めて見る姿で、なかなか想像だにしないものだったから。

　──まるで、普通の人間のような『剣鬼』と、一人の乙女である『剣聖』。

　どちらも、独り歩きしている異名とはかけ離れた、しかし本当の二人の姿だ。

「──っ」

　そんな二人の姿に感極まり、最初に限界に達したのはキャロルだった。

　彼女は声を詰まらせ、とっさに隣のグリムの肩に顔を押し付ける。グリムは感情の決壊した恋人を受け止めると、その背中を優しく撫なでてやりながら微笑した。

「……キャロルは何年も前から私の傍そばにいてくれてるの。あの花畑にずっと迎えにきてくれてたのも、心配してくれてたのもキャロルなのよ」

　自分で手一杯なキャロルに代わり、テレシアが彼女との関係をヴィルヘルムに話す。それを受け、ヴィルヘルムは納得した顔で顎あごを引いた。

　キャロルがこの場にいる理由も、彼女が『剣聖』として初うい陣じんを飾ったテレシアの傍にいた理由も、それで全すべて説明がつく。

　──キャロルがどれだけ、テレシアのために心を砕いていたのかも。

「物好きな奴やつだな」

「……それ、自分にも跳ね返ってくるってわかって言ってる？」

「何を言ってるのかわからねえ」

　深々とソファに腰を沈め、白を切るヴィルヘルムにテレシアは肩をすくめた。それからテレシアは「おほん」と咳せき払ばらいすると、グリムの方に小さく会釈する。

「ごめんなさいね。この人、照れ屋だからうまく自分の気持ちを言葉にできなくて……たまに言葉も足りないし。悪い人じゃないんだけど」

『大丈夫。わかっています』

「そう言ってもらえると、本当に助かるわ」

『伊だ達てに何年もかけて、野獣から人間になるところを見届けてませんよ』

「お前らが話してるのは何の話だ？　まさか俺の話じゃないだろうな？」

　照れ屋だの野獣だの、人聞きが悪いにも程がある内容だ。

　当然、その追及にテレシアとグリムは素知らぬ顔で首を横に振る。思わず舌打ちした。

　そうして態度悪く頬ほお杖づえをつくヴィルヘルムに、テレシアが口に手を当てて笑う。

　それから、テレシアはひとしきり笑い終えると──、

「──ね、ヴィルヘルム」

　ふと、居住まいを正したテレシアがヴィルヘルムを呼んだ。その呼びかけに、ヴィルヘルムは彼女に体ごと振り返る。テレシアの青い瞳ひとみには、真剣な色が宿っていた。

　無視できない重圧、その眼光にヴィルヘルムも思わず背筋を正される。

　身構えるヴィルヘルム、そこにテレシアは少しだけ躊躇ためらってから切り出した。

「聞きづらいんだけど……あなたはこれからどうしたい？」

「漠ばく然ぜんとした質問だな。どうしたい、ってのは？」

「すごい、大きな視点の話、かな？　あなたがこれから住む場所とか、仕事のこととか話さないといけないじゃない。もちろん、この屋敷で暮らしてもらっていいし、私は恩給も出るから生活には困らないんだけど……」

「──待て」

　早口に並べ立てるテレシアに掌てのひらを向け、ヴィルヘルムは発言を中断させた。

　結論を急ぐテレシアだが、その発言内容に引っ掛かる部分が多すぎる。いくつもの疑問点が重なり、ヴィルヘルムは眉み間けんに深々とした皺しわを刻んだ。

「あ、ヴィルヘルム、また眉間に皺……それ、やめてって言ってるのに」

「そのことは後回しだ。もっと大事な話がある。……今のは、どういう意味だ？」

「今のって……」

「暮らす場所だの仕事だののことだ。俺は……」

　そこで言葉を切り、ヴィルヘルムは不穏な予感にますます渋面を深める。そしてテレシアの顔を見つめると、慎重に言葉を選んで問いかけた。

「俺は今、なんだ？」

　ひどく漠然とした、具体性を欠いた問いかけになってしまった。

　そのあやふやな問いかけに、テレシアは困った風な顔になり、

「言いづらいんだけど……今、ヴィルヘルムは何でもないっていうか」

「────」

「はっきり言っちゃうと……その、無職……？」

「──無職」

　その響きに絶句し、ヴィルヘルムは瞠どう目もくしてテレシアを見る。彼女は目を逸そらした。グリムを見る。苦笑された。そして、キャロルが恨めしげにこちらを睨にらみ、

「当然の仕打ちだ。この大馬鹿者め……！」

　と、涙で目を真っ赤にしたまま、憎々しげにヴィルヘルムを呪のろったのだった。





　　　　　４






　──身勝手な理由で軍を抜け、そのまま行方をくらました脱走兵。




　当たり前といえば当たり前の話だが、それが現在の王国軍におけるヴィルヘルム・トリアスの書類上の記録であり、客観的に見た場合の経歴の全すべてである。

　追記することがあるとすれば、騎士としての叙じよ勲くんを受けた直後に軍を脱走し、騎士階級と数々の勲章は全て剥はく奪だつ、騎士の面汚しといったところだ。

「つまり、式典会場への殴り込みは記録上、完全にただの押し込み強盗だ。前例がない上に盗んだのは『剣聖』の心……がははは！　なかなか傑作だぞ、大泥棒！」

「がははじゃねえよ……」

　そう言って馬鹿笑いする巨きよ躯くの歓迎に、ヴィルヘルムは頭を抱えて嘆息した。

　場所は王国軍詰所、その中でも将官にのみ与えられる執務室の一室だ。

　執務机に応接用の椅い子すとテーブルがあるだけの簡素な石部屋であり、部屋の主あるじは訪問者がヴィルヘルムだと知ると、書類仕事の手を止めて野太く歓待してくれた。

　ただし、もてなしの最初が馬鹿笑いであったのは全く以もつて面白くない。それでも、自分がどんな立場にあるのかを思えば、当然の待遇だろう。

「脱走兵か。道理で監獄塔にぶち込まれたわけだ。兵士として記録に残ってれば、懲罰房行きのはずが、いきなり犯罪者扱いだったからな」

「言っておくが、あれだけやらかせば脱走していなくとも監獄塔にはぶち込まれたぞ。監獄塔の衛え士じから苦情もあった。釈放後にいちゃつかれるのは目に毒だと」

　言って、野性味のある笑みを浮かべる筋骨隆々の男、彼こそが執務室の主であり、王国有数の精鋭、ツェルゲフ隊を率いる指揮官ボルドー・ツェルゲフだ。

　ヴィルヘルムにとっては、二年前の直属の上官に当たる。根無し草となった今も、最初に頼るぐらいの信頼が二人の間にはあった。

　馬鹿笑いに対して、頬ほおを歪ゆがめて舌打ちするのが許される距離感ともいえる。

「それを理由に地ち下か牢ろうに逆戻りさせるか？」

「ならんさ。だが、節度は弁わきまえろ。とはいえ、あれだけ大観衆の前で盛大にやっておいて、それも今さらかもしれんがな。なぁ、テレシア嬢」

「えひゃいっ！」

　唐突に水を向けられ、同席していたテレシアが驚きと羞しゆう恥ちに奇妙な返事をする。

「ふはっ、なんだ、テレシア嬢。ずいぶんと可か憐れんな悲鳴を上げるものだ」

「おい、あまりからかってくれるな。お前も少しは落ち着け」

　低く笑ったボルドー、その視線からテレシアを庇かばい、ヴィルヘルムは背後の彼女にそう言いつける。

「は、はーい。ごめんなさい。ちょっと、ドキドキしちゃって」

　その言葉に、テレシアはしゅんと項垂うなだれ、小さくなって舌を出した。

　そんな二人のやり取りに、今度はボルドーが笑みを忘れて目を丸くする。

「驚いた。テレシア嬢……『剣聖』殿のそんな顔は初めてお目にかかったぞ」

「言うほど、お前とこいつとの間に接点があるのか？」

「お前のいない二年の間も、ツェルゲフ隊は常に最前線で戦っていた。それはテレシア嬢と轡くつわを並べていたのと同義だ。当然、見かける機会は多かったとも」

　不在だった二年間、そのことを話題にされるとヴィルヘルムは押し黙るしかない。

　ただ、ボルドーはそこで言葉を区切ると、テレシアを見る目に憂いを宿して、

「もっとも、言葉を交わす機会が多かったとまでは言わんがな」

「ええと……その節はその、とても態度の悪い女でお恥ずかしく……」

「それについてはお互い様だ。当初のことを思えば、私に親しみを感じろというのも無理な話。むしろ、剣を向けられなかったことに感謝すべきだろうな」

「お前ら、どんな風にやり合ったんだよ……」

　想像以上に物騒な関係だったのか、ボルドーの言葉をテレシアも訂正しなかった。こうして、形式だけでも笑い合えているのが奇跡というような口ぶりだが。

「グリムやキャロル嬢とは？」

「テレシアの屋敷で会った。相変わらず口やかましい女と、笑顔がうるさい奴やつだ」

「あの二人が相変わらずに見えるなら、それは二人の気遣いに感謝することだな」

「ああ？」

　思わせぶりな物言いを訝いぶかしむが、ヴィルヘルムの疑念にボルドーは答えない。彼は自身の青い短髪を掻かき毟むしり、「それで」と話題を切り替える。

「何のために顔を見せにきた？　お前のことだ。ただ単に旧交を温めに寄ったなんて気配りは期待せんぞ。いつも通り、単刀直入に突き刺してみろ」

「言ってろ。──いや、悪い。今のは売り言葉に買い言葉だった」

　即座に切り返す悪癖に舌打ちして、ヴィルヘルムは改めてボルドーに向き直る。そうして、机越しの巨きよ躯くに頭を下げた。

「ボルドー、お前に頼みがある。調子のいい話なのはわかっちゃいるが……」

「軍に、兵士として復帰したい、か？」

「わかってるなら話は早い。俺は……」

「これも言っておく。残念だが、復帰は容易な話ではないぞ」

「────」

　決意の表情で切り出したヴィルヘルムに、ボルドーは重苦しい声で断言する。『猛犬』の異名で知られる男は太い腕を組み、厳しい目をヴィルヘルムに向けた。

　気け圧おされはしない。だが、決して脅しではない圧迫感を与える眼まな差ざしだ。

「二年前の、自分の軍の抜け方を思い出せ。置き手紙一枚で、それも内戦が最も過酷になった時期に逃亡したんだ。……事実はどうあれ、客観的にはそう受け取られる。そんな立場で、誰がお前の復帰に肯定的になれるというんだ？」

「それは……」

「悪いが、腹を立てているのは私も同じだ。お前が無事に戻ったことは嬉うれしい。テレシア嬢と想おもいを通わせたことも祝福しよう。だが、今回の問題は個人的な私の感情とは別のところにある。何事も、常にそうだ。わかるな？」

　笑みを消したボルドーの正論に、ヴィルヘルムはぐうの音も出ない。

　二年前、ヴィルヘルムが独断で戦場へと向かった際、王国軍を抜ける意思表示を兵舎に残していったことは忘れ難い。覚悟はあった。だが、独りよがりで身勝手な覚悟だ。

　生まれ故郷が戦火に脅かされ、ヴィルヘルムは叙じよ勲くんされたばかりの騎士の身分もかなぐり捨てて、軍を抜け出し、救援に向かった。

　しかし、救援は間に合わず、故郷は焼かれ、自分の命さえも危うくした。挙句、駆け付けてくれた仲間たちに何も告げず、ヴィルヘルムは一方的に姿を消したのだ。

　不義理の極致だ。今、こうしてボルドーが会ってくれているのも、温情でしかない。

「式典への乱入沙ざ汰たも同じだ。無論、ジオニス陛下が寛大な御お方かたであったことは何よりも大きい。しかし、お前が釈放されたのはテレシア嬢の嘆願あってのことだ」

「テレシアの嘆願……」

　無謀を反省させられるヴィルヘルムに対し、ボルドーがテレシアの名前を出した。そのことにテレシアは困った顔で、自分の赤毛を指で巻き取る。

「本当の話か？」

「本当か嘘うそかっていうと本当なんだけど……そんなに大したことはしてないのよ？」

「まったく、愛は偉大だな。ジオニス陛下から賜わった此こ度たびの勲功の褒賞、その権利でお前の特赦を願い出たと聞いている。欲がないというべきなのか……」

「私は、自分が一番欲しいものを欲しがっただけの欲張りですよ」

「だ、そうだ。果報者め」

　片目をつむったボルドーの揶や揄ゆに、ヴィルヘルムは苦しげに呻うめく。

　さすがのヴィルヘルムも、今の話には驚きを禁じ得ない。つまりテレシアは、『亜あ人じん戦争』を終結させた功績の褒美を、ヴィルヘルムの監獄塔解放に使ってくれたのだ。

　それは彼女の二年間、望まず戦った日々を捧ささげさせたのと同義である。

「──長かった内戦も終わり、軍の再編の方向性が固まれば募兵の機会も以前の頻度に戻る。お前も軍に固執せず、この機会に平和な時代を生きることにしてみたらどうだ？」

　押し黙ったヴィルヘルムに、ボルドーがやけに穏やかな声でそんなことを言った。その思いがけない言葉に顔を上げると、彼はゆるゆると首を横に振って、

「戦い続けることばかりが生きるということではない。隣にいる女性と寄り添い、一生を緩やかに生きるのも悪くない選択だ。そうは思わないか？」

　そう続けるボルドーの視線が、彼が手をつく机の上に向く。何気なくその視線を辿たどり、ヴィルヘルムは気付いた。ボルドーの執務机の片隅に、レンズのひび割れたモノクル──ボルドーの従者であった人物、その遺品が置かれていることに。

　それを見て、平穏な時間を過ごせと語るボルドー、その真意が伝わってきた。

「生き残ったなら、生きて再会が叶かなったなら。……それで満足できないのか？」

「──今日のところは帰る。邪魔したな、ボルドー」

　無感情に努め、かえってその内心が垣かい間ま見みえるボルドーの声音。その声に耐え切れなくなって、ヴィルヘルムは彼に背を向けた。

「あ、ヴィルヘルム！　もう！　ボルドー様、ごめんなさい。私も失礼します」

「こちらこそ、大したもてなしもできずに申し訳ない。──ヴィルヘルム」

　慌てて立ち上がるテレシアに、ボルドーが厳かな声で応じる。それから彼は、扉に手をかけるヴィルヘルムを呼んだ。

　その声に足を止め、振り返らない背中に「あのな」とボルドーは続けて、

「どうあれ、よく戻った。それだけは嘘うそじゃないぞ。この馬鹿野郎が」

「……その馬鹿っぷりを今、実感してるところだ」

「せいぜい堪たん能のうしろ。お前に足りないのはその自省と、周囲への関心だ」

「わかったよ、ボルドー隊長殿」

　以前の関係に戻ったような皮肉を交換し、ヴィルヘルムはボルドーの執務室を離れる。

　石造りの通路に靴音を響かせ、直前の会話を思い出すヴィルヘルムは嘆息した。その横顔を、隣に並んだテレシアがひょいと覗のぞき込んでくる。

「それで、ヴィルヘルムはどうするの？　取り付く島もなく追い出されて」

「言った通り、今は引き下がる。正攻法じゃ、やらかしたことの取り返しがつかないことはわかった。それだけでも収穫ではあるからな」

「ええと……私から掛け合ってみてあげてもいいんだけど」

「これ以上、俺を甘やかして惨めにさせてくれるな」

　足を止めて、ヴィルヘルムはテレシアに指を突き付ける。その指先を見つめて、テレシアは「う……」と気まずそうに呻うめいた。

「勝手でごめんなさい。……怒ってる？」

「むしろ、お前の方が俺に怒る理由は多いと思うぞ」

「そう、かしら？　でも、今は怒るよりも幸せな理由の方が多くて大きくて……」

　思案しながら、テレシアはふやけた顔で微笑ほほえみを作る。胸に手を当てて、大切なものを抱きしめるような彼女の姿に、ヴィルヘルムは心底呆あきれて鼻息を吐いた。

　それから、ヴィルヘルムは彼女から視線を逸そらし、窓の外に目をやりながら、

「……釈放の件、悪かった。思った以上に迷惑かけたな」

「いいの。言ったでしょ。私は私が欲しいものを手に入れるために、陛下にお話をさせてもらっただけ。他に使い道なんてなかったし、元々ないような権利だったんだから」

「だが、そこまでさせても俺は無職だ」

「そんな落ち込まないで……ほら、ちゃんと私が生活は面倒見てあげるから」

　豊かな胸を張り、テレシアは殊こと更さら明るく笑ってヴィルヘルムを励ます。しかし、そんな女の優しさが、かえって男の矜きよう持じを傷付けることもある。今が特にそうだ。

　自分の不ふ甲が斐いなさに加え、向こう見ずを反省させられっ放しなのだから。

「甘やかすなって、そう言ったばっかりだぞ」

「あ！　今のは甘やかしじゃなくって、いざってときは後ろ盾があるって……あたっ」

　即座に前言を忘れた彼女の額を指で弾はじき、涙目になるテレシアにヴィルヘルムは窓の外を指差した。城下の街並み、テレシアの私邸がある方角を示す。

「お前が横にいると、頭の半分を占領されて考え事が進まねえ。どっかいってろ」

「ひっどい！　それ、すっごくひどいんですけど！」

「お前がちょこまかうるさいのが悪い。夜には戻る。先に屋敷に帰って──」

　手を振り、歩き出そうとしたヴィルヘルムだったが、裾すそを引く感触に足が止まった。

　振り向けば、上着の裾を摘つまんだテレシアと視線がぶつかる。彼女はヴィルヘルムの顔と、自分の指を交互に見つめて、「あれ？」と首を傾かしげる。

「これはその……なんでしょう？」

「なんでしょうじゃねえよ。──ちゃんと戻る。約束する。だから安心してろ」

「……ホントにちゃんと帰ってくる？　勝手に二年もいなくならない？」

「なんだってそんな心配性に……わかってる。俺のせいだ。謝る」

　裾を摘む手をそっと取り、ヴィルヘルムはテレシアを引いて胸に抱き入れる。

　一瞬、テレシアは身を硬くしたが、すぐに体の力を抜いて身を委ゆだねてきた。しばらく宥なだめるように背中を優しく撫なでて、解放する。もう、不安な顔はしていない。

「屋敷に戻ってろ。すぐに野や暮ぼ用ようを済ませて帰る」

「ん、夕食作って待ってる。冷めても食べられるものにするから」

「冷まさないように急いで帰る」

　信用がないのは承知で、ヴィルヘルムはテレシアの額を指で押した。そうして額に手をやるテレシアに頷うなずきかけ、今度こそ彼女と別れる。

　通路の角を曲がるまで、テレシアの視線は背中に刺さり続けていたが、振り返るのは互いのためにやめておいた。キリがない。

「それにしても……情けねえな」

　屋敷でのキャロルの説教と、先ほどのボルドーの正論が骨身に沁しみる。

　二年前、ヴィルヘルムが自分の意思で蔑ないがしろにした数々の関係やしがらみが、こうして戻ってきたヴィルヘルムに牙きばを剥むいている。自業自得の因果応報だ。

　だが生あい憎にく、それで自分を曲げられるほど、ヴィルヘルムの骨は柔軟ではない。むしろこの世のあらゆるものの中でも、無類の頑迷さを持つ生き物だ。

　それ故の二年、その果ての今、それを否定することは誰にもできないし、させない。

「────」

　決意を新たに、ヴィルヘルムは表情を引き締めて考えを巡らせる。

　行き着く先の指標、それを求めて、ふと外の風景にヴィルヘルムは目を留とめた。足は自然と、その場所へ向けて歩き出している。




　──二年間、真の意味で変わらないものの存在、それの在る場所へ。
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　城外に出て、衛え士じの行き交う石畳の街路を踏む。

　二年前、自分はこの道を、進むのも戻るのも好きではなかった。今は、前と違う意味でやはり好きにはなれない。

　それでも足を運ぶのは、そうする意味と価値があると、考えが変わったからだ。

「久しぶりってことになるな。──ピボット」

　正面、多数の名前が刻まれる石碑を前に、ヴィルヘルムが一つの名前を口にした。

　それはツェルゲフ隊の元副官の名前であり、ボルドーの机にあった壊れたモノクルの持ち主であり、内戦の最中に命を落とした戦友であった。

　──戦友と、そう直接伝える機会がなかったことが、今は心から悔やまれる。

　石碑に刻まれた名前はピボットのものだけではなく、それこそ無数に、数え切れないほどにあるはずだ。戦没者の名を刻む墓標は一枚では足りず、決して広くない墓地の中に何枚も列を成している。──ここは、戦死者の名が残される軍の共同墓地だ。

　かつて、死に意味を見み出いだせなかったヴィルヘルムが、忌み嫌っていた場所でもある。

「……悪い。花も供え物も何も持ってきてない。大目に見てくれ」

　内戦終結の影響なのか、墓地には多くの献花や供え物が置かれている。

　墓地への道中、沈ちん鬱うつな顔をした衛え士じと何度もすれ違った。絶えず、誰かが参っている。あの戦いで落命したものを悼み、答えない彼らに言葉を投げかけるそのために。

「────」

　死者へ手向けるものもなければ、正しい作法も修めていない。だからヴィルヘルムは墓ぼ碑ひの前に立つと、静かに慣れ親しんだ敬礼を見せた。王国軍の敬礼、服装は平服で、取り上げられたために剣も佩はいていない。形だけ真ま似ねた、不格好な敬礼だ。

　しかし、それが完かん璧ぺきな所作で行われた敬礼と、見るものがいれば感嘆しただろう。

　規律にうるさく、口を酸っぱくして敬礼を教え込んできた優男。その男への敬意を、ヴィルヘルムは彼に恥じない敬礼を以もつて、死者への確かな餞はなむけとした。

「────」

　これ以上かける言葉はない。必要性が浮かばなかった。

　元々、何かが得られると期待して足を運んだわけではない。ただ、懐かしい顔ぶれと立て続けに顔を合わせて、ここに挨あい拶さつにこないのは筋が通らないと思っただけだ。

　そんな程度のつもりだった。──それなのに、その風はいったい何の思おぼし召めしなのか。

　久しぶりに会ったピボットは、やはり苦労性の世話焼きだったということなのか。

「──おや。これはこれは、珍しいところで珍しい方にお会いしましたな」

「あんたは……」

　墓碑に背を向け、きた道を戻ろうとしたところでヴィルヘルムは足を止めた。共同墓地の入口で、興味深げにこちらを見る人物と目が合ったのだ。

　三十代半ば、細身の男だ。見るからに文官肌で、基本的に武官肌のものとばかり接点のあったヴィルヘルムには馴な染じみの薄い気配。だが、彼のことはすぐに思い出せた。

　内戦の最中、招かれた大本営の会議で発言していた人物で──、

「名前は確か……そう、マイクロトフ」

「覚えておいていただけたようで何よりです。ヴィルヘルム・トリアス殿。──あなたのことは、忘れたことはありませんでしたよ」

　そう言って男──王国宰相補佐、マイクロトフ・マクマホンは親しみ深い笑みを浮かべて、その理知的な瞳ひとみにヴィルヘルムを映したのだった。
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　西の空に夕焼けが半分ほど沈んだ頃、ヴィルヘルムは約束通りに帰宅した。

　とはいえ、テレシアの屋敷だ。帰宅、というのはいささか語弊がある気がしたが、

「よしよし、ちゃんと帰ってきたわね。言いつけが守れて偉い偉い」

　と、出迎えてくれたテレシアは上機嫌だったので、特に訂正の必要は感じなかった。

　そんな彼女の歓待を受け、食堂に通されたヴィルヘルムは驚かされる。さして広くないテーブルの上には、所狭しと色とりどりの料理が並べられていたのだ。

　彩色豊かな料理の数々に、自慢の腕前が誇張でなかったと感心する。だが──、

「こんなに作って……食い切れるのか？　どう見ても二人分じゃないぞ」

「大丈夫よ。あとでキャロルたちもくるから、四人なら平気でしょ？　それに私、ヴィルヘルムの好きなものを知らなくて……でも、おいしいって思ってもらいたかったから、手当たり次第に作ってみたわけ。これなら、好きなものに当たりそうでしょ？」

「食い物の好き嫌いはない」

「作り甲が斐いがない！」

　憤慨するテレシアが、最後に大皿に乗せたパイを並べて食卓は完成だ。

　どう考えても四人分にも多すぎるが、ひょっとするとテレシアかキャロルが大食漢なのかもしれない。ちなみにヴィルヘルムは人並みで、グリムは小食気味だったはずだ。

「料理が得意なのは意外……ってより、使用人にはやらせないんだな」

「ちゃんと聞こえてますから。──身の回りのこと、人に任せるのって好きじゃなくて。自分のやれることは自分でやりたいの。だから、この屋敷の世話も最低限しかお願いしてないわ。それに、あまりここに寄りつくこともなかったから」

　白い頬ほおを指で掻かき、テレシアは他意のない表情でそうこぼす。

　この屋敷は、『剣聖』であるテレシアに与えられた褒美の一つのはずだ。それは内戦を終結させた褒賞とは別に、『初うい陣じん』直後に賜わったものと聞いている。

　つまり、この屋敷は二年前から彼女の所有物であったはずなのだ。

　そこにほとんど寄りつかない生活、その過酷さは想像を絶する。それほど転戦を繰り返し、彼女は戦い続けてきた。

　そうした事実の端々に、テレシアの『剣聖』としての日々が垣かい間ま見みえる。そのことに気付くたびにヴィルヘルムは思うのだ。彼女を、一人にはしておけないと。

　──二度と、望まぬ剣など握らせるべきではないのだと。

「……ヴィルヘルム？」

　目を丸くするテレシア、その頬ほおにヴィルヘルムの手が触れている。

　柔らかな肌に指を滑らせ、息を呑のむ彼女の唇に視線が引き寄せられた。桜色の唇と熱い体温、そのまま抱きしめ、感情のままに無む茶ちや苦く茶ちやにしてしまいたくなる。

「ヴィ、ヴィルヘルム……ダメ。あの、ほら、夕食が冷めちゃうから……」

「冷めても食べられるものにしたんだろ？」

「で、でもでも！　やっぱり冷めない方がお食事はよろしいかと思いますことよ!?」

　抱き寄せられ、慌てふためくテレシアは何やら珍妙な口調だ。そんな狼ろう狽ばいする少女の赤毛を撫なで、艶つややかな髪ごと壊れないように抱きしめる。

　愛いとしい男の匂においと鼓動に、テレシアの瞳ひとみが熱情に蕩とろけ、熱い息を漏らし──、

「──っ！　やっぱりダメ！　キャロルたちがきちゃうから！」

　が、最終的にテレシアの自制心は煩悩を押しのけ、ヴィルヘルムの胸を突き放す。そそくさと離れる彼女は、赤い顔で髪の毛を整え、荒い息を吐いた。

「今日は、ダメです。楽しく、四人で夕食を囲むのです。色々、積もる話とか……そう！　積もる話！　あるでしょう？　ヴィルヘルムが二年間どうしてたのかとか、ね？」

「あまり、話しても聞いても愉快なもんでもないと思うけどな」

「そんなことありませんっ！」

　逃げられて、やや不機嫌なヴィルヘルムにテレシアはぶんぶん首を横に振る。

「二年って長い時間よ。色んなことがあって、気持ちが変わったりしても当然だし……」

「それはない」

「それは嬉うれしいけど！　でもほら、二年経たって……そう、ちょうど式典の日に王都に戻ってきたりとか、偶然がすごいっていうか」

「あれだけ国中、お前のことで盛り上がってて偶然も何もあるかよ……」

「そう！　ですよねー」

　誤ご魔ま化かすのが下手くそすぎて、テレシアの発言はもはや支し離り滅めつ裂れつだ。その彼女の混乱に苦笑して、しかしヴィルヘルムは首をひねった。

　式典の日に戻ったこと、それは間に合わせたのだから偶然ではない。ただ、それを本当の意味で偶然でなくしたのは、もっと別の要因だ。それは──、

「この二年、お前の話はちょくちょくロズワールに聞かされてたからな」

「……ちょくちょく？」

「ああ。この二年、国のあちこちを放浪してたんだが、どこで見つけてくるやら、しょっちゅう接触してきたのがその女だ。まぁ、そのおかげで式典の日に間に合った以上、感謝してないってのも不義理な話なんだが」

　話しながら、ヴィルヘルムの脳裏には藍あい色の長い髪の女──ロズワール・Ｊ・メイザースの姿が克明に浮かび上がる。

　左右色違いの瞳をした女は、内戦初期から付き合いのある腐れ縁だ。特にヴィルヘルムにとっては、会うたびちょっかいをかけられる油断ならない相手だった。

　ヴィルヘルムが失しつ踪そうした二年間、彼女だけは何度もヴィルヘルムの下を訪れ、王国軍やテレシアの近況を報告しにきていた。毎回、辛しん辣らつに追い返されてもめげずにだ。

　実際、式典の開始に間に合ったのは、彼女の情報があったおかげで──、

「女の人と、二年間、ちょくちょく……」

「……テレシア？」

「ヴィルヘルム、ちょっと手、貸していただけますこと？」

「──？」

　何事か呟つぶやいていたかと思えば、ふいにテレシアが満面の笑みを浮かべる。その態度にヴィルヘルムは眉まゆを寄せたが、ひとまず言われた通りに手を出した。

　と、その手首をテレシアがそっと握り──直後、ヴィルヘルムの天地がひっくり返る。

「──う、お!?」

「ちょっと私、機嫌が優れないから部屋に戻る。食事はキャロルたちと三人でどうぞ！」

「普通、優れないのは機嫌じゃなく気分……」

「ふんだ！」

　床に尻しり餅もちをつくヴィルヘルムに、テレシアは取り付く島がない。高い靴音を立て、さっさと食堂を立ち去る怒れる赤毛に、ヴィルヘルムは目を白黒させた。

「な、なんなんだ……？」

「今の音はなんだ！　いったい何が……ヴィルヘルム、何を転がっている？」

　突然の怒りの原因がわからず、呆ぼう然ぜんとするヴィルヘルムの下へ、その騒ぎを聞きつけたらしきキャロルが姿を見せる。背後にグリムを連れた彼女は、地べたに座り込むヴィルヘルムを訝いぶかしげに見て、きょろきょろと食堂を見回した。

「テレシア様はどうした？　まさか、亜あ人じんの残党が報復にでも……」

「待て、そんな大げさな話じゃない。よくわからないが、あいつが怒って俺を投げ飛ばしただけだ。……投げ飛ばされたのか、俺は」

「そんなことに傷付いている場合か！　テレシア様が怒られるなんて只ただ事ごとではないぞ。何をした。何を言った。なんで怒らせた！　白状しろ！」

　あっさり投げられ、敗北感に溺おぼれるヴィルヘルムをキャロルが叱しつ咤たする。元々短気なキャロルだが、テレシアが絡むとその傾向はますます顕著だ。

　詰め寄る彼女は宥なだめようとするグリムを振り払い、ヴィルヘルムに指を突き付ける。

「何があったか子細を述べろ！　十分に吟味した上で、死罪か斬ざん首しゆか判定する」

「落ち着け。俺はただ、この二年の話を少ししただけだ。国を放浪してたことと、ロズワールが何度も顔を出したことと、式典の日に……」

「メイザース様と!?　お前、メイザース様の名前を出したのか!?　いや、そもそもメイザース様と何度も逢おう瀬せを!?」

「自発的に連絡してたわけじゃない。向こうが勝手に俺を見つけて……」

「うるさいぞ、不ふ埒らち漢かんが！　少しでもお前を信じた私が馬鹿だった！」

　謂いわれもない中傷に、ヴィルヘルムは思わず閉口してしまう。そんなヴィルヘルムに目もくれず、キャロルは食堂を飛び出すと、テレシアの私室へと走り出した。

「テレシア様！　テレシア様！　お気を確かに！　キャロルが傍そばにおります！」

　騒がしく廊下を駆け抜け、キャロルがテレシアを追って食堂から消えてしまった。それを見届け、ヴィルヘルムは座り込んだまま何も言えない。

「────」

　そのヴィルヘルムに、ここまで無言のグリムが手を差し伸べた。

　嘆息し、ヴィルヘルムは彼の手を借りて立ち上がる。

「……なんだよ」

「────」

　無言で、グリムは責めるような眼まな差ざしをヴィルヘルムに向けている。その視線に険のある声をぶつけたが、その声に覇気がないのは誰の耳にも明らかだった。

「俺が悪いのか？」

『君だけが悪い』

　最初から用意していたのか、即座に差し出された紙には大きくそう書かれていた。

「クソ」

　その紙を奪い取り、腹立ち紛まぎれに破り捨てる。手の中でぐしゃぐしゃになった紙を丸めて、ヴィルヘルムは振り返り、食卓を眺めて眉まゆを寄せた。

　戦力は二人、敵の数は圧倒的──食卓の料理の数々に、それでも挑まなくては。

「俺とお前で片付けるぞ。……異論は聞かないからな」

「────」

　そのヴィルヘルムの要請に、グリムが肩を落として席についた。彼の対面に座り、ヴィルヘルムも手を合わせると、自分の取り分に挑みかかる。

　まだ熱々の料理たちは、どれもこれもヴィルヘルムの舌を十分に楽しませるご馳ち走そう揃ぞろいで、なのに冷め切った食事よりも今は寂しく感じられたのだった。
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　──結局、テレシアが夕ゆう餉げに戻ってくることはなく、誤解は解かれないままだった。




「ふん。本当に誤解なのか疑わしいものだがな」

　と、不機嫌に言い放ったのは、朝食の席に顔を見せたキャロルだ。

　怒って部屋に戻ったテレシアを追いかけ、一晩かけて事情を聞いていた怜れい悧りな美び貌ぼうは、ヴィルヘルムへの敵てき愾がい心しんを隠しもしない。

　刺とげ々とげしいのは普段からだが、今の視線の鋭さはいつも以上だった。

「────」

「ああ、グリム、すみません。本当なら、朝食は私が用意すべきだったのに……」

『気にしないで』

　筆談の紙を見せるグリムに、キャロルの険しい表情がほどける。

　テーブルに並んだ朝食は、微苦笑するグリムのお手製だ。テレシアと比べれば幾分格落ちするが、ツェルゲフ隊でも食事担当だった彼の腕前はなかなか悪くない。

　少なくとも、ヴィルヘルムが用意するよりはるかに上等な朝食といえる。

『これでも、宿屋の息子だからね』

　ヴィルヘルムの視線に、筆を走らせるグリムはどことなく自慢げだ。ともあれ、グリムの作った朝食を囲んで食事が始まる。──テレシアを欠いた、三人で。

「それで？　一晩かけて、あいつを部屋から引っ張り出せなかったのか？」

「それだけテレシア様のお心が深く傷付いたということだ。それもこれも、事の原因は貴様の不ふ埒らちな行いと態度にある。恥を知れ」

「言い掛かりも甚だしいぞ、棘とげ付き女。調子に乗るなよ」

　食事を始める前に、テーブルを挟んでヴィルヘルムとキャロルが睨にらみ合う。

　不在のテレシアを中心に、二人の関係は非常に複雑だ。ただ、どちらもテレシアを大事に思っている。それだけに、今朝の二人は致命的に不機嫌だった。

　一触即発の剣気が火花を散らし、食卓が戦場の空気へ変わる──、

『そこまで』

　と、そこで二人の間に、両面同じ文字が書かれた紙が差し込まれた。無言の盾士は戦友と恋人を順繰りに見ると、押し黙る二人にテーブルを指差した。

　不毛なやり取りをやめて、食事にしよう。そんな真意がありありと伝わる。

「……すみません、熱くなってしまいました。食事にしましょう」

　珍しく強硬なグリムの主張に、キャロルが早々に折れて謝罪する。恋人の謝罪を受け、グリムは穏やかに微笑ほほえんだ。そして、再びヴィルヘルムを見やる。

「────」

　それはキャロルに向けたものに似た微笑だが、決定的に凄すごみが違う。無論、気け圧おされるヴィルヘルムではないが、現状の善悪は論じるまでもなかった。

「……悪かった」

　視線を逸そらし、吐息に近いか細さで謝ると、グリムは満足げに顎あごを引く。

　そうして、グリムの一人勝ちを経へて、ようやく朝食に取り掛かった。

「懐かしい味だ」

　塩味のきいたスープを口にして、懐かしい味わいに思わず舌が鳴る。

　野営のときや、遠征を終えて戻った夜など、グリムの塩スープには隊の人間が大勢詰め掛けたものだ。ありものの食材でうまくやるのは、宿の息子ならではだった。

　そんな不意の懐古に唇を緩めるヴィルヘルムを見て、グリムが目を細める。それから、彼はさらさらと真まっ新さらな紙に筆を走らせた。

『昨夜は聞けなかったけど、軍に戻るのかい？』

　差し出された書面の質問は、ヴィルヘルムの今後の身の振り方を問う内容だ。

　筆の走らせ方に勢いがあり、文字の跳ね具合にグリムの逸はやる気持ちが反映されている。おそらく、聞きたくて仕方なかった質問なのだろう。

　昨夜はテレシアを怒らせ、四人分の食事を二人で処理するのに必死だったため、落ち着いた話をする余裕もなかったのだから。

　その、興味津々といった顔つきのグリムに、ヴィルヘルムはスープを飲み干して、

「その件でボルドーと話したが、結果は散々だった。あの野郎、偉そうなことばっかり言いやがって」

「偉そう、ではなく実際に偉いのだ。ツェルゲフ卿きようは内戦での働きもあって、王国軍の大本営に招かれることが検討されている。卿けいの爵位からすれば異例のことだ。そのため、爵位の引き上げは内定しているとも……」

「ずいぶんと詳しいな。グリムが妬やくぞ」

　ボルドーの昇進話と、王国の内情に詳しいキャロルを同時に揶や揄ゆする。が、ヴィルヘルムの皮肉は、その後のキャロルの言葉にまんまと打ち砕かれる。

「家の関係で、王国の内情に詳しくもなる。テレシア様が『剣聖』の座から身を引かれることになれば、それもどうなるかわからないが、な」

　テレシアに与えられた『剣聖』の称号、その立場に対するキャロルの見解。

　それは当然だが、ヴィルヘルムにとっても他ひ人と事ごととはいえない問題だ。

「ヴィルヘルム。私はテレシア様に、穏やかに微笑ほほえんで過ごしていただきたい」

「────」

「貴様の進む道など、正直に言えば興味はない。だが、それがテレシア様の幸福に直結するなら話は別だ。──だから、半端な真ま似ねはしてくれるなよ」

　長い睫まつ毛げを震わせ、キャロルは真剣な眼まな差ざしでヴィルヘルムを射抜く。その瞳ひとみと声音に込められた気概は、きっと彼女がテレシアを想おもってきた日々の結晶だ。

『剣神』に愛され、望まぬ力を与えられた少女。そんな彼女をもどかしく思い続けていたのは、ヴィルヘルムだけではなかったのだ。

　だから──、

「──ああ。俺も、俺にそれだけは絶対に許さないだろうよ」

　顎あごを引くヴィルヘルムも、キャロルの気概に劣らぬ気構えでそう答えたのだった。
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　緊迫感のある朝食を終えると、グリムとキャロルは屋敷から退散した。

　キャロルは最後までヴィルヘルムにテレシアのことを念押しし、グリムはそんな彼女を窘たしなめながら、『軍で待ってるよ、無職くん』と激励を残して。

「どいつもこいつも簡単に言ってくれやがる」

　二人を見送って、屋敷に取り残されるヴィルヘルムは虚脱感と共に呟つぶやく。

　問題は山積みで、どれもこれも剣を振るだけでは解決できない。元々、ヴィルヘルムは剣を振るって解決できない問題には極端に弱いのだ。

　有あり体ていに言えば、戦う以外に能がない。故に、現状は八はつ方ぽう塞ふさがりなのだった。

　自室にこもって接触を拒む女性──恋しい相手を連れ出すこともできやしない。

「テレシア、朝飯は置いておく。ちゃんと食べておけ」

　扉を叩たたいて声をかけるが、部屋の主あるじからの返事はない。ヴィルヘルムは彼女の分の朝食をテーブルに残すと、それだけ伝えて立ち去ろうとして──、

「それと、これから出掛ける。ちゃんと夜には戻るから心配するな。……今日は一緒に夕飯を食べるぞ」

　何も言わずに出掛けて不安がらせるのは、二年前の反省が活いかされていない。

　そんな思いで伝えると、部屋の中で微かすかに衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。その反応を以もつて、ヴィルヘルムは今の言葉が伝わったと判断し、屋敷を離れた。




　結局、テレシアと半日顔を合わせないまま、ヴィルヘルムは朝の王都を一人行く。

　こうして落ち着いた気持ちで王都を歩くのは久しぶりで、ヴィルヘルムは街並みから感じる雰囲気の違いにわずかに目を見張った。

　二年前、『亜あ人じん戦争』の最中の王都とはまさに雲泥の差だ。

　外観が大きく変わったのではない。行き交う人々の顔つきや、心持ちの変化が如によ実じつに雰囲気に表れている。心なしか、日差しまで明るく暖かに感じられた。

　内戦中、王国には常に不穏と不安が蔓まん延えんしていた。その陰りが取り払われ、人心には安定と平穏が戻りつつある。──それは、良い変化だった。

　そしてそれこそが、テレシアが二年間、剣を振り続けた果てに生まれた変化なのだ。

「────」

『剣聖』として過ごしたテレシアの時間は、苦痛と不条理の連続だっただろう。だが、そんな時間であっても、生み出された平和の価値が薄れることはない。

　この光景を誇らしく思うべきなのか、それとも口惜しく思うべきなのか、ヴィルヘルムは複雑な心境を抱かざるを得なかった。

「──宰相補佐と約束してる。ヴィルヘルム・トリアスだ」

「は。お聞きしています。こちらへ」

　心中の感情が渦を巻く中、ヴィルヘルムの足は王都のてっぺん──ルグニカ王城へ到着し、城門警備の衛え士じに訪問の理由を告げていた。

　屈強な衛士に案内され、城内の廊下を静かに進む。

　王国軍時代、城へは何度も足を運んだが、こうして個人的な用事で城を訪ねた経験は一度もない。縁が深いようで縁遠い場所、城にはそんな印象があった。

　それこそ、最後に城に入ったのは、騎士叙じよ勲くんの式典のことで──。

「こちらで宰相補佐がお待ちです」

　衛え士じの言葉に回想を中断し、ヴィルヘルムは目的の部屋の前で衛士と別れる。立派な木製の扉を外から叩たたくと、すぐに「どうぞ」と室内から返事があった。

　迎えられた部屋の内装は、王国宰相補佐の肩書きからすると質素なもので、執務用の机と応接用のソファとテーブル、あとは書棚がいくつか並んだだけだ。

　実務に注力した部屋の在り方は、確かに部屋の主あるじの気質を反映しているように思える。

「ようこそおいでになりました、ヴィルヘルム殿。かけてください」

「ああ」

　柔らかな語り口に勧められ、ヴィルヘルムは堂々と応接用のソファに腰を下ろす。

　その対面にゆっくりと座るのは、細身の文官、マイクロトフだ。彼こそが約束の相手であり、ヴィルヘルムの王国軍復帰の鍵かぎを握る人物である。

　少なくとも、ヴィルヘルムはそんな希望を持って、この対話に臨んでいる。

「昨日はあまり込み入ったお話もできませんでしたからね。わざわざ足を運んでいただくことになってしまい、申し訳ありません」

「……いや、昨日の今日で時間を取ってもらって助かった。こちらこそ、礼を言う」

「──ふぅむ。なるほど。これはこれは、ツェルゲフ卿きようから聞いた通りですね」

　形式的な挨あい拶さつを交わすと、マイクロトフが温和な笑みのまま頷うなずいた。その反応にヴィルヘルムが眉まゆを上げれば、彼は「いやいや」と手を広げ、

「私とあなたとの面識は、一方的なものを除けば四年以上も前になります。そのときの印象を思い起こせば、その変化に感慨深くもなろうというもの」

「一方的な面識……？」

「それについては驚かれる必要はないでしょう。内戦終結を祝した式典に、この国のどれだけの人間が参列していたと？　皆、あなたを知っておりますよ」

　楽しげに喉のどを鳴らすマイクロトフに、ヴィルヘルムはバツが悪くなって黙り込む。

　一方的な面識、それについては申し開きようがない。確かにヴィルヘルムの顔と名前は、一時的とはいえ王都を相当賑にぎわせたはずだ。

　実は現時点でもその熱は冷めていないのだが、ヴィルヘルム当人にその自覚はない。

　故に、彼と『剣聖』の関係に惹ひかれた多くの人間が、二人の出会いと逢おう瀬せの物語を『歌』にしようと画策しているなどと、ちっとも気付けていなかった。

　それはともあれ──、

「あなたが『剣聖』を下す実力を持つことは大勢が知っています。故に望むのであれば、王国軍への復帰は簡単に叶かないましょう。私が保証します」

「そう、なのか？　ボルドーの言い分とずいぶん違うな」

「無論、ツェルゲフ卿の意見にも一理あります。事実として、あなたは叙勲された騎士の称号を捨て、私心を優先して軍を抜けた。そのことに失望したものも、今なお反感を抱くものも少なくはないでしょう」

「────」

「ですが、それらの問題は時間が解決することです。重要なのは、あなたの剣力が王国軍にとって有益なものであり、あなた自身も軍に戻ることを求めている事実」

　手を顎あごに当てながら、マイクロトフは理路整然とそう語る。宰相補佐の力強い断言を聞かされ、ヴィルヘルムは静かに居住まいを正した。

　文官と武官、両者の役職の間には口出し無用の垣根があるが、それでも宰相補佐の意見を無視することはできない。一兵士の復帰ぐらい、彼にかかれば容易たやすいことだ。

『剣鬼』ヴィルヘルムの王国軍復帰、その成就は目前、ただし──、

「──あなたの軍復帰は認められても、テレシア様の称号の返上は認められますまい」

「──っ」

　その一言に、ヴィルヘルムは強く動揺する。

　ヴィルヘルムの反応を見て、マイクロトフは声の調子を一つ落とすと、

「王国軍にとって、『剣鬼』と『剣聖』の剣力はいずれも有用なものです。手放す理由が存在しない。その点、反論の余地はないかと思いますが？」

「だが、あいつがそれを望んでいない」

「本心はどうあれ、ですよ」

　それまでの温和な雰囲気を一掃し、冷徹にマイクロトフは物語る。宰相補佐は『剣鬼』の叫びに無感情に目を細め、

「テレシア殿が拒んだとしても、力は失われるものではありません。それに、彼女は王国が助力を乞こえば無下にはできない。おそらく、ですが」

　マイクロトフの推論の形を借りた確信に、ヴィルヘルムは口を噤つぐんだ。

　彼の言葉通り、テレシアは心優しい女だ。本心では剣を握りたくないと思っていても、彼女が剣を握らなければならないときがあれば、涙を呑のんで剣を取る。

　そんなことはわかっている。それでも、ヴィルヘルムはそれをさせたくない。

「無論、あくまで今のは私の推論に過ぎません。ただ、王国軍の将官たちも同じ結論を導き出すでしょう。それはまず間違いない」

　無情にも、マイクロトフはヴィルヘルムの心の嘆願を否定する。ヴィルヘルムの軍への復帰とは別に、テレシアを取り巻く問題は解決の兆しが見えない。

　そうして俯うつむくヴィルヘルムに、マイクロトフは小さく吐息をつく。

「あなたの復帰については働きかけておきましょう。その点は心配無用です。しかし、テレシア殿の件については……ふぅむ、よく話し合うべきです」

「話し合う？」

「一人で考えていても、結論は簡単には出せません。誤った道に迷い込もうと、それを止める人もいない。ならば、悩み事は抱えず、誰かの知恵を拝借すべきでしょう」

　それは助言なのだろうか。マイクロトフの言葉にヴィルヘルムは眉まゆを寄せた。

　若者を見る宰相補佐は片目を閉じ、最初のように穏やかに微笑ほほえむと、

「あなたには、あなたにしかできないことがある。──よく、考えることです」
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　マイクロトフの力添えで、王国軍への復帰は叶かなうと太鼓判を押された。

　しかし、王城から貴族街へ戻るヴィルヘルムの心中は、ちっとも霧が晴れなかった。

「────」

　頭の中、マイクロトフに言われたことが延々と渦を巻いている。結局、考えることの主題が変わって、剣で解決できない事態への無力感を強くしているだけだ。

　無職の問題が終わっても、もっと重要なテレシアの問題が解決しない。

「話し合えって言われてもな……」

　相談できる人間には一通り相談したあとだ。

　グリムとキャロルの二人はもちろん、ボルドーとマイクロトフにも頼った。声無きピボットにも力を借りた今、残る相手はテレシア本人ぐらいなものだろう。

　だが、テレシアに相談した場合、彼女がなんと答えるかは手に取るようにわかる。

　きっと彼女は国が助けを求めれば、辛つらいのを隠した儚はかなげな微笑で頷うなずくに違いないのだ。












「あの馬鹿、人の気も知りやしねえ……！」

　脳内の想像で罵ののしられる不ふ憫びんなテレシアだが、ほぼ確実な想像だと命を賭けてもいい。故にヴィルヘルムは、この件で相談可能な手札をすでに使い切っていた。

　自分の交友関係の狭さを不ふ甲が斐いなく思いつつ、唸うなりながら空を仰ぐ。

「あとは、頼りたくないが、ロズワールぐらいか……あいつ、どこにいるんだか」

　見上げた青空に浮かんだ候補に、ヴィルヘルムは憮ぶ然ぜんとした顔で舌打ちする。

　ロズワール・Ｊ・メイザース、あの博識で奇抜な発想を得意とする奇人であれば、今のヴィルヘルムの悩みに有効的な献策をしてくれそうな気がする。

　ただ、ヴィルヘルムの矜きよう持じが、彼女に頼ることをよしとしない。そもそも、今、テレシアと微妙な雰囲気になった一因は彼女にあるのだ。これ以上、テレシアとの問題に彼女の存在を匂におわせるのが得策ではないと、ヴィルヘルムでも理解できた。

　そうして選より好ごのみしていると、ますます万策は尽きていく。

「俺の頭で考えて答えが出るのか？　自分のこととテレシアのこととで、頭がこんがらがってきやがった。せめて、問題が一つになれば……」

　理想はヴィルヘルムの復帰と、テレシアの称号返上が叶かなうことだ。だが、今後、テレシアが剣を握る機会をなくせるなら、最悪、復帰は叶わなくても構わない。

　大事なものを見誤らない。それだけは、今の自分に強く任じていることで。

「誰かいねえのか。頭が回って、話が噛かみ砕けて、屁へ理り屈くつと立ち回りが上う手まい……」

　そんな都合のいい相談相手の存在を求めて、ふと、ヴィルヘルムは足を止めた。

　一瞬、脳裏に引っ掛かったのは、都合の良すぎる相談相手への条件──頭が回り、話が上手で、人間関係の立ち回りが抜群に上手く、

「──女六人同時に騙だまして、監獄塔にぶち込まれた奴やつ」

　振り返り、ヴィルヘルムは青い瞳ひとみを細める。王城、その傍かたわらに見える石造りの塔、監獄塔の威容が、遠ざかるヴィルヘルムを見下ろしているのがわかった。




「で、わざわざ助言が欲しくて面会にきてくれたってか。泣けてくるぜ、お兄ちゃん」

「余計な口は叩たたくな。時間が限られてるんだよ」

　冷たい地ち下か牢ろうの床を踏み、鉄格子越しの男をヴィルヘルムは睨にらみつけていた。その様子に愉たのしげに喉のどを鳴らすのは、無精髭ひげの浮いた長髪の色男──貴族令嬢を六人、その自慢の舌で翻ほん弄ろうし、恋多すぎた罪で投獄された『六枚舌』のオルフェだ。

　ほんの数時間の牢獄仲間だった縁に頼り、ヴィルヘルムは彼の下を訪れた。自分でも呆あきれる選択肢だが、全く異なる観点から解決法を探る、唯一の手段でもある。

「それにしても、あんたが『剣聖』をやっつけた『剣鬼』だったたぁ驚きだ。道理で監獄塔にもぶっ込まれるわけよ。よっ、大泥棒！」

「鉄格子越しでもお前を斬きれるぞ。処刑日を早めてやろうか？」

　軽口に、剣気をぶつけて返礼する。が、オルフェは肩をすくめるばかりで怖おじる気配がない。なるほど、人並み外れた胆力の持ち主なのは間違いない。

　六人も同時に、それも貴族の令嬢を口説くような男だ。図太さに自信がなければ、そんな暴挙には出られまいが。

「とはいえ、お兄ちゃんの恋路に手を貸してやりたいのは山々だがよ、それして俺になーんの得があるのよ。ただ働きは御免ですぜ？」

「軍に復帰すれば、叙じよ勲くんした騎士の爵位も戻される。そうなったらお前の恩赦に口添えしてやる。ここを出て、自由になる日が早まるぞ」

「よし、乗った！　俺は役に立つぜ、旦だん那な。何でも言ってくれよ」

「調子のいい野郎だな……」

　即座に掌てのひらを返すオルフェに、毒気を抜かれながらヴィルヘルムは経緯を説明する。

　無論、細かな感情は多分に省いたが、さすがに話し上手は聞き上手でもあるらしく、合間合間のオルフェの質問も含め、ほとんど赤裸々に事情を語り尽くしてしまった。

「なーるほーどね」

　そのヴィルヘルムの話を聞き終え、『六枚舌』はしたり顔で頷うなずく。

「込み入った事情は把握した。お兄ちゃんが予想以上にぱっぱらぱーなのも含めてな」

「斬きるぞ」

「その何でも剣で解決しようとする姿勢、それだよ！」

　軽く脅しつけようとした矢先、オルフェが大仰に手を叩たたく。その彼の発言にヴィルヘルムが目を瞬しばたたくと、オルフェは鉄格子に自分の顔を押し付けて、

「自分でも言ってたろ？　お兄ちゃんの特技は剣で、むしろ剣振る以外に能がない。剣で解決できなきゃどうにもならない欠陥人間ですわーって」

「だから困ってんだろうが。剣じゃどうにもならない問題で……」

「それが間違いなわけよ、お兄ちゃん。大事なもんのために、自分の苦手分野だろうと何とかしなきゃって姿勢は男らしいけど知性がないぜ。もっと頭使って、ベロも使って、賢く合理的に物事を進めんのさ。いいか？」

　姿勢が間違っている、とオルフェが笑い、ヴィルヘルムに頷きかける。

　そして『六枚舌』は、『剣鬼』の悩みに全く別次元の答えを提示した。

　それは──、

「──剣を振るしかできないなら、剣を振れば解決できる形に問題を変えちまうのさ。其それしか、お兄ちゃんの勝ち筋はねえんだろ？」

　悪い笑みを浮かべ、オルフェはヴィルヘルムにそう言ってウィンクした。
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　──夕刻を過ぎて屋敷に帰ると、食堂からは香ばしい匂においが漂ってきていた。

　温かな香りに鼻を鳴らし、ヴィルヘルムは誘われるようにそちらへ向かう。食堂の扉を開けて中に入ると、ちょうど食事を並べる赤毛の女の後ろ姿があった。

　華きや奢しやな肩、細くくびれた腰、左右に揺れる尻、ずっと眺めていても飽きない。

「──帰ったら、ただいまって言うものよ。バツが悪くて黙ってるなんて子どもじゃないんだから、しゃんとしてなきゃダメ」

「別に、それが理由で黙ってたわけじゃない」

「じゃあ、なんで黙ってたの？　謝る言葉でも探してた？」

　振り返らないまま、テレシアはつんと拗すねた声でヴィルヘルムを口撃する。

　黙っていたのは見み惚とれていたから、とは言えるはずがない。結局、憮ぶ然ぜんと押し黙ることを返事とするヴィルヘルムに、テレシアは呆あきれた風に嘆息した。

「まったく、素直じゃないんだから。……それがヴィルヘルムだってわかってるけど」

「悪かったな。それで、どういう風の吹き回しだ？」

「……夕食、一緒に食べようって言ったのはあなたじゃない。ふんだ」

　可愛かわいらしく鼻を鳴らして、テレシアは腰のエプロンを外して椅い子すに掛ける。

　テーブルの上の料理は、今日はきっちり二人分の量だ。余計な邪魔が入らないと見えてホッとする反面、こうして夕食を一緒にしてくれることに疑問が湧わく。

　朝、仲直りに足る言葉は伝え切れなかったはずなのだが──、

「朝食、ヴィルヘルムが作って置いていってくれたでしょ？　あれがあんまり酷ひどかったから……夕食もあんなの作られたらたまらないって思って」

「火は通ってたはずだぞ」

「火を通せばいいってものじゃないでしょ!?　芯しんまで真っ黒だったじゃない！　それなのに材料の切り方だけはすっごく上手で、何の嫌がらせかと思ったわよ！」

　噛かみつくテレシアの反応に、ヴィルヘルムは心外だと顔をしかめた。確かに少し火力は見誤ったが、食べられないほどではなかったはず。

　そんなこちらの内心を読み切った顔で、テレシアが正面の席を勧めてくれながら、

「二年間のあなたの食事事情が心配になりました。……もしかして、誰かに作ってもらってたんじゃないかしら。その、ほら、あの人に……」

「それがロズワールのことを言ってるなら勘違いだ。何度も言わせるな。あいつは勝手に会いにきただけだ。歓迎したことは一度もない。感謝も、一個しかしてない」

「その感謝って……」

「式典の日を教わったことだ。でなきゃ、お前に会う踏ん切りがつかなかった」

「そ、そうですか。ええと、その、おほほほ……」

　向かい合い、事もなげに言い切るヴィルヘルムにテレシアが赤面する。そのまま力なく笑うテレシアの前で、ヴィルヘルムは食卓の手料理に目をやった。

　並んだ料理の量は昨夜に大きく劣るが、種類は引けを取らない。おまけに前日と同じ料理は一つもないのだから、テレシアのレパートリーの多さには驚かされる。

「多芸なもんだ」

「多芸って、褒め言葉になってなくない？　ふふっ、別にいいけど」

　口下手なヴィルヘルムの称賛に、テレシアが嬉うれしそうに唇を緩めた。それがようやく、ほぼ一日ぶりに見せてくれた、彼女の本来の笑みだ。

　知らず、その微笑に安あん堵どを覚え、ヴィルヘルムは胸を撫なで下ろす。

「さ、食事にしましょ。何が好きなのか、一個ずつ感想ちょうだいね」

「どれもうまかった。昨日の感想だがな」

「今日はそうはいきません。ちゃんと、食べるあなたのこと見てるから。どれが好きなのか見極めさせてもらいます。あなたの言葉は参考にならないんだもの」

　どれだけ評価が低いのか、ヴィルヘルムの料理はよっぽどテレシアの料理魂に火を付けたようだ。それが切っ掛けで歩み寄れたなら、その酷評も甘んじて受け入れよう。

　そうして、皿の一枚ずつに反応を求められながら、夕食の時間は穏やかに過ぎる。

　テレシアの料理の腕前が確かなのは、昨夜の時点でわかりきっていた。ただ、昨夜は食べ切ることを優先していたおかげで、万全に味を堪たん能のうできたとは言い難い。

　だからだろうか。今夜の夕食が、昨夜の何倍も美味に思えたのは。

「どう？　今日の満足度は昨日より上？」

「そうだな。昨日より、今日の方が美う味まかった」

「ホントに？　やった。昨日は王国南部料理だったけど、今日は北部料理だったのよ。そっちの味付けの方があなたには合うのかもね」

「どうかな。お前と食べたからじゃないか？」

「えほっ！　おほっ！　ちょ、不意打ちしないで……っ」

　なんとなしに言っただけだったのだが、テレシアの反応は過敏だった。水を飲んで咳せき込むテレシアに唇を緩め、しかし、ヴィルヘルムはすぐに頬ほおを引き締める。

　楽しい夕食の席だが、話さなければならないことを後回しにし続けるのも辛つらい。

　そのヴィルヘルムの変化に目を留とめ、口元にナプキンを当てるテレシアが姿勢を正す。

「テレシア、話がある」

「は、はい。伺います……」

「実は、俺の軍への復帰の話だ。少し上の人間と話をして、無事に戻れそうな形で話がまとまった。迷惑と、心配かけて悪かったな」

「あ、そのお話！　なんだ、よかった。出ていくとか言い出さないか不安で……」

「……それはない。何度も言わせるな」

　どれだけ自信がないのか、テレシアの疑惑はいつまで経たっても晴れない。

　ヴィルヘルムからすればむしろ、彼女以上はいないと思うのが本音だ。もちろんそんな本音、口が裂けても絶対に言えないし、言わないが。

「あ！　もちろん、ヴィルヘルムが軍に戻れるって話も喜んでるわよ。あなただって、グリムくんやボルドー様みたいに友達と一緒の方がお仕事楽しいだろうし」

「友達……そんな風に思ったことないけどな」

　言い換えて戦友、ヴィルヘルムと彼らとの関係はそんなところだろう。

　ともあれ、テレシアはヴィルヘルムの軍への復帰自体は喜んでくれた。あとの問題は、テレシア自身のことだが──、

「テレシア、実はまだ大事な話がある」

「そ、それって……」

「不安がるな。違うから安心してろ。明日、俺は一日外出する。戻るのは今日と同じぐらいの時間だと思うが……明日は絶対に、王城にくるな」

「────」

　低く、語気を強めて言いつけると、その言葉にテレシアは目を丸くした。彼女は唇に指を当て、言われたことを反はん芻すうしつつ、

「城にくるなって……どうして？」

「どうしても、だ。言うことを聞け。後悔はさせない」

「私が城にいくかどうかで、どうして後悔するしないの話になるのよ。そっちの方がよっぽど不安になるんですけど」

　説明不足を不満がられるが、ヴィルヘルムは補足するつもりがない。しばし、二人は睨にらみ合いを続けたが、黙り込むヴィルヘルムにテレシアの方が折れた。

　彼女は深々と息を吐くと、「わかりました」と根負けして、

「理由は言えないけど、城にはくるなと。明日一日、それでいいのね？」

「ああ、そうだ。それで頼む」

「頼まれてあげるけど……一個だけ聞いてもいい？」

　席を立って、食卓の片付けを始めようとする素振りでテレシアは言った。問いかけにヴィルヘルムが彼女を見上げると、テレシアは指を一つ立てて、

「もしも、その言いつけを破ったら……私のこと嫌いになる？」

「本気で腹を立てるだけだ」

「そ。わかりました」

　ひらひらと手を振って、食器を重ねたテレシアが洗い場の方へ向かう。左右に機嫌よく揺れる尻を見送りながら、ヴィルヘルムは少し考え込んだ。

　今の口ぶりで、テレシアは何が聞きたかったのやら。まさか、言いつけを破って城にくるとは思いたくないが。

「まぁ、こないって言ってたからにはこないだろ」

　そう頷うなずいて、ヴィルヘルムも残った食器を重ね、テレシアのあとを追いかけた。
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　翌日、朝早くにテレシアに見送られ、ヴィルヘルムは三日続けて王城に登城する。

　ただ、今日のヴィルヘルムの雰囲気は、前日、前々日までとは全く異なるものだ。

　──否いな、むしろ、それまでの雰囲気の方が異常だったのかもしれない。

　城門を潜くぐり、猛たけ々だけしい剣気を纏まとった存在──それこそが、ヴィルヘルム・トリアスを『剣鬼』たらしめる本領であり、王国最強を破ったただ一人の男の証明なのだ。

「──ご武運を」

　無言のヴィルヘルムを迎えたのは、城門で彼を待っていた甲かつ冑ちゆう姿の衛え士じだ。その表情は兜かぶとに隠れていたが、頬ほおは強こわ張ばり、額には汗を浮かせていた。

　一目、ヴィルヘルムを見て、彼は理解したのだ。

『剣聖』の華々しい功績によって塗り潰つぶされ、忘れられた『剣鬼』の異名──かつて、王国軍の中で独り歩きした、剣の申し子の実力、その一端を。

　衛士に見送られ、城内の敷地を横切り、ヴィルヘルムはその場所へと辿たどり着く。開けた視界に飛び込むのは、血と脂の臭においが染み込んだ練兵場の景観だ。

　周囲を大きく壁に囲われた空間には、幾多の兵たちの覇気と戦意が渦巻いている。ここで日々、王国軍の騎士や衛士が武芸を比べ、腕を上げようと血ち反へ吐どをこぼすのだ。

　あって当然の覇気、漲みなぎって当然の戦意──王国軍の名だたる強者、勇猛果敢で知られる戦士が勢せい揃ぞろいした状況となれば、それはなおさらのことだった。

「きたか、大馬鹿野郎め」

　練兵場の中央へ進み出た瞬間、野太い歓迎がヴィルヘルムに浴びせられた。声の主は丸太のように太い腕を組み、堂々と長大な戦せん斧ぷを構える偉い丈じよう夫ふ──。

「ボルドーか。出世して現場から引っ込むって話じゃなかったのか？」

「がははは！　馬鹿を言え。私は生涯現役のつもりだ。少しばかり出世したところで、武器を置く道など選べるものか。それだけはお前と同じつもりだぞ」

　馬鹿笑いして、ボルドーは真まっ直すぐに立つヴィルヘルムを意い気き軒けん昂こうに睨にらみつける。その視線に肩をすくめると、次いで偉丈夫の周囲に並ぶ面子メンツに目を向けた。

　いずれも、研ぎ澄まされ、洗練された剣気を纏った連中だ。ヴィルヘルムをして、弱卒などと切り捨てることのできない戦士揃い。その中に、見慣れた顔が二つある。

「お前らまで加わる気か？　身の程知らずにも程があるぞ」

　鼻を鳴らしたヴィルヘルムの正面、金髪の女騎士と盾の衛士──キャロルとグリムの二人がいる。自前の長剣と宝盾を装備する二人は、その挑発に顎あごを引いた。

「自惚うぬぼれるなよ。この場に集ったのは全員が精鋭だ。無謀に挑んだ結果、恥を晒さらすことになるのは貴様の方だ」

「ここにいる連中が腕利きなのはわかる。だから、なんでお前がいるのか聞いてんだよ」

「なんだと──っ！」

『キャロルさん、落ち着いて』

　まんまと挑発に乗せられ、顔を赤くする恋人をグリムが引き止める。それから彼は人の好いい顔をヴィルヘルムに向け、微苦笑しながら、

『手加減はしないよ』

「──言うようになったな」

　笑みを含んだ宣戦布告に、ヴィルヘルムは獰どう猛もうに笑った。

　その三人以外にも、内戦時代の猛も者さが幾人も散見できる。中にはツェルゲフ隊時代の仲間も含まれていて、迸ほとばしる闘志が練兵場に渦巻くのが肌で感じられた。

「──どうやら、全員揃そろっているご様子ですね」

　その、張り詰めた練兵場の空気を割ったのは、場にそぐわない穏やかな声だった。

　見上げる視界、場内を見下ろす観覧席に姿を見せたのはマイクロトフだ。濃紺のローブ姿の宰相補佐は、眼下の戦士たちの姿に目を細め、深く頷うなずく。

「なかなかの壮観です。すでに気迫も十分、見物となりましょう」

「見世物になるつもりはないぞ。──約束は守れよ」

　眼下から念押しするヴィルヘルムに、マイクロトフは片目を閉じて笑った。

　それから、彼は背後に振り返り、「こちらです」と恭しくお辞儀する。

　その彼の仕草に練兵場の全員が眉まゆを寄せ、次の瞬間、戦せん慄りつと共にその場に跪ひざまずいた。それはヴィルヘルムも例外ではない。何な故ぜなら──、

「──よいよい、そう畏かしこまるな。余は此こ度たびの結果を見届けにきただけであるからな」

　よく通る声が、笑みを孕はらんだ声色を練兵場へと響かせる。

　それを口にしたのは、豪ごう奢しやなマントに煌きらびやかな礼服を纏まとった男性だ。観覧席に姿を現した四十路よそじ前後の、恰かつ幅ぷくのいい男性──否いな、そんな軽々とした表現は見合わない。

　何故なら彼こそは、この練兵場で、王城で、王都で、王国で最も貴き身分の人物──、

「──ジオニス・ルグニカ陛下」

「確かに、マイクロトフの申す通り、壮観であるな。これだけの精兵、一堂に会すのはそれこそ大事のときのみ……式典直後、まさに今しか無理であったろうよ」

　したり顔で頷く人物こそ、ジオニス・ルグニカ──親竜王国ルグニカの現国王であり、ヴィルヘルムにとって、この状況を作り出すのに力を借りた立役者だ。

　ジオニスは跪く臣民たちを見回し、その中にヴィルヘルムを見つけると、

「はは、トリアスよ。余に直じか談だん判ぱんに参った昨日と違い、殊勝な態度ではないか」

「……昨日は大変なご無礼を。その上、此度の機会を与えていただき、陛下の御み心こころには感謝以外の言葉がございません」

「構わぬ。そなたの申し出が余の心を動かしたまでよ。それに、式典での『剣聖』とそなたの剣は美しかった。あの剣舞だけでも、此度のことを考慮するに値する」

　自身の煌めく金髪を撫なで付け、赤い瞳ひとみを輝かせるジオニスが童子のようにあけすけに笑った。その態度、姿勢、考え方、いずれも王族のものとは信じ難い。

　だが、これがルグニカの王族、親竜王国で最も貴い血筋の一族なのだ。

　王として国政に携わる手腕はお世辞にも褒められた才覚とは言えない。しかし、彼らには一様に、ただただ他者を魅了し、惹ひき付ける人間性がある。そういう血族──、

「軍の大本営を納得させる方法を考えろ、と助言したつもりでしたが……まさか、一足跳びに陛下を抱き込まれるとは思いませんでした。正直、驚いております」

　ジオニスの隣で、マイクロトフは呆あきれと驚きを混合した初めての表情を作る。

　──昨日のマイクロトフの忠告と、助力を求めたオルフェの発案を合わせた結果、ヴィルヘルムは『剣聖』テレシアの称号を剥はく奪だつするために、大勝負に打って出た。

　そのために口説き落としたのがジオニスであり、彼を通じて実現したのが、この練兵場に集った戦士たち──彼らとの、決闘による証明行為だ。

「さあ、見せてもらうぞ、トリアス。──王国軍の精兵のことごとく、そなたが一人で斬きり伏せる。それが叶かなえば、そなたは『剣聖』を剣で上回り、王国軍の主力をも単独で上回ることを証明できる。『剣聖』など、王国軍に不要と、己の剣で！」

　──それは、ひどく馬鹿馬鹿しい結論だった。

　どこまでも、剣一本で可能となる証明、それを突き詰めた果てに辿たどり着く結論だ。

　だが、私室のバルコニーに忍び込んだヴィルヘルムの嘆願に、式典で『剣聖』と『剣鬼』の逢おう瀬せを間近で見ていた国王は笑い、余に任せよと胸を叩たたいた。

　そして今、練兵場には内戦終結を祝す式典のために集まった、親竜王国ルグニカで最も強い戦士たちが勢せい揃ぞろいしている。

　彼らを全すべて斬り伏せ、『剣聖』の存在を『剣鬼』の剣力で塗り潰つぶす。

　テレシアの剣の、彼女の『剣聖』としての拠より所どころを全て奪い、斬り払ってやる。

　──彼女が、ただ微笑ほほえんで、花を愛めでる普通の女であっていいのだと証明するために。

「──受け取れ、トリアス！」

　声を上げ、ジオニスがマイクロトフから渡される剣を眼下へ投げ落とした。回転するそれを掴つかみ、ヴィルヘルムは抜き放った聖剣の切っ先を精兵たちへ向ける。

　鈍く、切っ先は煌きらめき、迸ほとばしる剣気が練兵場を包み、戦場がここに完成した。

「では、始めよ。──余がこの目で、『剣けん鬼き恋れん歌か』の見届け人となろう」

　観覧席から、国王が開戦の切っ掛けとなる言葉を投じる。

　瞬間、ヴィルヘルムは踏み込み、前進した。敵勢へ向け、一いつ気き呵か成せいに斬り込む。

　それを迎え撃つようにボルドーらも前進、手加減抜きの闘志が一斉に押し寄せる。

「るるるるるぁぁぁぁ──ッ!!」

　獣の如ごとく咆ほう哮こうし、ヴィルヘルムの剣撃が集団のど真ん中へ叩き込まれた。
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　──何も、初めから言いつけを破ろうと思っていたわけではない。

　テレシアにはテレシアなりに、かなりの熟考があったのだ。ヴィルヘルムのことが気になる。ものすごく気になる。正直、考えれば考えるほど好きになる。

　その愛いとしい気持ちが大きければ大きいほど、自分の目の届かないところで彼が何をしているのか、不安で心配で怖くて仕方がない。

　また置き去りにされるのではないか。そんな恐怖は常にテレシアを苛さいなんでいた。

「たぶん、王城にいるはず……よね」

　昨夜の会話と今朝の見送り、その際の会話を思えば間違いあるまい。逆に、王城にいなかったらいなかったで驚いてしまう。

　だから、ただ確かめるだけなら、今から城にいけばいいだけなのだが。

「でも、くるなって言われてるし。……でもでも、心配だしっ」

　すでに着替えは済ませ、あとは玄関を出るか否いなかのところまできている。それでも最後の踏ん切りがつかず、テレシアは出掛けることができずにいた。

　もう、ここで小一時間はうんうんと唸うなり続けている。下手をすればこのまま、ヴィルヘルムが帰ってくるまで悩み続けてしまいそうだが──、

「──そーぉれは少しばかり、無粋な結果になりかねないからねーぇ」

「え？」

　驚きに声を漏らし、テレシアは顔を上げる。悩み事の真っ最中だったとはいえ、テレシアに気配を悟らせない相手は只ただ者ものではない。

　ただ、今回の驚きはそのことより、相手の声に聞き覚えがあったことの方が大きい。

　それは数日前、ヴィルヘルムと再会した式典の朝に聞いた声のはずで。

「やーぁや、数日ぶりだね。元気にしてたかーぁな？」

　眼前、開け放たれた扉に背を預け、微笑ほほえみかけてくるのは藍あい色の髪をした女性だ。その左右色違いの双そう眸ぼうと、謎なぞめいた美び貌ぼうには見覚えがあった。

　それと同時に、テレシアの中で悩みの種の一つが芽吹いて、花開く。

「あなたは……もしかして、ロズワールさん？」

「おや、君には名乗らなかったはずだけどねーぇ。彼が私のことを詳しく話すとも思えないし、どうして気付けたのかな？」

「何となく……あなたがそうかなって。女の勘です」

「なるほどね」

　そのテレシアの答えを受け、女性──ロズワールが薄い唇を舌で湿らせる。片目を閉じた彼女に黄色い瞳ひとみで見つめられ、テレシアは居住まいを正した。

「ええと、我が家に何のご用でしょうか。ヴィルヘルムならいませんけど」

「そんなに張り合おうとしなくて大丈夫だよ。私はとっくに彼にフラれているからね。彼は君に夢中、ぞっこんだ。それを疑う心配はない」

「べ、別に疑ってません。愛されてることには自信があります」

　胸を張って言い返し、すぐにテレシアは失言だったかもしれないと顔を曇くもらせた。

　ロズワールはヴィルヘルムにフラれたと言ったのだ。その彼女にヴィルヘルムとの関係を堂々と自慢するのは、無神経な行いではないのか。

「なに、気にする必要はないよ。その気持ちは大事に、ずーぅっと抱えておくといい。それがいずれ、大事なことへ繋つながる鍵かぎになる」

「……あなたは、何が言いたくてここにきたの？　ただ祝福にきてくれたんなら、お茶とお菓子をご馳ち走そうしたいところだけど」

「そんな用じゃないことは、君もわかっているはず。私は……まーぁ、最後のお節介を焼きにきた、ってところだよ」

　そう言って、ロズワールは肩をすくめておどけるように笑ってみせる。

「────」

　しかし、テレシアには彼女のその微笑が、どこか寂しく儚はかなげなものに見えた。

　──どうしてそんな風に思ったのか、それはわからなかったのだけれど。





　　　　　13






　練兵場を闘気が荒れ狂い、剣けん戟げきは凄すさまじい熱波となって大気を焼き焦こがしていた。

「──ッ！」

　一陣の風となり、濃密な剣圧を滑るように突き抜け、ヴィルヘルムは敵影へと剣撃を次々に叩たたき込こみ、精鋭を戦闘不能へ追い込んでいく。

　──たった一人の『剣鬼』に対して、集まった精鋭の数は四十に迫る。

　いずれも猛も者さとして名の知れた傑けつ物ぶつ揃ぞろいで、突き刺さる剣気を浴びるたびに全身の血が沸き立ち、心中で獣性が雄お叫たけびを張り上げるのを感じた。

　馬鹿げた条件だと笑わば笑え。だが、それを証明しなくてはならなかった。

　万夫不当の条件を成し遂げてこそ、王国に大きすぎる力を手放す決断を迫れるのだと。

「がぁぁぁ──っ!!」

　身を振り、槍そう撃げきを寸前で回避して刺突をぶち当てる。衝撃にのけ反る胴体を蹴けりで薙なぎ払い、反動で大きく後ろへ飛び退のき、一呼吸、肺を膨らませた。

　酸素が血を巡り、全身に活力を漲みなぎらせて手足が蘇よみがえる。まだ戦える。まだまだいける。この程度、『剣聖』を忘却させる戦果には遠く及ばない。

「防いでみろ、大馬鹿野郎──！」

「────」

　這はうような姿勢のヴィルヘルム目掛け、横薙ぎに撃ち込まれたのはボルドーの戦せん斧ぷだ。風を殴おう殺さつする打撃が迫り、ヴィルヘルムは斧撃に合わせて回転する。

　掠かすめられ、痛撃が走った。だが、生じた隙すきに乗じる。大振りの姿勢にあるボルドーの胴体へ、ヴィルヘルムは剣を真まっ直すぐ走らせた。しかし──、

「グリム、てめえ!!」

　割り込んだ大盾に剣撃が跳ね返され、ヴィルヘルムが戦友の妨害に声を荒げる。

　本気を望んだのだから当然だが、彼らもまた全力でヴィルヘルムへ抗してくる。

　テレシアの心情、ヴィルヘルムの想おもい、それをわかっていて手など抜かない。それをわかってくれているからこそ、本気の彼らの立ち合いがある。

「────」

　思考は電撃のように走り、手足は慣れ親しんだ剣撃という動作を遂行する。

　瞬きの間に三度、振るわれる刃やいばがグリムへと襲い掛かる。二撃を盾で防いだグリムだったが、三撃目には間に合わず、一撃を浴びて苦鳴と共に土に沈んだ。

　──あと一人、あと一人だ。

「────」

　吹き飛んだグリムを尻目に、ヴィルヘルムは剣を握り直し、ボルドーと向かい合う。

　四十からなる精鋭はすでに、『猛犬』ボルドー・ツェルゲフしか残っていない。




「トリアス……ッ」

　その、最後の一騎打ちの光景を、腕を押さえたキャロルが歯は噛がみして見守っている。

　長剣を折られ、すでにキャロルは戦線から脱落している。彼女の周囲には同じように脱落した戦士たちが多数いて、全員が固唾かたずを呑のんで決着を待っていた。

　──『剣鬼』の恐るべき実力、その剣力と想おもいに、為なす術すべもなく敗北した。

　悔しい。心から悔しい。

　そのはずなのに、キャロルは安あん堵どと歓喜を覚えている自分を自覚していた。

「結局、お前なんだな……」

　テレシアを笑顔にできるのも、テレシアの願いを叶かなえるのも。

　テレシアのために誰よりも強く在れるのも、結局、ヴィルヘルムだけなのだ。

　──その事実が口惜しくて、なのに嬉うれしくて仕方ないから、やっぱり悔しかった。




「征ゆくぞ、ヴィルヘルム」

「──こいよ、ボルドー」

　口上は短く、攻防はそれよりもさらに短く、刹せつ那なで決まった。

　裂れつ帛ぱくの気合いを叫び、斧ふ槍そうを振り回すボルドーが間合いへ踏み込み、打ち下ろす。大地を砕く壮絶な一撃を、『剣鬼』は身み躱かわしして踏みつけ、動きを封じた。

　反撃を封じられ、ボルドーが猛たけ々だけしく笑う。そこへ、銀ぎん閃せんが迸ほとばしり、穿うがった。

　衝撃音が高々と練兵場に響き渡り、巨きよ躯くは軽々と剣撃の前に弾はじかれる。

　吹き飛び、土煙を立てて地面を転がったボルドー。やがて転がる勢いは止まり、手足を投げ出した彼は空を仰ぎ、顔に掌てのひらを当てた。

　そして──、

「──ああ、クソ！　負けた負けた！　完敗だ、大馬鹿め！　ああ、チクショウ……！」

　城に集められた精鋭、その最後の一人として堂々と、『剣鬼』への敗北を表明した。

　──ここに、『剣鬼』の剣力は見事、証明されたのだ。
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　地面に倒れる剣士、膝ひざをついて動けないグリム、大の字になって馬鹿笑いを続けるボルドーや、悔しげに顔を伏せるキャロルを見やり、ヴィルヘルムは長く息を吐いた。

　乱れた呼吸は血の味が、直撃のないはずの全身は異様に軋きしむ。戦意と剣圧の負担は尋常でなく、『剣鬼』は心身を削られた戦いの結末に観覧席を見上げた。

　そして、決着を見届けたジオニスへと、勝利を献上するように聖剣を掲げる。

「うむ！　見事であったぞ、トリアス！　そなたの剣力と想おもい、確かに……むむ？」

　眼下の光景を称賛し、言葉を尽くそうとしたジオニスの表情が歪ゆがんだ。その反応にヴィルヘルムは眉まゆを顰ひそめ、国王の視線を辿たどって後ろに振り返った。

　そこに、いるはずのない人影を見つけ、ヴィルヘルムは瞠どう目もくし、喘あえぐ。

「これは……何をしてたの、ヴィルヘルム？」

　練兵場の入口に、赤毛の女──テレシア・ヴァン・アストレアが立っていた。

　彼女の青い瞳ひとみが、練兵場の惨状と、倒れる大勢の戦士たちを見て困惑に揺れる。事情はわからない。ただ、只ただならぬ何かが起きたと、それだけはわかる光景だ。

「……アストレア、当代の『剣聖』よ。そこな男はそなたの王国軍からの除名を求め、余に直じか談だん判ぱんしたのだ。剣にて『剣聖』の居場所を奪い、そなたの除名を乞こうと」

「ジオニス陛下……っ！　ヴィルヘルム、それは本当なの？」

　言葉に詰まるヴィルヘルムに代わり、ジオニスが事の次第を説明する。テレシアは国王の存在に一度驚き、しかしすぐ、ヴィルヘルムへと真偽を問うた。

　できればこのことは、彼女に負い目を感じさせないために秘密にしたかったのだが。

「ああ、本当のことだ」

「それで、こんな風にみんなで……キャロルまで」

　頷うなずくヴィルヘルムに、テレシアは参戦者に自分の従者を見つけて驚いていた。

　キャロルはまるで、悪いことをしたのがバレた顔で動揺し、項垂うなだれる。他の関係者たちも一様に、気まずい顔で『剣聖』と『剣鬼』のやり取りを遠巻きにしていた。

　ヴィルヘルムも、テレシアの次なる反応が読めず、身動きができない。

　怒るか、叩たたいてくるか。少なくとも、諸もろ手てを上げて喜ぶことはあるまい。自分の知らないところで大きな事情を片付けられて、それで喜ぶ彼女ではないのだ。

　故に、おそらくテレシアは怒るだろうとヴィルヘルムは予測する。そして、その予測は半分だけ当たった。実際、テレシアは怒った。ただし──、

「──陛下、どうしてこんな悪ふざけをされたんですか？」

「なに？」

　腰に手を当て、テレシアが頭上へと問いかける。その怒りの矛先は、勝手なことをしたヴィルヘルムでも、加担したキャロルたちでもなく、観覧席のジオニスだった。

　その、不敬に取られかねない発言に、ジオニスは機嫌を損ねるどころか、テレシアの剣けん幕まくに苦笑いして、自身の金髪に手を当てた。

「いやぁ、その、余も悪いとは思っておったのだぞ？　ただ、あんまりそなたの夫が真剣なものだから、ついつい余も絆ほだされてしまってだなぁ……」

「へ、陛下！　まだ夫じゃありません！　そういうの、本当に、もうっ！」

「……テレシア？」

　妙な話の空気に、ヴィルヘルムは赤面するテレシアを呼んだ。彼女は「ひゃい！」と奇声で答えて、あたふたと振り返る。

　その顔は、これまで見せた中でも最大級に赤くなったもので。

「ちが、違うのよ。これはその、陛下からのお達しをちゃんと伝えてなかった私が悪いんだけど、陛下にも問題があって……」

「わかりやすく、一から、説明しろ」

「えっと、その、ね？　ヴィルヘルムが、その、私を『剣聖』でなくそうとしてくれたのはすっごく嬉うれしい。本当に、嬉しいの。だけど……その問題、解決してて」

　指を突き合わせ、テレシアがたどたどしく爆弾発言を放ほうり込む。

　まさかの言葉にヴィルヘルムは驚きよう愕がくし、同じく事情を知らなかった練兵場の面々も次々と驚きの声を上げた。呆あつ気けに取られ、唖あ然ぜんとするものが続出する。

　そんな数々の反応に苦笑いのテレシアに、ヴィルヘルムは無言のまま詰め寄った。

「あ、あの、ヴィルヘルム……さん？」

「詳しく話せ」

「……実は、式典のあと、陛下とお話ししたときに言われたの。わ、私とヴィルヘルムの会話が陛下には聞こえてらして、それで」

「内戦も終わったのだ。『剣聖』は十分に王国に尽くした。──愛し合う二人の男女を引き裂くなどと、無粋なことがどうしてできようか」

　説明を途中で引き取り、ジオニスが何度もうんうんと頷うなずいている。その後ろで、マイクロトフだけが全く驚いた様子がないことにヴィルヘルムは気付いた。

　おそらく、マイクロトフだけは最初から事情を知っていたに違いない。

「ですから、私は言ったのですよ。よく話し合うことです、と」

　ヴィルヘルムの視線の抗議に、マイクロトフが素知らぬ顔でそう言った。

　それを受け、ヴィルヘルムは今度こそ脱力、自業自得の徒労感にへたり込む。

「あ、ヴィル……きゃっ」

　へたり込むヴィルヘルムを支えようとして、逆に腕を引かれたテレシアがヴィルヘルムの胸の中に飛び込み、そのまま地べたに二人で座り込む。

　たくましい腕に抱きしめられ、テレシアは目を白黒させながら、

「うー、また汗臭い。……ヴィルヘルムって、いつもこの匂においがする」

「お前は花みたいに甘い匂いがする。式典のときも思ったけどな」

「それは、あなたの花女ですもの」

　可か憐れんに微笑ほほえみ、テレシアはヴィルヘルムの腕の中に深く身を沈めた。

　このまま、ずっと彼女を抱きしめているのも一興だが──、

「あー、互いを愛めでるのもよいのだが、忘れておらぬか、アストレア」

「え、あ、わ、はい！　なんでしょう、陛下！」

　公衆の面前だったことを思い出し、テレシアが飛び跳ねるように立ち上がる。慌てて姿勢を正すテレシアに、ジオニスは微苦笑しながら手を振って、

「余が、そなたを『剣聖』の役割より外すために出した条件よ。覚えておるな？」

「あ、ぅ……」

　国王の確認に、テレシアは痛いところを突かれた顔で呻うめいた。

　先ほどからたびたび見せる彼女の反応に、ヴィルヘルムも重い腰を上げて並び立つ。

「どうした？　どんな無理難題を言われたんだ？」

「えーと、それが、ね……」

「お前に難しいなら俺が代わる。そのぐらい、任せておけ」

「本当に!?　あ、ちょっと待って。でも、一人だと難しくて、二人じゃないと」

　歯切れの悪いテレシアが、「あー」だの「うー」だのと赤い顔で繰り返す。その間、周囲の連中は『剣聖』の見たことのない顔に驚きっ放しだ。

　張り詰めた、剣士としての彼女しか知らなければ仕方のない反応だ。が、この愛らしい姿を人目に晒さらすことに、何となくイラつく気持ちもヴィルヘルムにはあった。

　だから、ヴィルヘルムは口ごもるテレシアの肩を掴つかむと、

「はっきり言え！　なんだ！」

「──っ！　へ、陛下は私がちゃんと、あなたの妻になれば『剣聖』辞めていいって！」

「────」

　真っ赤な顔と涙目で、勢いに負けたテレシアがそう白状した。

　その内容が鼓膜を打ち、脳に流れ込み、理解が及んで──絶句する。

　見ればテレシアが、不安げな瞳ひとみでヴィルヘルムを見つめていた。

「それは、どういう……」

「つまり、陛下はこうお考えなのです。──良き妻であり、子の母となる女性に、望まぬ剣を握らせておくような不実はできない、と」

　しゃあしゃあと、観覧席に控えるマイクロトフが取引きの条件を要約する。

　その内容を精査して、ヴィルヘルムは嘆息した。その吐息にテレシアは首を振り、

「何度か、屋敷で話そうとしたんだけど……切っ掛けがなくて」

「言い合ってたからな。それにしても、まさか……」

　婚姻を条件に、テレシアを軍から除名できるなどと想像もしていなかった。

　なるほど、ルグニカ王族はお人ひと好よしが多いと有名だったが、その認識は甘かった。

「──ふふん、名差配であろう？」

「ええ、そうですね、陛下。ご慧けい眼がんです」

　したり顔の国王と、隣でふてぶてしく頷うなずく宰相補佐を睨にらみ、ヴィルヘルムはすぐ傍そばのテレシアに振り向く。瞳ひとみを潤ませ、彼女は静かにこちらの返答を待っていた。

　断られることを、遠ざけられることを不安がり、瞳が揺れる。──馬鹿馬鹿しい。

「──ヴィルヘルム・アストレア」

「……え？」

「トリアス家はもうないからな。名乗るなら、お前の家名になるだろ？」

　唖あ然ぜんとなるテレシアに、ヴィルヘルムは薄く、本当に霞かすむほど薄く微笑ほほえみかける。

　その微笑と言葉に、テレシアは大きな瞳をさらに見開いて、

「受けて、くれるの……？」

「断られると思ってたことの方が驚く。なんなんだ、お前……」

「だって！　結婚なんていきなりな話すぎるし……！」

「お前以外にいない。早いか遅いかなんて関係ねえよ」

　ぶっきらぼうに言い放つと、その言葉にテレシアは大きく口を開け、次の瞬間、ボロボロと大粒の涙が白い頬ほおを流れ落ちた。

　その反応に息を抜いて、ヴィルヘルムはテレシアを頭ごと胸に抱き入れる。

「私を……あなたの、花嫁にしてくれる？」

「元々、花女だったのが少し変わるだけだ。不安がるなよ、馬鹿」

「そんなの……こじつけもいいところだわ」

　胸に顔を押し付けたまま、テレシアは目も鼻も頬も赤くして、そう笑った。

　その顔を見つめながら、案外、こじつけでもないとヴィルヘルムは考える。

　それこそ、初めて会ったときから彼女には惹ひかれていたのだ。彼女以外の誰かを花嫁に迎えることなど、考えつきもしない。

「……ヴィルヘルム・ヴァン・アストレア」

「なに？」

　腕の中、ヴィルヘルムだけに微笑み、テレシアが続ける。

「名乗るとしたら、ヴィルヘルム・ヴァン・アストレアよ。ヴァンは、『剣聖』の家系で剣の功績を立てた人に贈られるの。……あなたは、私から剣を奪った人、だもの」

　──ヴィルヘルム・ヴァン・アストレア。

　テレシアのその言葉に、ヴィルヘルムは小さく鼻を鳴らして、

「悪くない」

　──お前と同じ家名を名乗るのは。

　そんな一言は付け足さずに、『剣鬼』は『剣聖』でなくなった女を妻として迎え、ただ愛いとおしげに抱きしめて、煌きらめく赤い髪を撫なで続けたのだった。


《了》














『剣けん鬼き恋れん譚たん──婚礼の日』
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　庭園に足を踏み入れた途端、柔らかく温かい風がヴィルヘルムを出迎える。

　風は花の甘い香りと、数枚の花弁を運んで鼻び腔こうを掠かすめ、晴天へ吸い込まれていった。

　庭園は屋敷の主あるじの意向を反映し、今は季節の花々が咲き乱れる花園になっている。大小様々な花が芽吹く花園だが、それぞれの手入れと住み分けは万全、見事なものだ。

　華やかで美しく、芯しんの強い花──それらを見ていると、ふと思うことがある。

　この花園の主であり、今も花園の真ん中で花々を愛めでる彼女の在り方は、まさにここで咲き誇るどんな花よりも『花』らしいのではないのかと。

「──テレシア」

　そんな内心での感傷に区切りをつけ、ヴィルヘルムは花園の背中に声をかけた。

　その呼びかけに、風になびく赤毛を押さえながら女が振り向く。彼女の青い瞳ひとみにヴィルヘルムが映り込み、花々の存在を忘れさせるほど可か憐れんな微笑が口元を飾った。

「──ヴィルヘルム」

　名を呼ばれ、微笑に見み惚とれていたヴィルヘルムは我に返る。そして、瞬間の忘我を誤ご魔ま化かすように手を上げ、微笑ほほえむ彼女に「ああ」とぶっきらぼうに応じた。

「……今、戻ったぞ」

「はい、おかえりなさい」

　無愛想なヴィルヘルムの挨あい拶さつに、しかし女──テレシアは愛いとおしげに目を細めた。そのやり取りだけで、ヴィルヘルムの胸は温かな感情に満たされる。

　できればこのまま、その温ぬくもりに延々と浸ひたっていたいものだが──、

「それで、話はちゃんとわかってもらえたの？」

　だが、そんな儚はかない願いは、微笑んだままのテレシアの言葉に打ち切られた。

「────」

「ヴィルヘルム？」

　問いかけに頬ほおを硬くするヴィルヘルム、その変化をテレシアは見逃さない。重ねて名前を呼んでくる声には、拭ぬぐい去れない不信感。いつしか微笑みも消えている。

　その眼まな差ざしに、まるで刃物を突き付けられた気分でヴィルヘルムは嘆息する。

「……無駄かもしれないが、最初に言っておく」

「……無駄かもしれないけど、最初に聞いておきましょう」

「怒るな」

「……それは、内容次第じゃない？」

　張った予防線が無効化され、一瞬だけ二人の間に沈黙が落ちる。しかし、結論を先延ばしにするのは性しように合わない。ヴィルヘルムは覚悟を決め、口を開いた。

「どうにか、上を話し合いの場に引っ張り出して直訴した。今回の件は横暴だってな」

「うん、そうよね。不当不当。それで？」

「その結果、巡察の行程が倍に延ばされた。悪い」

「なんでそういうことになったの!?」

　あんぐりと口を開け、詰め寄るテレシアがヴィルヘルムの胸倉を掴つかんで振り回す。その細腕にされるがままになりながら、ヴィルヘルムはバツの悪い顔で、

「だから怒るなって最初に言ったってのに……」

「怒りもするに決まってるじゃない！　だって！　だって……」

　そこで言葉に詰まり、テレシアはヴィルヘルムの胸を突き飛ばした。そして後ろに下がったヴィルヘルムを見つめ、青い瞳ひとみを涙で潤ませながら叫ぶ。




「──三日後は、私とヴィルヘルムの結婚式の日なんだから!!」




　テレシアの高い声に、花園を見下ろしていた鳥たちが一斉に羽ばたいていく。

　その無数の鳥の羽音の下、見つめ合う二人の男女──それは波乱の末に結ばれ、今も新しい波乱の真まっ只ただ中なかにいる、『剣聖』と『剣鬼』の夫婦であった。





　　　　　２






　──長く、長く続いた戦争があった。歴史はそれを、『亜あ人じん戦争』と記録する。

　親竜王国ルグニカで、九年に亘わたり続いた内戦、それは『剣聖』として剣を振るった一人の少女によって終結へと導かれた。

　王国はその功績に報い、彼女を英雄として祭り上げようとしたが、それに待ったをかけたのが、『剣鬼』と呼ばれた一人の青年、その執念と剣力であった。

　何はともあれ紆余曲折を経へて、『剣聖』は一人の女となり、『剣鬼』であった青年に娶めとられて幸せになる。そして、人々はそれを祝福しましたとさ──。

　──と、それで片付くほど世の中は平へい坦たんにはできていないのである。

　かたや内戦の英雄、『剣聖』の家系に生まれ、王国に剣を捧ささげた当代『剣聖』。

　かたや内戦中の脱走兵、戦中に没した家の出で、終戦式典を台無しにした『剣鬼』。

　一度は叙じよ勲くんした騎士の名誉を捨てたヴィルヘルムの立場は厳しく、二人の婚姻には様々な問題が障害となって立ち塞ふさがっていた。

　だが、それらの障害も、二人は互いの絆きずなと周囲の協力でどうにか乗り越えてきた。

　そして、二人にとってはついに迎える婚姻の日──名実共に、ヴィルヘルムとテレシアの二人が夫婦となり、それを国中に祝福されるときを目前としたのである。




「なのに！　肝心の新郎様が婚儀に欠席になりそうなんですけど!!」

　花園での怒りを引きずったまま、顔を赤くしたテレシアが屋敷の絨じゆう毯たんで地団太を踏む。その様子を横目に、ヴィルヘルムはどうしたものかと吐息した。

「あ！　あー！　今、すっごく面倒臭そうにため息ついた！　二人の問題なんだから、ちゃんとヴィルヘルムも考えて！　これって大変なことなのよ!?」

「ため息一つで鬼の首でも取ったみたいに……それに、面倒だなんて思ってない。ただ、声がでかいなと思っただけだ」

「それが！　真剣に取り合ってくれてない証拠なの！　もう、信じられない！」

　何を言っても藪やぶ蛇へびだと、ヴィルヘルムもお手上げだ。今のテレシアは見た目が可か憐れんな爆弾であり、どこを突いても大爆発は免れそうにない。

「せっかく、ヴィルヘルムも騎士に戻れて、うるさい人たちも納得させられたのに。なんで急に結婚式直前にツェルゲフ隊に命令が下されるの？　他にももっと、今回みたいな仕事を任せられる人たちが大勢いるはずじゃない！」

　ひとしきり火を噴いたあとで、テレシアがようやく当初の問題に立ち返ってきた。

　これでやっと本題に戻れると、ヴィルヘルムは腕を組んで、

「説明したろ。今、城で自由に動かせる隊は多くない。戦災復興の名目で、王国軍は国中に派遣されてるからな。王都に残った顔ぶれで、今回の目的に適かないそうなのは俺たちぐらい……それでお鉢が回ってきたんだ」

「そんなの、聞こえのいい建前に決まってるわ！　どうせ、誰かが嫌がらせに手を回したに決まってる。……っていうか、お父様に決まってるわ！」

「それは穿うがちすぎ……とも言えねえのか」

「ほら！　ヴィルヘルムだってそう思ってるんじゃない！」

　手を打って、テレシアが怒り心頭といった顔で頬ほおを膨らませる。

　テレシアの父親──ベルトール・アストレアは、現アストレア家の当主であり、ヴィルヘルムにとっては義父の間柄になる人物だ。テレシアとの結婚に当たり、当然、彼女の両親に挨あい拶さつに伺ったわけだが、そのときの圧迫面接は忘れ難い。

　圧倒的な量と勢いの質問攻めと、ヴィルヘルムの本性を見極めて難癖をつけようとする厳しい追及──ベルトールは悪人ではないが、テレシアへの過保護が極まっていた。

　今回の件が、二人の婚姻を邪魔しようとするベルトールの画策──そう聞かされれば、それを丸っと信じてしまいそうになるぐらいには。

「その場合、代々『剣聖』を排出してきたアストレア家の威光を使って、王国軍の上層部を強引に動かしたってことになるけどな……」

　そうまでして娘の結婚を潰つぶしたいものなのか、そう首をひねりたくもなる。

　しかし、そんなヴィルヘルムの考えに、テレシアが長い睫まつ毛げをそっと伏せて、

「テムズ兄様とカルラン兄様、それに弟のカジレス……内戦で、私の兄弟はみんな亡くなったの。それでお父様は、最後に残った私を心配してくれてるんだわ」

「────」

「でも、それで娘の幸せを邪魔するのは筋違い！　断固、戦わなきゃ！」

「で、断固戦った結果が巡察予定の倍増だぞ。相手が悪いな」

「わ、私のことは戦って奪ったくせに、お父様相手には腰が引けるっていうの？」

　奪った、と自分の発言に顔を赤くしながら、テレシアはまるで挑発するようにヴィルヘルムを睨ねめつける。その視線に『剣鬼』は眉み間けんに皺しわを刻んだ。

「お前を奪うのに本気になるのと、親父おやじさんを黙らせるのとは話が違うぞ。親父さんを斬きり伏せればケリがつくってんなら話は簡単だが……」

「お父様、剣は人並み……よりも下手なぐらいかな、私の見立てだと。叔父様……お父様の弟が私の前の『剣聖』で、お父様は剣の道を諦あきらめるのも早くて……」

「となると、剣で負かしても認められやしないだろうよ。それに──」

　そこで言葉を切り、今回、謀ぼう略りやくを巡らせたと思おぼしきベルトールの真意を想像する。

　戦中に家を失い、身勝手に軍を抜け、一度は騎士の位も捨てた身だ。ヴィルヘルムだって、自分がアストレア家に諸もろ手てを挙げて歓迎されるなどと期待していない。

　実際、婚姻の挨拶の場でも、ヴィルヘルムの印象は最悪、許可も形式的なものだ。察するにベルトールは、娘の相手にヴィルヘルムが相応ふさわしいか試している。

　婚儀の直前に休みを消され、それを直訴すれば拘束時間は倍増、これは許し難い。

「──が、決闘を申し込まれた以上、受けないわけにはいかないからな」

「決闘って？」

「これが親父おやじさんの差し金だってんなら、決闘を申し込まれたも同然だ。剣けん戟げきじゃないのに不満はあるが、戦い方はそれぞれだからな。仕方ない」

　さしずめ、競うのは剣の腕ではなく、テレシアへの想おもいの深さというわけだ。

　本気でテレシアを奪う気があるのなら、このぐらい撥はねのけろと言いたいのだろう。

　──その証明がこの程度の試練でいいなら、むしろ望むところだ。

「剣神から奪ったんだ。父親から奪うぐらい、とっくに覚悟してる」

「ぁ、う……ええ、っと……」

　正面から見つめて言われて、テレシアは先ほどまでの怒りを忘れた顔で、ただ喜き悦えつまじりの羞しゆう恥ちに頬ほおを赤らめた。

　それから彼女は恥ずかしげに目を伏せ、しばし口ごもってから、

「……三日後、ちゃんとあなたの花嫁にしてくれるって信じていい？」

「お前の方こそ、俺の心配より自分の心の準備をしておけ。言っとくが、俺以外にその無防備な赤い顔を見せるなよ」

「無防備？」

　自覚がないのか、きょとんとした様子でテレシアは首を傾かしげる。

「────」

　その様子に愛いとおしさが込み上げて、ヴィルヘルムは顔をしかめた。そして、その感情を誤ご魔ま化かすように、少女の額を乱暴に押した。

「ひゃんっ」

　三日後に『剣鬼』の花嫁になる『剣聖』が、可愛かわいい悲鳴を上げてのけ反った。
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　──ツェルゲフ隊は、『亜あ人じん戦争』の最中に勇壮無比の活躍をしたことで知られる、『猛犬』ボルドー・ツェルゲフの率いた王国軍の遊撃部隊だ。

　猛将として数々の戦場を駆け抜けたボルドーは、ヴィルヘルムにとっても付き合いの長い上官であり、恩人の一人でもある。決して、口に出したことはないが。

　そんなツェルゲフ隊を含む王国軍だが、このほど内戦終結の流れを受け、軍全体に大規模な再編制が実施された。ツェルゲフ隊も例外ではなく、結果、いくつもの武勲を立てた部隊長のボルドーは出世し、軍の大本営に席を持つ将官へと昇進した。

　そのため、ツェルゲフ隊の部隊長は空席となり、役職は隊内の序列に従って再編が行われたのだが──、

「──何がどう間違えば、俺が隊長なんて話になるんだ」

　王都ルグニカの中心、ルグニカ王城城門前広場──そこに整列した、百人を超す隊士を前に、ヴィルヘルムは難しい顔で呟つぶやいた。

『序列の結果だ。仕方ないよ』

「その序列がおかしいだろ。なんで、ずっと隊を抜けてた俺が隊長なんて立場に任命されてるんだ。役職なしの平からやり直させなきゃ示しがつかないだろうが」

『式典に我が物顔で乗り込んで、『剣聖』を無理やり奥さんにする男が、示し？』

「うるせえ。文字なのにうるせえ」

　舌打ちするヴィルヘルムにそう言った──否いな、筆談でそう伝えたのは、これまた似合わない副隊長職に与あずかった戦友、グリム・ファウゼンであった。

　ヴィルヘルムとは内戦初期からの付き合いであり、声を失った今でも、何となくで意思疎通が可能な間柄だけに、隊長と副隊長のやり取りに問題ないのが腹立たしい。

　居心地の悪い立場のヴィルヘルム、それを彼が楽しんでいるのも腹立たしかった。

「ま、グリム副隊長の言葉も真理、真理。少なくとも、ここにいる連中は誰もあなたが隊長に不適格なんて思っちゃいません。腕っ節も、式典に乗り込むクソ度胸も」

「ぶった斬ぎるぞ、コンウッド」

「おお、怖い怖い」

　などと笑ったのは、ツェルゲフ隊の古参兵であるコンウッド・メラハウだ。

　特別、戦闘に秀でた才はないが、その立ち回りにはヴィルヘルムも一目置いている。戦場においても日常においても、目め端はしの利く人間は重宝するものだ。

　彼を始めとして、ツェルゲフ隊には二年前、あるいはもっと以前からヴィルヘルムを知っているものたちが多い。新隊長といっても、これだけ顔見知り揃ぞろいでは威厳もへったくれもなかった。一番未熟だった頃を知る面子メンツと思えば、なおさらだ。

「知った顔ばっかで、横にいるのも見知った面……新鮮味もクソもないな」

　彼らのような古参の隊士に、副隊長のグリムと新隊長のヴィルヘルム──それが新生したツェルゲフ隊だ。要のボルドーはいないが、隊の名前は変わらない。

『そうすれば、かつて一緒に戦った戦友の名前も消えない。そうだろ？』

「死んだってのにこき使われるのか。ピボットのため息が聞こえてくるな」

　皮肉にグリムが苦笑し、それを横目にヴィルヘルムは居並ぶ隊士の前に立つ。

　これからツェルゲフ隊は王都を離れ、近隣の町村の巡察へ向かう。目的は内戦で悪化した治安の向上、あるいは内戦終結後のごたごたに乗じて悪事を企たくらむ輩やからへの牽けん制せいだ。

　内戦中に比べれば、何のことはない平和な任務──しかし、ツェルゲフ隊の隊士たちの表情は強こわ張ばり、瞳ひとみは本気という名の炎に燃え盛っている。

「巡察が行程表通りに進んでも、ほぼ丸三日……隊長とテレシア様の結婚式の当日でないと戻れない。正直、急に巡察予定が追加されたとき、上がとち狂ったのかと」

「今回の任務、リーファウス街道でどれだけ時間を短縮できるかが鍵かぎになる。全員、『風かぜ除よけの加護』から外れないように重々注意しろ」

「もしも途中で地竜が潰つぶれたら、残念だがそいつは見捨てていけ。足手まといは今回の任務に必要ない。──そいつも、その方が本望だろう」

「ああ、そうだな。オレに何があっても、絶対に助けたりするなよ……！」

　隣り合う隊士と言葉を交わし、それぞれ綿密に打ち合わせまでする心構えだ。その姿勢にヴィルヘルムは眉まゆを顰ひそめる。何な故ぜ、彼らはこんなに本気なのだろうかと。

　結婚式に間に合わせなければならないのは事実だが、それはあくまでヴィルヘルムの個人的な事情に過ぎない。究極的には彼らには関係ないはずだが──、

「──それだけ、今回のことは皆が気にしているということだ」

　と、考え込むヴィルヘルムの耳に、聞き慣れただみ声が飛び込んできた。その声に振り返ると、王城の方から厳いかつい顔の巨きよ躯くがこちらへ歩み寄ってくる。

　青い髪を刈り込んだ筋骨隆々の大男──ボルドー・ツェルゲフだ。

「お前はいい加減、周りを見ることを覚えろ。これからは部隊長であり、夫にもなるんだ。自分のことだけ考えていればいいなんて立場ではなくなるんだからな」

　笑い、不ぶ躾しつけに切り出してくるボルドーに、ヴィルヘルムは大仰に肩をすくめる。

「急に出てきたと思えばなんだよ。忙しいって話じゃなかったか？」

「がははは。無論、忙しいぞ。だが、新生したツェルゲフ隊の初仕事だ。前任の隊長として、見送りぐらいしなければ不義理というものだろう」

　剛ごう毅きそのものの声で笑い、ボルドーはヴィルヘルムの肩を殴るように叩たたく。その衝撃によろめく『剣鬼』に、「それにな」と巨躯は声を潜めた。

「今回の件、横暴に思っているのは隊士だけでなく、私も同意見だ。『剣聖』と『剣鬼』の婚儀、その日取りを上が把握していないはずがない。キナ臭いぞ、気を付けろ」

「相変わらず、お前にそういう忠告されるのは慣れないな」

「立場が立場だ。私も頭を使うようにもなる。……それに、お前が先日推薦した口の上う手まい男が意外と使えてな。無理を言って監獄塔から出して正解だったぞ」

「ああ、オルフェか。性た質ちの悪い結婚詐欺師だが、まぁ、うまく使ってくれ」

　ボルドーが話題にしたのは、以前、ヴィルヘルムが監獄塔で知り合った詐欺師であり、テレシア関連の問題解決に助言してくれた協力者でもあった男だ。

　恩赦に口添えする約束だったこともあり、使える男だとボルドーに報告しておいたのだが、案外、本気で役立っているらしい。

「ああした目め端はしの利くものがいると助かる。いずれは奴やつのような仕事をする集団を組織してもいいかもしれん。その場合、名前は奴にちなんで『六枚舌』だな」

「で、その舌の数が自慢の男に探らせて何かわかったのか？」

「詳細はわかっていない。が、今回のことはお前たちの婚姻をよく思っていない何者かの妨害だろう。心当たりはあるか？」

「……頭が痛くなるぐらいにな」

　それが花嫁の父親だ、とはさすがにヴィルヘルムも言えなかったが、疑惑はほとんど確信まで深まったと思ってよさそうな状況だ。

　その返答に眉まゆを寄せるボルドーに、ヴィルヘルムは「気にするな」と首を振る。

「売られたケンカだ。勝つ覚悟も決めてる。心配いらねえよ」

「勝ち負けの問題なのか？　よくわからんが、よくわかった」

　細かいことに拘こだわらない決断力はボルドーの武器で魅力だ。実際、彼はすぐに「励めよ」とヴィルヘルムとの会話を切り上げ、隊士たちに檄げきを飛ばしにいく。

『隊長らしいね』

「元隊長だが、同感だ。……やれやれ、ボルドーの気が済んだら出発するぞ」

　含み笑いしたグリムの筆紙を押しのけ、ヴィルヘルムは城門を振り仰ぐ。

　隊の総勢は百人を超し、それを乗せる竜車も二十台近くになる。門前にずらりと並んで居座られては、城の衛え士じたちも落ち着くまい。ボルドーの檄が終わり次第、早々に出発しよう。──と、ヴィルヘルムがそんな風に思ったときだ。

「──ヴィルヘルム！」

　城門の向こうから名を呼ばれ、ヴィルヘルムが目を見張る。見れば、小走りに息を弾ませて、一人の女が坂下からこちらへ姿を見せるところだった。

「テレシア？　なんで城に」

「よかった！　まだ出発してなくて助かっちゃった」

　驚くヴィルヘルムを余よ所そに、テレシアは城門の衛士に会釈して広場に入ってくる。すんなりと、王城警備の要である城門が突破された瞬間だ。

「……そりゃ顔は割れてるだろうが、退役した女に門番がそれでいいのかよ」

「門兵さんとはすっかり顔かお馴な染じみですもの。むしろ、ヴィルヘルムより私の方が彼らと付き合いが多いぐらいじゃないかしら、なんてね」

　そう言って、目の前でウィンクするテレシアをヴィルヘルムは怪け訝げんな目で見る。

　一応、屋敷を出る前に別れは済ませてある。三日後の婚儀までに必ず帰ることを誓い、未練が残らないように手早く切り上げた。なのに、これでは台無しだ。

　別れに時間をかければかけるほど離れ難くなる。そのあたり、この女には想おもわれている自覚が足りていないのかもしれない。

「こーら、ヴィルヘルム。また眉み間けんに皺しわなんて寄せて。それやめてってば」

「……これはお前のせいだ」

「なんで私のせい？　すっごい心外なんですけど。ととと、そんなことより……」

　眉間に皺を寄せたヴィルヘルムに、テレシアは後ろ手に隠していた何かを差し出す。受け取ったそれは、明るい黄色の包みに包くるまれた箱で──、

「これは？」

「遠出するあなたのために作ったの。あ、あい、あいさ、愛妻弁当っていうじゃない？」

「照れて詰まるぐらいなら言おうとするな」

　途中から顔を真っ赤にしたテレシアに言って、ヴィルヘルムは包みの重さを確かめる。急ごしらえとは思えない重量感に、悪くないなと内心、嬉うれしく思う。

　包みの中身はもちろん、これを作って持ってきてくれた心遣いが喜ばしい。

「それで、その、何か言うこととかありませんこと？」

「言うこと？」

「だーかーら、ほら、わざわざ作ってきてあげたじゃない？　気の利いたお礼とか」

「気の利いた礼か。──お前だと思って、よく噛かんで食べる」

「えええ、複雑……！」

　少し考えた結果だったが、テレシアの反応を見るに失敗だったらしい。

　ともあれ、嬉うれしい気持ちは事実だ。それは彼女にも伝わったようで、テレシアは不器用なヴィルヘルムの返事に微苦笑した。

「ま、あんまり期待してなかったからいいけど。別にいいんですけど。私は純粋に、お弁当だけ受け取ってもらえればそれで」

「そうか。で、なんでまた急に愛妻弁当なんて持たせる気になったんだ？」

「さらっと愛妻って言ったさらっと愛妻って言ったさらっと言った……！」

　表情だけでなく、顔色もちょくちょく変わる娘だ。赤くなったり青くなったり白くなったり忙しいテレシアは、そこで「おほん」と咳せき払ばらいする。

「ほら、軍の食事って味気ないことが多いでしょ？　ツェルゲフ隊は男所帯だし、どうせ移動中の食事も適当になるって思ったから、せめてもの抵抗です」

「飯当番ならグリムがいる。それに、料理ぐらい俺だってできるぞ」

「グリムくんだけに百人分の負担なんてかけられないでしょ。それと、ヴィルヘルムの芯しんまで焦こがした肉とか、茹ゆでただけの野菜を料理なんて認めません」

「む……」

「とにかく、何かしてあげたかったの。あなたが結婚式に間に合うように、少しでも元気でいてくれるように、できることなら何でも……それだけ！　でした」

　思いやりの空回りを自覚して、テレシアは途中から視線を逸そらしていた。だから彼女は、直後のヴィルヘルムの瞳ひとみの変化を見逃してしまう。

「────」

　一瞬、彼女のいじましさに我を忘れて抱きしめようとするのを懸命に堪こらえた。

　危うかった。場所が場所、立場が立場だ。示しがつかないどころの話ではない。以前は気にも留とめなかったしがらみが、今はヴィルヘルムの衝動的な行いを咎とがめる。

　それに助けられたとも、邪魔されたともいえる複雑な気分ではあるが。

「やっぱり、偉くなるなんて碌ろくなことじゃないな……」

「そう？　私はヴィルヘルムが色んな人に認められてるの、嬉しいけど」

「お前、わざとやってるんじゃないか？」

「──？」

　きょとん、と無自覚に可か憐れんなテレシアに、ヴィルヘルムは肩を落とした。それから、ふと『剣鬼』は周囲が自分たちに向ける視線に遅すぎる気付きを得る。

　すでにボルドーの檄げきは終わり、隊士は揃そろって二人のやり取りを野や次じ馬うましていた。その『剣鬼』と『剣聖』の微笑ほほえましいやり取りを、実に愉たのしげに。

「……なんだよ、お前ら」

「いえいえ。ただ、名残惜しいとは思いますが、そろそろ出発の号令のお時間かなと。奥方との甘いひと時は、任務を終えて、婚礼のあとで。独り身の隊士には応こたえます」

「奥方なんて、やだ……まだ気が早いわ……っ」

　コンウッドの軽口で、隊内にドッと笑いが広がる。笑い者にされ、ヴィルヘルムは不満げに舌打ちしたが、赤らんだ頬ほおに手を当てたテレシアは満更でもない。

　ただ、それからテレシアは小さく吐息すると、ツェルゲフ隊の前に進み出た。

「えっと、出発前にお時間取らせてごめんなさい。それに、こんな風に皆さんを見送る日がくるなんて思わなくて、いいのかなって。それもなんだか、ごめんなさい」

「────」

　照れと罪悪感、それが混ざり合ったテレシアの笑みに隊士たちが黙り込む。

　ほんの三ヶ月前まで、テレシアとツェルゲフ隊は内戦を共に戦う戦友だった。軍の遠征には彼女も同行し、最前線で誰よりも果敢に剣を振るう『剣聖』だったのだ。

　そのテレシアが王都に残り、ツェルゲフ隊は巡察のために遠征する。それは内戦中にはありえなかった光景であり、テレシアは抜け駆けでもした気分なのかもしれない。

　だが──、

「ひゃんっ」

「謝る必要なんかあるか、馬鹿。これが当然のことに決まってるだろ」

　テレシアの頭を後ろから叩たたいて、ヴィルヘルムは彼女よりも前に出た。頭をさするテレシアの抗議、それが飛び出す前に『剣鬼』は強く踵かかとを鳴らす。

　それに合わせ、ツェルゲフ隊の隊士も踵を鳴らし、整然と姿勢を正した。

「──わ」

「戦うのも守るのも、騎士の務めだ。言ったはずだぞ、テレシア。お前は俺や、こいつらの後ろで花でもいじって遊んでいろ。それが民間人の務めだ」

「専業主婦、の方がしっくりきませんか、隊長」

『言えてる』

　再び茶々を入れるコンウッドとグリムに、隊はドッと笑いに沸いた。

　ヴィルヘルムも苦々しく笑い、テレシアは大きな瞳ひとみを丸くしている。

「────」

　その青い瞳に一瞬だけ、危うげなほど涙が溜たまる。が、テレシアはそれを慌てて袖そでで拭ふくと、花の咲くような笑顔を作った。

『剣鬼』ヴィルヘルムも、歴戦の勇士たちも揃って見み惚とれる、可か憐れんな笑顔だ。

　そしてその笑顔のまま、テレシアは大きく頭を下げて、

「ありがとう。──皆さん、うちのヴィルヘルムをよろしくお願いします！」

　と、そう結んで、出発前の最後の言葉としたのである。
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「がははは！　うちのヴィルヘルム、はよかったな、テレシア嬢。最高の見送りの言葉だった。あいつにもついに首輪が付けられると思うと感慨深い」

「首輪なんてとんでもない。それに、簡単に縛ったり繋つないだりできるような人じゃありませんから。ぎゅっと捕まえられてるのだって、私の方じゃないかなって」

「自覚がないのも罪なことだ。そうでもなければ『剣鬼』の細君は務まらんか」

　ツェルゲフ隊の出発を見送り、広場に残ったテレシアとボルドーがそんな会話を交わす。

　この二人の関係も、やはり内戦を共に潜くぐり抜けた戦友といえる。出世で前線を退いたボルドーと、退役したテレシア。──立場にも、通じる点が多い。

「ボルドー様も、ヴィルヘルムたちを見送るのは寂しかったりしますか？」

「寂しい、とは可愛かわいい表現だ。歯は痒がゆくはあるぞ。……いや、気軽に奴やつらと駆け回れる立場でなくなったことは、やはり寂せき寥りよう感かんが強いのかもしれんな」

　斧ふ槍そうを持たない両手を見下ろして、ボルドーは声の調子をわずかに落とした。が、彼はすぐにその両手を握りしめる。

「だが、戦場が変わろうと私は私だ。背負うものもある。私が上にいくことを期待したものもいた。想おもい、願われることは幸いだ。テレシア嬢がヴィルヘルムに望むように」

「それは……はい、私もそう思います」

　戦友の言葉に首肯して、テレシアはヴィルヘルムたちの消えた方角へ目を向ける。その横顔に、太い腕を組むボルドーが「時に」と切り出した。

「その新しい戦場で、テレシア嬢に頼まれていた件……今回の、ツェルゲフ隊への横紙破りをした相手のことだが」

「──無理を言ってごめんなさい。今、他に頼れる人が思い当たらなくて」

「構わん。戦友と戦友の婚儀だ。私にとっても他ひ人と事ごとではないからな。……ただ、これを伝えていいものかは躊躇ためらいがある」

　己の短髪を掻かき毟むしり、ボルドーは何やら苦い顔だ。その表情にテレシアは目を細め、彼の口ごもる理由に嫌な予感を隠し切れない。

「大丈夫、です。大丈夫ですから、言ってください。はっきりと」

「はっきりと、いいのか？」

「はっきりと、お願いします」

「……今回の横紙破りは、アストレア家。つまり、あなたのお父上の指図らしい」

　苦しげなボルドーの発言に、テレシアは目をつむった。

　直後、発生した膨大な剣気の奔流に、城門警備に配置されていた衛え士じたちが一斉に総毛立つ。その圧迫感、歴戦の兵であるボルドーさえも死を覚悟したほどだ。

　だが、当の剣気の発生源たる『剣聖』は、漏れ出した剣気を大慌てで引っ込めて、

「ご、ごめんなさい！　ついうっかり！　うっかりです！　何でもありません！」

　警戒する衛え士じたちに頭を下げ、テレシアは反省とばかりに自分の額を掌てのひらで叩たたく。ぺち、と可愛かわいい音を立てる『剣聖』、その印象の落差にボルドーは苦笑した。

「ヴィルヘルムもだが……テレシア嬢も、予想していたようだな？」

「ええ、まぁ。信じたくはなかったし、今でも嘘うそであってほしいと思ってますけど」

　予想的中、ひねりもなし。本当に実家の、実の父親に結婚式の邪魔をされたのだと思い知って、テレシアの心中と胸中と脳内は嵐が荒れ狂っていた。

　ともあれ、敵はわかった。ヴィルヘルムが決闘に赴いたなら──、

「私も、決闘してこなきゃ……」

「て、テレシア嬢？　言うまでもないことだが、あなたが剣を持てばヴィルヘルムが悲しむぞ？　無論、私だって悔やむ」

「あ、決闘っていっても話し合いですよ？　言葉の綾あや、気持ちの問題です」

　気持ちを切り替え、拳こぶしを固めるテレシアにボルドーは不承不承納得する。

　今回の調査、テレシアはヴィルヘルムには内密にするようボルドーに頼んできた。おそらく、父親とは自ら決着をつけるつもりなのだろう。

　荒事にはなってくれるな、とボルドーは切に願う。

「もしも立会人が必要なら、私が同行するのも吝やぶさかではないが……」

「大丈夫です。ボルドー様もお忙しいでしょうし、そこまでご迷惑はかけられません。それに、これは私とヴィルヘルムの問題ですから、ちゃんと夫婦……ふっ、ふうふっ！　夫婦で解決します。はい」

　と、真っ赤な顔で意気込まれては引くしかない。

　心配が抜けないボルドーに、テレシアは深々と頭を下げ、颯さつ爽そうと広場を出ていく。

　実の父、ベルトール・アストレアと決着を。──その覚悟が窺うかがえる背中だった。

「それにしても、何事もすんなりといかん二人だぞ、まったく」

　老け込んだ気分でそうこぼし、ボルドーも職務に戻るべく城へと歩き出した。

　三日後の婚儀が無事に執り行われること。それだけを祈りながら──。
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　今回のツェルゲフ隊の巡察は、王都を中心とした街道を巡る形が予定されている。

　王国の五大都市と呼ばれる各都市は、すでに復興と治安回復のために王国軍が派遣されており、この巡察では街道沿いにある小さな町村が主な対象だ。

　本来、この手の任務に王国軍の最精鋭であるツェルゲフ隊が派遣されることは考えにくい。それこそが、今回の任務に何者かの思惑が働いている証拠だった。

『それが、テレシア様のお父上の嫌がらせってのは考えすぎじゃ？』

「お前は本人に会ってないからな。実物に会えば、俺の考えがあながち冗談じゃないってのがわかるはずだ。……過保護の理由はわからなくないがな」

　隣り合った地竜で並走しながら、ヴィルヘルムはグリムの意見に唇を曲げていた。その返答に戦友は苦笑し、さらさらと筆紙に返事を書き込んでいく。

『風かぜ除よけの加護』の働きで、地竜の背には風や揺れの影響がない。それでも、竜上でよく器用に文字が書けるものだと、密ひそかに感心する。

『慣れだよ』

「……何も言ってねえだろ」

　顔色から内心を読み取られて、ヴィルヘルムは不機嫌に顔をしかめた。その反応にグリムは目を細め、その眼まな差ざしにヴィルヘルムは「なんだよ」と突っかかる。

「腑抜けた面しやがって。地竜から落ちても知らねえぞ」

『君の婚儀が三日後、っていうのが感慨深くて。立派になったよね』

　本気で感慨深げなグリムの様子に、ヴィルヘルムは憎まれ口を叩たたく気をなくした。

　グリムとの付き合いは七年──それはヴィルヘルムにとって、王国軍に所属してからの歴史そのものだ。失しつ踪そう中の二年、間が空いていることも含めて。ボルドーやツェルゲフ隊の古参との付き合いもそうだが、ヴィルヘルムにも思うところはある。

「……本音を言えば、お前は出会ってすぐにおっ死ちぬと思ってた」

『だろうね。僕自身、内戦を生き残れるとは思ってなかった。今でも何かの間違いか、一生分の幸運を使い果たしてここにいると思ってるよ』

「一生分の幸運、か」

　幸運だの不運だの、そうした人生を運に左右されるような考えをヴィルヘルムは嫌っていた。戦場──鉄火が鎬しのぎを削り合う場面の生死、それに関しては特に。

　戦場での生死は、その人間がそれまで如い何かに積んだのか、それだけが左右すべきだ。

　剣には剣を、魔には魔を、命には命を、そうでなければならないのだと。

　故に、以前のヴィルヘルムならここでグリムに噛かみついていたはずだ。だが、今は少しだけ考えを改めている。何な故ぜなら、ヴィルヘルムは出会ってしまった。

　──一生分の幸い、それを使い切ったと思うほどの女性と。

『丸くなったね』

「クソ」

　押し黙るヴィルヘルムの眼前に、グリムはそんな一文を差し出した。またも内心を読み当てられて、ヴィルヘルムは乱暴にその筆紙を押しのける。

「────」

　その反応に満足して、グリムが意識を切り替える。彼は鞍くらに付けた短い鉄の棒を引き抜くと、それを己の腿もも──そこに括り付けた鋼板にぶつけ、甲高く鳴らした。

　鋼板は失声したグリムが、周囲に指示を伝達するための指示具だ。その鋼板の音を聞きつけ、二人の後方を走っていたコンウッドが追いつき、横に並ぶ。

「お呼びですか？」

『巡察の行程、改めて確認したい。今回は特に時間が大切だから』

「それは違いありませんなぁ」

　グリムの記述にしたり顔で頷うなずき、コンウッドがヴィルヘルムの方を見やる。その視線をヴィルヘルムは黙殺、『剣鬼』もいい加減、学ぶというものだ。

「テレシア様を一人寂しく、式場へ上げるわけにもいきません。隊士一同、それは肝に銘じています。出発前のお言葉で、ますます発奮しましたとも」

「そういうことはいい。とにかく本題に入れ、本題に。今すぐ」

　ヴィルヘルムが刺とげ々とげしく睨にらむと、コンウッドが懐から地図を取り出して広げる。図面は王都周辺を描いたもので、行路には赤い線が、目的地には印が付けられていた。

「まず、我々はリーファウス街道を通ってフルールへ。そこから西へ進路を取り、ミルグレー、ボノボ、クラムリンを巡って王都へ戻る。強行軍です」

「単純に、距離だけで二日……巡察も含めれば、三日じゃ足りないかもな」

「そうならないよう、道中を全力で飛ばしています。最悪、遅れるものは捨てていって構いません。全員、足手まといになるぐらいなら死ぬ覚悟です」

「こんなことで死ぬなよ……」

　真剣な顔のコンウッドと、出発前の隊士の話し声から冗談が冗談に聞こえない。ともあれ、できる限り時間の短縮に挑んでいるのは事実だ。

「あとは、各町村の巡察を必要最低限で済ませれば間に合うはずですよ」

「それでいいのか？　治安維持目的の巡察だろ？　いったってだけになったんじゃ、任務の意味がないんじゃないのか？」

「問題ありません。そもそも、今回の目的地は揃そろって王都のお膝ひざ下もと……言ってみれば、今の王国で一番治安がマシな町村です。で、そんなところで何か悪さをすれば、王都からすぐに怖い『剣鬼』が飛んでくるぞと、それだけ知らしめられればいい」

『僕たちが姿を見せることの意味がある。そういうことだよ』

　説明の最後を引き取り、グリムは心配いらないと頷いた。

　なんだか任務の拡大解釈な気がするが、かといって形式通りに進めれば確実に時間は足りなくなる。時間と任務を天てん秤びんにかけて、妥協した結果がそれなのだ。

「これも俺が丸くなった……いや、小こ賢ざかしくなっただけじゃないのか？」

『これもテレシア様のためだよ』

「そう言えば俺が納得すると思ってんじゃねえだろうな……」

　とは言うものの、それを理由にされれば道理が引っ込むのも事実であった。

「この速度と、巡察を最短で引き上げれば二日半で王都に戻れる。半日あれば、結婚式の予行演習する時間だって残る。万々歳ってな話ですよ」

「そう、だといいんだがな……」

　不安を解消するためか、コンウッドは殊こと更さら明るく言い切った。が、それに対するヴィルヘルムは歯切れが悪い。内心、謎なぞの不安と懸念が消えずにわだかまっている。

　隊士たちが一丸となり、ヴィルヘルムを婚儀に間に合わせようとしてくれるのはありがたいが、ベルトールの企たくらみだ。──この程度で、退けられるものだろうか。

『君らしくない態度だね。さすがに不安なのかな？』

「剣の届かない相手との戦いだと、俺はただの棒振りだからな」

『わかった。そんなに不安なら安心してほしい。最初の目的地、フルールはほとんど通り過ぎるだけで済むはずだよ』

　顔を曇くもらせるヴィルヘルムに、グリムはそう書いた筆紙を突き付ける。その内容に目を通して、ヴィルヘルムは目を丸くした。

「──？　何か当てでもあるのか？」

『フルールは僕の生まれ故郷なんだ。住民にもそれなりに顔が利く。今回の巡察も、手短に済むように話をつけるよ』

「へえ、知らなかったな。こんな近くに故郷があったのか」

　思わぬ申し出に眉まゆを上げると、グリムは複雑そうに微苦笑する。

　その表情にはヴィルヘルムも覚えがある。それは親不孝をした人間特有の顔つきだ。兄弟ゲンカの果てに実家を飛び出した挙句、謝る機会を逸した自分と同じ顔だ。

「人に歴史あり、と申しますからなぁ。我々も他ひ人と事ごとじゃありませんよ」

「親不孝者揃ぞろいの集団か。王国軍の最精鋭が聞いて呆あきれるな」

　コンウッドの軽口に乗じて、ヴィルヘルムも彼らの気遣いに寄りかかる。少しだけ気分が楽になった。いい仲間に恵まれている。──口には出さないが。

『ありがとう。とにかく、フルールのことは任せてくれ』

　力強くグリムが請け負ったところで、街道の向こうにうっすらと建物が見えてきた。

　話題に上がった宿場町、フルールのお出ましだ。巡察の第一関門、それをグリムの話術でどれだけ早く切り抜けられるか──、

「──あ？」

　そう考えたところで、ヴィルヘルムは見えてくる町の様子に驚きの声を漏らした。そしてそれは、ツェルゲフ隊の全員が同じ反応だ。

　何な故ぜなら、フルールの入口には『歓迎！　町が生んだ英雄の凱がい旋せん！』と垂れ幕が下がっており、住民総出でツェルゲフ隊の到着を歓迎していたのだ。

　聞こえてくる大歓声、それは一度は故郷を捨てた少年が、王国軍で責任ある立場を勝ち取ったことを知り、故郷一同が大喜びで祝している光景だった。

　その帰還した放ほう蕩とう息子がどこの誰なのか、もはや論じるまでもない。

「……おい、本当に手短に済むように説得できるのか？」

　揃って、隊士全員がグリムを見る。その隊の意思を代表して、ヴィルヘルムは大量の脂汗を掻かいているグリムにそう問いかけた。

　その問いに、グリムは震える手で筆紙にペンを走らせ、

『どりょくはする』

　と、ガタガタの文字で、さっきの力強い断言と対極の返事をしたのだった。
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「まったく！　あの宿屋のドラ息子がこんなに立派になって帰ってくるとはなぁ！」

『お久しぶりです。すみません。積もる話があるのは山々なんですが……』

「グリムはすごいよ！　僕は結局、すぐに軍を抜けて故郷に帰ってしまったのに……」

『戦場は恐ろしいところだから、無理もないよ』

「グリムや。実は、お前にいい縁談があるんだけど、ちょっと相手と話してかないかい」

『ごめんなさい！　僕、お付き合いしている女性が……』




　と、そんなやり取りを経へて、ツェルゲフ隊は何とかフルールの村を出発する。

　巡察の行程表では、フルールのために割かれる予定時間は二時間とされていた。

　その二時間を、ツェルゲフ隊はフルール出身のグリムの力を借りることで、見事に五時間超過し、最終的に七時間の時間を使って出発することに成功した。

「もう二度と、お前の言葉は当てにしないからな！」

　集団の先頭で地竜を急がせながら、ヴィルヘルムは荒々しくそう言い放った。その『剣鬼』の怒りに触れて、さすがのグリムも頭が上がらない。

　堂々と大おお見み得えを切った挙句、結果が惨敗では凹へこんで当然だ。むしろ、この件についてはしっかりと反省してもらわなければ話にならない。

「隊長、そう怒らずに。家出息子が立派になって帰ってきたとなれば、親兄弟が大はしゃぎするのも仕方ないってもんで……」

「親兄弟だけならまだしも、親類縁者に恩師と幼おさな馴な染じみも勢せい揃ぞろいだぞ！　別の町に越したはずの遠縁まで集まって……何のお祭り騒ぎだ！」

　都合七時間にも及んだ盛大な祭りを振り返り、ヴィルヘルムは怒声を張り上げる。

　実際、立身したグリムへの故郷の人々の喜びようは尋常ではなかった。特に彼の近親者の中には、戻った彼を見た途端に泣き崩れるものもいたほどだ。

『親は僕のこと、死んだと思ってたらしいからね』

「出会った頃のお前の体たらくで、何年も音信不通ならそう思われるだろうな」

　当時のグリムが長生きできるわけがない、というのは全員一致の意見のはずだ。数々の偶然が重なって、グリムはここでこうして隣を走っている。

　それが彼流の言い方ならば、幸運の賜たま物ものというやつなのかもしれないが。

「時間はなかなか致命的に奪われましたが、副隊長のご家族が喜んだのは事実。巡察も、軍の存在感を示すという意味ではこれ以上ないほどの成功でしょう」

『今回のことは』

「──いや、いい。コンウッドの言う通りだ。ひとまず、任務は果たしてる」

　謝罪を重ねようとしたグリムを遮さえぎり、ヴィルヘルムはコンウッドの姿勢に同調する。

　古参隊士の意見は、同じ親不孝者として身につまされるものがあった。

　他の隊士たちはともかく、少なくともヴィルヘルムには連絡を取れる家族はもういない。内戦の戦火の影響で、家族や故郷は全すべて失われてしまった。

　家を飛び出したことも、音信不通であったことも、グリムと全く同じ境遇だ。違う部分があるとすれば、ヴィルヘルムはもう二度と家族に謝れないこと。

　そういう意味では、グリムが家族や親類と再会できたことは喜ぶべきことだった。

「ここから挽ばん回かいすればいい。お前は今日の反省に、今後は定期的に手紙でも送れ」

「────」

「それにどうせ、次にキャロルを連れて戻るときはもっと騒がしい目に遭うだろ？」

　失態を水に流す代わりに、ヴィルヘルムはグリムの恋人の名前を出した。

　グリムが軍で役職を得たことにあれだけ感涙した家族だ。その彼が、貴族の娘を妻に娶めとると知れば、いったいどれだけ驚くか想像もできない。

『余計なお世話だよ』

　と、それまで失態に沈んだ顔でいたグリムが、ようやく笑みを取り戻した。

　その返事に一同は気を取り直し、改めて街道に臨む。──現状、縮められるはずだった行程を大幅に超過しているが、まだ挽回は利く範はん疇ちゆうにあるはずだ。

「幸い、隊の中にこの先立ち寄る町や村の出身者はいませんでした」

「そうか、それは朗報だ。また親類縁者を集められちゃたまらないからな」

『その確認は当てつけがましくない？』

「フルールのことを繰り返したくないだけだ。被害妄想だろ」

　釈然としない風なグリムはさて置き、ツェルゲフ隊はリーファウス街道をひた走る。

　そして、次なる目的地であるミルグレーに無事到着。

　ここではフルールのようなお祭り騒ぎに巻き込まれることもなく、巡察を短時間で終えると、引き止められることなく出発することができた。

『何事もなくてよかった。この調子でいこう』

「どれぐらい取り戻した？」

『まだ四時間は超過してる』

「聞くんじゃなかった」

　とはいえ、超過時間の短縮は確かな成果だ。

　この調子で先々の予定も詰めれば、なんとか婚礼の数時間前には王都に戻れるはず。

「これなら……」

　テレシアを怒らせる結果にはならない。そう、ヴィルヘルムは藁わらにも縋すがる想おもいだった。




　──だが、藁に縋れば藁は千切れる、それも当たり前の事実なのであった。
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　王都貴族街、そこは王都でも特別な立場にある人間だけが住むことのできる区画だ。

　荘厳で豪ごう奢しやな建物、丁寧な整備の行き届いた石畳の街路、等間隔に設置された真新しい魔法灯が夜を照らし、道行く竜車はほとんど音を立てない一等高級な代物とくる。

　長い内戦の影響で疲弊した王国──そんな評価も、この場所には通用しない。まるで別世界のような雰囲気を保ったまま、貴族街はあらゆる外界を拒絶している。

　騒ぎ、揉もめ事は一切ご法度──それが貴族街の流儀、暗黙の了解であるのだ。

　そんな貴族街の一角を、二人の女が靴音を立てながら歩いている。一人は颯さつ爽そうと肩で風を切りながら、もう一人は相手に何事か呼びかけながら。

「て、テレシア様！　本当に、本当にベルトール様と話し合われるんですか？」

「当然じゃない、キャロル。さすがに、今回のことは私も怒ってます」

　肩で風切るテレシアは、目を白黒させる相方──金髪に碧へき眼がんの、鋭い印象の女性に唇を尖とがらせる。それを受け、女性──キャロルは困った顔をした。

「それとも、キャロルは私に反対？　結婚式にも、反対……？」

「そんな不安そうな顔をなさらないでください！　私がテレシア様のお考えに反対することなんてありません！　相手がヴィルヘルムなのは気に入りませんが……」

「じゃ、やっぱりキャロルは反対……？」

「──っ！　困らせないでください、泣きますよ！　大声でみっともなく！」

「ご、ごめん、ごめんなさい。大丈夫、キャロルのこと信じてるから」

　張り詰めた美び貌ぼうが崩壊しかけるのを見て、テレシアは慌ててキャロルを慰める。

　長く彼女に従ってくれている従者は、普段は毅き然ぜんとしているのに、テレシアのこととなると途端に色々な部分が脆もろくなる。最近ではそこに恋人のグリムのこと、テレシアとの繋つながりでヴィルヘルムのことが加わり、情に脆くて、可愛かわいいものが好きで──。

「意外と、キャロルって手のかかるところのある子よね」

「きゅ、急に何をおっしゃるんですか。私はテレシア様の一の従者、それに世話係でもあるんですよ。これまでもこれからも、頼りになさってください」

「うん。すっごく頼りにしてるわよ」

「はい！」

　テレシアがぽんぽんと肩を叩たたくと、キャロルは瞳ひとみを輝かせて力強く頷うなずいた。そして「よし！」と気合いを入れた彼女は、ふと首を傾かしげる。

「あれ？　いつの間にかテレシア様の言いなりに……？」

「さあ、お父様とお母様はここにいるはずよ。ガツンと言ってやりましょう」

　キャロルの疑問に付き合わず、テレシアは貴族街にある一軒の豪邸──遠方から王都に来訪する人間に宛あてがわれる、迎賓館を目前にする。

　翌日の婚儀に合わせて、テレシアの両親──アストレア家の当主であるベルトールと、その妻ティシュアがこの中に到着しているはずだ。

「そもそも、私たちの屋敷に泊まらないで、迎賓館を借りるって言い出したときから変だなとは思ってたのよ。きっと、私に悪巧みがばれないようにしたかったんだわ」

「なるほど。ちなみに、ベルトール様はなんて言って、屋敷に泊まる辞退を？」

「あそこはもう、私とヴィルヘルムの夫婦の家だから、親だからって荒らせないって……別に、そんな、あの、夫婦って言葉に誤ご魔ま化かされたわけじゃないのよ？」

「……はい、わかっています。キャロルはテレシア様の味方ですよ」

　そう言って、キャロルが優しく微笑ほほえむ。

　それは内戦終結後の式典で、望まぬ栄誉を受け取ろうとするテレシアを、黙って見送ったときの微笑にそっくりだった。

　つまりは内心を押し隠した笑顔で、隠された内心を確かめる勇気はテレシアにない。

「とにかく、いきましょう。──もう二度と、こんなことされないように」

「今回の件、ベルトール様が非をお認めになってもどうにもならないのでは……」

「今回のことはいいの。これから先のことを約束させるのよ。だって──」

　迎賓館の入口に向かいながら、テレシアはすぐ後ろに続くキャロルに振り返った。

　そして、何の疑いもない眼まな差ざしで、彼女ははっきりと断言する。

「──ヴィルヘルムはちゃんと結婚式に間に合うもの。私を、あの人の花嫁にしてくれるって約束したんだから。だから、その心配はしなくっていいの」

　言い切り、その勢いのまま、テレシアは迎賓館の正門に堂々と手を伸ばしていった。
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　──そうして、テレシアに絶対の信頼を預けられているヴィルヘルムであるが。




「────」

　暗い、暗い空間だ。

　そこは暗くら闇やみだけに支配された、光のない闇の世界だった。

　四方に光の兆しはなく、空気は苦い砂の味と感触を孕はらんでいる。靴裏に感じる足場は硬く、それなのに濡ぬれて滑りやすい。まさに最悪の環境といえる。

　そんな暗闇の中、甲高い金属の音が何度も何度も反響している。

　鋼同士を打ち合わせる音が暗闇を跳ね回り、遠く深くに消えてゆく。耳を澄ませてその音を追いかけ、音がはるか彼方かなたに消えたのを察し、ため息が漏れた。

「深いな……」

　疑いようのなく、わかり切った結論に返事はない。

　だが、それも当然のことだ。何な故ぜなら現状、この場にいるのはヴィルヘルムを除けばたった二人。その内の一人は『剣鬼』の腕の中で気絶しており、もう一人は──、

「────」

　肩を叩たたかれ、そちらに振り返る。暗く、相手の顔は見えない。しかし、慣れ親しんだ気配で相手の素性はすぐわかる。グリムだ。そしてそれは最悪の答えだった。

　真まっ暗くら闇やみとグリム、この相性の悪さは説明の必要もないだろう。

　筆談で意思疎通するグリムにとって、闇やみは最大の天敵だ。表情と身振りを見れば多少は内心を察せるが、暗闇の中ではそれもできない。

「──っ」

「そんなに必死になられても、何が言いたいのかわかんねえよ……」

　おそらく、状況の悪さを悲観して慌ててでもいるのだろう。

　掠かすれた吐息と呻うめき声だけが聞こえて、かえってヴィルヘルムは冷静になる。人間、自分以外の誰かが狼狽うろたえていると、むしろ落ち着きが生まれるものだ。それだろうか。

　あるいは不運が重なりすぎて、悟りを開いたような境地に達したのかもしれない。

「あー」

　頬ほおを掻かきながら、ヴィルヘルムは頭上を仰ぐ。そこには、落盤で塞ふさがった洞どう窟くつの入口だった場所がある。しかし、どうやらそこには手が届かない。グリムの鋼板の反響を頼りにした場合、洞窟の奥に別の出口があると信じて進むしかないが──、

「テレシアに、殺されるかもしれないな……」

　結婚式に間に合う以前に、無事に帰れるかが怪しくなって、ヴィルヘルムは嘆息した。

　結婚式まであと半日──生き埋めの洞窟で、『剣鬼』は最初の一歩を踏み出した。





　　　　　９






　──正面に相対する男の威圧感に、キャロルは静かに息を呑のんだ。

　それは一流の剣士だけが纏まとえる剣気によく似ている。だが、眼前の男が剣を使えないことは周知の事実であり、キャロルもそれをよく知っている。

　故にこの圧迫感は、剣気とは異なる意思の波動に他ならない。

「──まずは王都までご足労いただいて、ありがとうございます」

　身を硬くするキャロルの横で、終生の主あるじであるテレシアが対話の口火を切った。

　その眼まな差ざしは鋭く、生半可な相手なら視線だけで圧倒することが可能だろう。しかし、この相手は視線に怯ひるむどころか、その眼光を真っ向から受け、唇を緩めた。

　当然だ。何な故ぜなら、テレシアと向かい合う人物は敵ではなく──、

「仰々しい挨あい拶さつだな、テレシア。ここは家族だけの場だ。もっと砕けた調子でいいぞ」

「ですけど……」

「何度も言わせるな。ここは家族だけの場、私はお前の父だ。形式ぶる必要はない」

　そうテレシアに微笑ほほえみかけたのは、髭ひげの似合う壮年の紳士だ。長身、豊かな赤髪、明るい青の双そう眸ぼう──その特徴はテレシアに近い。実の親子だから当然だが。

　男の名はベルトール・アストレア。正真正銘、テレシアの実父であり、歴代の『剣聖』を輩出してきたアストレア家の現当主、剣士の家柄の頂点に立つ御ご仁じんだ。

　ただし、その肩書きに反して当人の剣の腕はからっきし、とは有名な話でもある。

「──キャロル」

「……は、はい！　ご無ぶ沙さ汰たしております、ベルトール様」

「挨あい拶さつはいい。お前もどうした。テレシアといい、お前といい、そう肩肘を張るものでもあるまい。何事かあったのかと身構えてしまう。だろう？」

　話の水を向けられ、キャロルは緊張を隠せないまま背筋を正す。ベルトールとの距離感は計りづらく、キャロルは彼との会話をうまくこなせない。

　それはキャロルの生家とアストレア家との関係、それとはまた別の問題である。

「お父様、あまりキャロルをイジメないで。この子は真面目まじめな子なんだから」

「イジメるなどと人聞きの悪い。だが、ようやく調子が出てきたようだな。明日のことで緊張しているのかもしれないが、お前がそんなことでは……」

「──お父様、その明日のことでお話があるんです」

　ベルトールの言葉を遮さえぎり、テレシアが鋭く本題に切り込んだ。それを切っ掛けにキャロルは頬ほおを硬くし、ベルトールも微かすかに目を細める。

「婚儀を明日に控えた花嫁に、明日のことで話があると言われるのは緊張するな」

　軽く緊張をほぐすように、ベルトールが口元を緩めてそう言った。

　その微笑には、明日の話題に対する呵か責しやくがまるで感じられない。その事実にキャロルは戦せん慄りつする。すでに、ヴィルヘルムの巡察への彼の関与は明らかだ。故に驚く。

　かくも見事に、人とは虚心を衣として纏まとい、対話に臨めるものなのかと。

「定番だと、花嫁の話は両親へのこれまでの感謝と未来の誓いか。これは式の直前になることが多いらしいが、直近だと涙が隠せないからな。悪くない気遣いだ」

「感謝はもちろんしています。でも、そのお話ではありません」

「ならば式の延期か、それとも中止か？　直前になってそのような話、とても許されることではない。当家にとっても恥に……そう、恥になる」

　首を横に振るテレシアに、ベルトールが最悪の可能性に触れる。婚儀中止の可能性を口にしたベルトールは、嘆かわしいとでも言いたげに顔を手で覆った。

「お前とキャロルだけなので不審に思ったが、まさか花婿に逃げられたか？　あるいは彼に何か重篤な問題でも？　顔合わせの際に経歴は一通り調べ上げたはずだが、まだ何か隠していたとか。いやいや、表立っては出てこない性格や嗜し好こう……特殊性癖か？」

「お父様」

「落ち着け、テレシア。恥じることはない。これでなかなか、互いの感性は夫婦仲において重要だ。正式に婚姻が結ばれる前に不一致が発覚したのはむしろ僥ぎよう倖こうだぞ。なに、式の中止は恥に違いないが、代わりにもっと大事なことが……」

「お・と・う・さ・ま！」

　饒じよう舌ぜつに話を加速させるベルトールに、テレシアが言葉を切りながら強く噛かみついた。その声にベルトールも目を丸くし、黙る父親をテレシアは上目に睨にらむ。

「まだ何も言ってないのに……お父様、まるで恥を掻かきたがってるみたい」

「恥を掻きたがる？　それはおかしな話だ。私はあくまでお前を……」

「──お父様、ヴィルヘルムに何かしたでしょう？　それぐらいわかってるのよ」

　往生際の悪いベルトールに、テレシアは容赦なく言葉の剣撃を叩たたき込こんだ。娘の視線と口撃に、ベルトールはしばし押し黙る。そして──、

「──仮に、そうだとしたら？」

　黒幕感たっぷりに、ベルトールは酷こく薄はくな薄笑いを浮かべていた。その微笑は「仮に」などと装飾していても、その裏側の真実を隠すつもりなど毛頭ない。

　テレシアの疑惑は正しい。ベルトールの笑みと態度はそれを証明している。

　その実の父親からの悪意に、テレシアは小さく吐息して、

「今日までお世話になりました。アストレア家の名前は捨てます。さようなら」

「え!?　ちょ、ちょっと待ちなさい、テレシア！　父はそんなこと許さんぞ！」

「許さないのは私の方でしょう！　なんでお父様はこんな余計なことするの！　顔合わせのときもだけど、私のヴィルヘルムの何が気に入らないの！」

　割り切りの早いテレシアにベルトールが慌てる。直後の追及に目を泳がせ、ベルトールは口をパクパクさせた。その姿からは直前までの威圧感が霧散している。












　そこにいるのは悪巧みが裏目に出て、目を白黒させる小しよう人じんそのものだった。

「お父様のやり方は陰湿なの！　ヴィルヘルムが気に入らないなら、もっと正面からはっきり言えばいいじゃない。何がいけないの、ほら、言って！　経歴？　家柄？　剣の腕？　顔？　経歴はすっごく頑張ってるし、家だって元々ちゃんとしてる。剣の腕は言うまでもないし、顔もカッコいいでしょう!?」

「て、テレシア様、話が逸それています……」

「逸れてない！　ヴィルヘルムはカッコいい！　キャロルもそう思うでしょ!?」

「私はグリムが一番なので何とも！」

　早口になるテレシアにつられて、思いがけない本音が飛び出してしまった。そのことにキャロルが顔を赤くすると、テレシアも口に手を当てて、

「キャロルったら本当に可愛かわいい……」

「か、からかわないでください、テレシア様……っ」

「そうだ、からかうのはやめなさい。驚きすぎて、父の寿命も大きく削れたぞ」

「お父様に言ったことは冗談じゃありません。このままならお別れです！」

「ええ!?　どうして!?」

「どうしてもなにも、結婚の邪魔するからでしょう！　なんでわからないの！」

　テレシアに怒鳴られ、意気消沈するベルトールはすっかり小さくなっている。その様子にキャロルは嘆息したいのを堪こらえ、成り行きを見守ることにした。

　この親子のやり取りは、本当にいつもこの調子なのだ。

　最初は貫かん禄ろくたっぷりに振る舞うベルトールが、テレシアの感情的な発言に砕かれる。特に最近、テレシアの婚姻の話が出て以来、似たやり取りには事欠かない。

　それはテレシアに頻繁に何度も、愚痴を聞かされるキャロルには既知の事実だ。

「顔合わせ前に勝手に経歴を探ったり、ツェルゲフ隊の人事に介入してヴィルヘルムを役職から外そうとしたり、それに婚儀の日取りも何回も延期させて混乱させて……これだけされたら愛想も尽きます！　むしろ尽きてなかった私が馬鹿みたい！」

「テレシア様はお優しい方ですから。ですが、これはさすがに私もどうかと思います」

「なに！　キャロル、お前までそんなことを言うのか！」

　指折り羅列される結婚の妨害工作に、キャロルもベルトールに軽蔑の目を向ける。その眼まな差ざしにベルトールは髭ひげを逆立て、キャロルに指を突き付けた。

「キャロルよ、レメンディスの娘よ。お前は代々、アストレア家に付き従ってきたレメンディスの血族だ。そのお前がアストレア家当主の判断に異を唱えるのか！」

「お言葉ですが、私はレメンディスである前に一人のキャロルです。そして私の忠節はアストレア家ではなく、テレシア様個人に捧ささげる所存──」

「むぐぐ……っ！」

　真まっ直すぐに断言されて、ベルトールが声を詰まらせた。そして言葉の継げない父を横目に、キャロルの発言にテレシアは感激して目を潤ませる。

「……もし私が男の人だったら、絶対にキャロルをお嫁さんにしてたわ」

「もったいないお言葉です」

「ま、待て！　父は許さんぞ！　たとえ相手がキャロルでもテレシアはやらん！」

「例え話として成立してない。……いいえ、それよりお父様」

　冗談を真に受けるほど余裕のない父に、テレシアはすっと目を細めた。

「たとえ相手がキャロルでも、って言ったわよね？　それはひょっとして、邪魔する理由はヴィルヘルムにあるんじゃなく、もっと別ってこと？」

「ぎくっ」

「今、ベルトール様、ぎくっておっしゃいました？」

　ベルトールの顔色が蒼そう白はくになり、目が泳ぎ、体が震え出す。小心で隠し事のできない人だった。これが娘絡みのことでないならもう少しまともなのだが。

　その間もテレシアの無言の注視は続く。ベルトールの真意はもはや明らかだが、何度も結婚の邪魔をされたテレシアに容赦はない。このままではベルトールが卒倒する。

「──あらあら、たじたじね。いい加減、あなたも諦あきらめなさいな」

　しかし、ベルトールが倒れる前に、談話室に新たな人物が姿を現していた。

　その声に振り向く三人、その反応は様々だ。ベルトールの顔はさらに血の気を失い、テレシアは頬ほおが強こわ張ばる。そしてキャロルは腰を折って一礼し、

「ティシュア様、ご無ぶ沙さ汰たしておりました。キャロルです」

「そんなに硬くならないの。あなたは私の娘みたいなものなんですから」

　挨あい拶さつするキャロルに笑いかけたのは、長い亜麻色の髪をした妙齢の女性だ。その容よう貌ぼうは彼女の実年齢からすれば驚くほど若々しく、妖よう艶えんな魅力に満ちている。

　女性の名はティシュア・アストレア。ベルトールの妻であり、テレシアの──、

「──お母様」

「あなたもよ、テレシア。そう膨れた顔をしないの。せっかく可愛かわいく産んであげたのに、そんな顔していたらヴィルヘルムさんに愛想を尽かされますからね」

「ヴィルヘルムは私に愛想尽かしたりしません。……たぶん」

「そう。それは素敵ね。──それで、あなた？」

　テレシアの母、ティシュアは娘の惚気のろけに唇を綻ほころばせ、それから視線を夫に向けた。その流し目にベルトールは肩を跳ねさせ、あたふたと両手を振り回した。

「ま、待ちなさい、ティシュア。これはその、誤解……そう、誤解だ」

「誤解？　娘に結婚されるのが寂しくて、その夫になろうって子にたくさん嫌がらせした挙句、肝心の婚儀と日程を被かぶせた任務を無理やり割り振って、その悪巧みが呆あつ気けなく娘にバレた結果、親子の縁を切られそうになってることが……誤解？」

「うわぁ……」

　さすがはテレシアの実母、ティシュアの追及は娘以上に苛か烈れつで、ベルトールは弁明もできずにその場で膝ひざを屈していた。というか、客観的に彼の悪巧みが並べられると、そのせせこましさに目を覆いたくなる。

　その撃沈したベルトールに嘆息し、ティシュアは娘に振り返った。

「ごめんなさいね、テレシア。あの人、小心な上にものすごく狭量で考えなしだから、あなたたちにも迷惑をかけて」

「あの、お母様……普通はもう少し、お父様に手心かけない……？」

「だけど、この人の行いに少しでも擁護できるところがあった？」

　それはない、というのがベルトール以外の女性陣三人の共通見解であった。

　妻に、娘に、娘同然の相手にことごとく責められ、ベルトールのプライドは粉々だ。しかし、ここでベルトールは挫くじけながらも顔を上げた。

「い、いいさ、好きなように言えばいい。だが、事実は変わらん。ここであの青年が婚儀に間に合わなければ、彼は当家の名前に泥を塗ったことになる。そうなれば婚儀はご破算だ。テレシアは結婚などできない……！」

「なんでそこまで……お父様は私に行き遅れてほしいの？　どうしたいの？」

「それはまだ、今ここで語るべきことではない」

「もったいぶってるけど、大した理由じゃないわよ。大方、可愛かわいい娘をいつまでも手元に置いておきたいだけ。そのための妨害もせこいことね」

「ティシュア!?　君はいったいどっちの味方なんだ!?」

「あらあら。そんなのテレシアに決まっているでしょう？」

「えええ!?　なんで!?　奥さんなのに!?」

「妻なら当たり前のように夫に従うと思っていたの？　どれだけおめでたいの」

　ティシュアの毒舌に目を剥むいて、ベルトールが何度目かわからない轟ごう沈ちんを迎える。その様子から、彼にティシュアが語った以上の思惑がないこともはっきりわかる。

「考えも、目的も、底が浅い……」

「それがこの人の可愛いところなんだけどね」

　呆あきれたキャロルの言葉に、ティシュアが悪戯いたずらっぽい目を夫に向ける。この夫婦関係も不思議だが、これで実はティシュアの方がベルトールにべた惚ぼれなのだ。

　付き合いの長いキャロルも首を傾かしげる事実だが、それはさておき──、

「お母様には可愛いかもしれないけど、私には大変なことなの。そのお父様の馬鹿みたいなせこい企たくらみで、ヴィルヘルムがどんな目に遭ってるか……」

「さっきも言ったけど、小心者だから大したことはできないわ。道中、ちょっとした時間稼ぎをするぐらい……それも本気で止めるつもりはないぐらいの、些さ細さいな罠わなよ。言ってみれば今回のことは、この人の最後の悪わる足あ掻がきだもの」

「最後の悪足掻き、ですか？」

　不安げなテレシアに触れ、優しく語りかけるティシュアにキャロルが眉まゆを顰ひそめた。

　そのキャロルに、ティシュアは長い睫まつ毛げに縁取られる瞳ひとみを伏せると、

「そう、最後の悪わる足あ掻がき。せめて最後まで、テレシアの幸せのために花婿を試してやったぞーって、この家の男の生き残りとして胸を張りたいのよ」

「あ……」

　そのティシュアの言葉に、テレシアとキャロルは目を見開いた。

　アストレア家の最後の男──それは『亜あ人じん戦争』で二人の兄と弟を亡くし、たった一人になったテレシアにとっての家族、父親としての最後の意地。

「テムズ兄様、カルラン兄様、カジレス……」

　目を伏せたテレシアが呼んだのは、戦死した三人の兄弟の名前だ。仲のいい兄弟だったと、キャロルは思う。少なくとも彼らは皆、テレシアを愛していた。

　その、亡くなった兄弟の名を口にして、テレシアはティシュアに目を向ける。

「兄様たちが生きてたら……やっぱり、結婚に反対したと思う？」

「どう、かしらね。あの子たちはベルトールほど物分かりが悪くなかったから、こんなみっともない真ま似ねはしないでしょうけど……でも、試したとは思うわ。本当にヴィルヘルムさんが、あなたを幸せにできるのか」

「私、とっくに幸せにしてもらってるのに」

「ずっとこの先も、幸せでいさせ続けてくれるかを、よ」

　テレシアの呟つぶやきに微笑ほほえんで、ティシュアは崩れ落ちるベルトールの傍かたわらに寄り添う。そして、情けない夫の肩に手を置きながら、

「さ、二人は明日の婚礼の準備があるはずよ。特に花嫁には一日かけて、人生で一番の美人になってもらわなきゃいけないんですから」

「お母様。でも、お父様のことは……」

「この人も、今回が最後の悪足掻き。これ以上のことは何一つやらせないわ。そしてこの人の小細工なんて、あなたの花婿は乗り越える。でしょう？」

「当然、そうです。……って、お母様」

　母の挑発に反射的に答えて、テレシアは顔をしかめた。あっさり掌てのひらに乗せられたと気付いたときにはすでに遅い。

　これでテレシアには、ベルトールを追及する理由がなくなってしまった。

「でも、お父様は本当に反省して！　私は今回、本気で怒ってます」

「か、考えておく……わかった！　わかったって！　反省する！　本当に！」

　減らない口を剣気で閉じられて、ベルトールは本気で降伏を宣言した。父のその姿にテレシアは鼻から息を吐くと、キャロルに力なく肩をすくめる。

「なんだか、ドッと疲れたわね……」

「ですが、ご立派でした。──私も、明日が楽しみです」

　薄く微笑むキャロルの返事に、テレシアが少し驚いたように眉まゆを上げた。

「キャロルも、ヴィルヘルムが間に合うって信じてくれるんだ。ちょっと意外……」

「グリムがついていますから……というのは冗談ですが、私も信じていますよ。あの男が……ヴィルヘルムが、テレシア様を迎えにこないはずがない」

　そう答えたキャロルの脳裏に、『剣聖』テレシアが一人の女性に戻った日が蘇よみがえる。

　あのとき、ヴィルヘルムに救われたのはテレシアだけではない。一度だって言葉にしたことはないし、これからも絶対にしないが、キャロルも彼に救われた一人だ。

　あの日の『剣鬼』の想おもいと戦いは、今もこの瞼まぶたに焼き付いている。

「ですから、テレシア様、明日の準備をいたしましょう。ティシュア様のおっしゃった通り、明日のテレシア様は世界一美しくなられる。そのお手伝いをさせてください」

「キャロル……」

「そのテレシア様を、あの男に差し出すことだけが業腹ですが」

「私もそう思うぞ」

「お父様──!!」

　照れ隠しをしたキャロルの言葉に、立ち直りの早いベルトールが首肯する。その発言に高く声を上げ、テレシアは顔を赤くしていた。

　ただ、その赤い顔には怒りより、明日への期待の方がずっと強く輝いている。

「……待ってるから」

　その頬ほおを赤く染めたまま、テレシアはここにいない想おもい人に向かって呟つぶやいた。

　明日の婚儀の場に、ベルトールの魔の手など全すべて乗り越えて、愛いとしい愛しい彼が自分を迎えにきてくれると、一片の曇くもりなく信じながら──。





　　　　　10






　──一方、王都で花嫁が曇りない信頼を口にしたのと同刻。

「……クソ、空気が土臭ぇ」

　悪態混じりに唾つばを吐き捨て、青年は周囲に首を巡らせる。

　だが、分厚い岩壁に覆われ、光の届かない洞どう窟くつではほとんど視界が確保できない。せいぜいヤマ勘頼りに足場を確かめ、拙つたない希望に縋すがるように風を辿たどるだけだ。

　場所は王都南東の町、『クラムリン』に程近いコルドロ山の中腹──通称『土蛇の巣』の名で知られる洞窟だ。危険な場所として、地元民でも近寄らないとされる魔窟である。

　そんな場所に、婚儀を半日後に控えた花婿──ヴィルヘルムは閉じ込められ、文字通り暗中模索の窮地に陥っていた。




　──事の起こりは数時間前に遡さかのぼる。

　苛か烈れつな意気込みで巡察に臨んだツェルゲフ隊は、フルールでの足止めを除けば順調に予定を消化していった。風車で有名なミルグレーや、酒造所で知られるボノボを短時間で突破し、最後の目的地であるクラムリンにも滞りなく到着できた。

　滞りがあったのは、到着したツェルゲフ隊の下へ届けられた、『町の子どもが複数人、行方不明になっている』という報告だった。

　ただの夜遊び、迷子、悪戯いたずらなんて可能性も十分にある。だが、複数の子どもに跨またがる何らかの非常事態と捉とらえれば、治安維持を目的に巡察するツェルゲフ隊の職分だ。

「隊長、ここで時間を食えば婚儀に……」

「間に合わなくなる。だから、ガキは見捨ててお前を優先した。そうテレシアに報告するのか？　俺だけじゃなく、お前らもまとめて斬きり殺されるぞ」

『だよね。僕もキャロルさんに怒られる』

　それが、子どもたちの行方不明事件に対する、ツェルゲフ隊の結論だ。

　婚儀を優先し、職分を蔑ないがしろにしては本末転倒──そのヴィルヘルムの答えに、異議を唱える隊士は一人もいなかった。代わりに、その後の隊の行動は迅速だ。

　町中の捜索を住人に任せ、ツェルゲフ隊は周囲の山野の捜索に出た。そうして、町の裏手にあるコルドロ山、その麓で見つけた足跡を追いかけ、山道の裂け目から洞どう窟くつへ滑り落ちた子どもたちを見つけたのだ。

　その時点で、クラムリンでの滞在は二時間──手痛い時間ではあったが、挽ばん回かいは利く。

　そんな安あん堵どと共に洞窟へ降りたヴィルヘルムは、四人の子どもたちを一人ずつ洞窟の上へと押し上げ、町へ戻って巡察を終えようと考えていた。

　──地震が起きて、洞窟の入口が崩落したのはそんな最悪の機だった。

　ささやかな揺れに崩落が始まり、揺れが増すにつれて岩壁のひび割れは一気に進んだ。結果、洞窟は土砂と落石で埋まり、入口だった場所はただの壁へと成り果てた。

　そして、洞窟にはヴィルヘルムと、最後に上へ戻すつもりだった子ども、地震の直前に受け取った子どもを仲間に投げ渡し、代わりに落下したグリム、その三人が残された。

　──それから数時間、三人はいまだに闇やみの中を彷徨さまよっている。

「入口を掘り返すよりはマシだと思ったが……今となっちゃ、あの場で救助を待ってた方が得策だった気がしてくるな」

　暗闇に目を凝らし、先の見えない状況にヴィルヘルムがそうこぼす。すると、途端に岩がん窟くつに反響し出すのは、咎とがめるような甲高い金属音である。

　快音は無言のグリムの抗議だ。鋼板を自身の左足に付け、打音による意思の伝達を行うグリムからは、『諦あきらめるな』といった意図を強く感じる。

　神経質な備えのおかげで、かろうじて言葉がなくとも意思の疎通が可能となる二人だが、おかげで筆談以上にグリムの小言が物理的にうるさい。言われずとも諦めるつもりのないヴィルヘルムからすれば、洞窟と金属音の双方から早々に解放されたいところだ。

　幸いというべきか、保護した少年は洞窟の崩落で失神し、その後は気絶したきりだ。その小さな体をグリムが担いで、警戒するヴィルヘルムを先頭に洞窟の奥へ──塞ふさがった入口を放棄し、流れてくる風を頼りに別の出口を探し続けている。

「────」

　刻一刻と、時間は絶え間なく流れていく。

　洞どう窟くつは光源に乏しく、探索の速度は遅々として上がらない。心は、焦じれていく。

　クラムリンに到着した時点で、時間は火の刻の終わりに差し掛かっていた。今頃、外では太陽が沈み、気温が下がり始めているだろう。洞窟の中に差し込む風も冷たさが増し、わずかずつでも状況は悪くなっていく。

　このままでは婚儀に間に合うかは絶望的、そんな事実も焦燥感を加速する。

　しかし──、

「おい、あまり前に出すぎるな。足場が悪い。急に崩れて真っ逆さまなんてことになったら、お前を助けてやる自信がねえ」

　息遣い荒く、グリムの足取りが逸はやっている。婚儀の当事者であるヴィルヘルム以上に焦って見えるグリム、その態度にヴィルヘルムは首を傾かしげる。

　ツェルゲフ隊の隊士たちと同じく、グリムが自分とテレシアの婚姻を祝福してくれていて、早く王都へ帰したいと思ってくれていることはわかっているが。

「らしくねえぞ。安全第一、命が最優先ってのがお前の信条だろうが。だってのに、こんな状況で焦ってちゃ……」

「──っ」

　逸る戦友を宥なだめようとして、慣れない言葉を尽くすヴィルヘルムにグリムが振り返る。その顔は闇やみに溶けて見えないが、視線には怒りに似た感情があった。

　それはおそらく、『どうして君は他ひ人と事ごとみたいに』といったところか。

　このままでは婚儀に間に合わない。にも拘かかわらず、ヴィルヘルムは取り乱し、短気に出る素振りもない。無論、焦りはしているが、それまでだ。

　だって、そうだろう。

「仮に式に間に合わなくても、一番大事な想おもいは交わしてる。そこが分かたれてないんなら、俺がみっともなく取り乱す理由はねえよ」

「────」

「それに、間に合わせないつもりはねえぞ。あいつを俺の花嫁にする。必ず帰る。どっちも約束してきちまった。破ったら、二度とあいつの飯が食えなくなる」

　悲壮なグリムに、ヴィルヘルムはいっそ堂々と嘯うそぶいた。その軽口を交えた発言に、一瞬だけグリムが呆あつ気けに取られた気配がする。

　それからすぐ、グリムは長い嘆息──彼らしい、反応をこぼした。

「────」

「その目はやめろ。見えなくても、書いてなくても、お前が何を考えてるのか大体わかってんだ。それに無駄話する時間も惜しい。だろ？」

　険しさが消え、生温かさだけが残ったグリムの視線を振り払い、ヴィルヘルムは洞窟探索の続きを促す。その言葉におそらくグリムが肩をすくめ、探索を再開──しようとしたところで、「……ぁ」と弱々しい声が暗くら闇やみに響いた。

　小さな呻うめき声はグリムの方から届く。それは、グリムが担いでいた少年のものだ。気絶していた少年が身じろぎし、ゆっくりと意識が覚かく醒せいする。

「あ、う、……え？」

「……起きたのか。頼むから騒いでくれるなよ」

　混乱する声と気配に、ヴィルヘルムは覚醒した少年に落ち着いた声で語りかける。それを受け、グリムに床へ下ろされる少年が、暗くら闇やみに二人の姿を探しながら、

「こ、ここは……おじさんたちは？」

「おじさん……俺たちは、お前を探しにきた王都の人間だ。ここは山にあった洞どう窟くつで、お前と他のガキは行方不明って町中で探されてた。ここまではいいか？」

「ぁ、僕たち、『土蛇の巣』を……じゃあ、この洞窟って」

　ヴィルヘルムの説明に、暗闇の正体を悟った少年がひどく怯おびえる。

「ひとまず落ち着け。確かにここは『土蛇の巣』って洞窟だ。入口が崩れて、俺たちは別の出口を探してる。……お前ら、なんでこんな洞窟にきたんだ？」

「……大人には、入っちゃダメだって言われてたけど」

「そのはずだな。俺たちも、山に入る前に注意されたぐらいだ」

「でも、最近、町で何回も地震が起きてて……昔、爺じいちゃんに聞いたことがあるんだ。地震は、山に住んでる土蛇様が起こすんだって。それで……」

　声の調子を落とした少年、その真意にヴィルヘルムは納得した。

「土蛇を殺しにきたわけか。勇ましいな」

「ち、違うよ！　お供え物をして、大人しくしてもらおうとしたんだよ！」

　早合点だった。慌てる少年が声を上うわ擦ずらせ、それから自分の懐を何やらまさぐる。そして、少年は手にした何かを地面へと投げつけ──瞬間、白い光が灯ともった。

　数時間ぶりの強い光に、ヴィルヘルムとグリムが微かすかに呻うめく。

「……ラグマイト鉱石、持ち歩いてたのか」

「洞窟に入るんだから当たり前じゃんか。おじさんたちはなんで持ってないの？」

「────」

　子どもに準備不足を指摘され、ヴィルヘルムとグリムは苦い顔を交換する。だが、少年のおかげで光は手に入った。これで格段に探索は進むはずだ。

　ヴィルヘルムが手を差し出すと、少年が手にした鉱石を渋々と手渡してくる。ラグマイト鉱石だ。手の中で輝くそれの感触を確かめながら、

「お前と、他のガキの心意気は買うが、力不足だったな。次からは周りに迷惑かけないように注意して、剣の腕を上げてからやれ」

「う、ん……わかった。ごめんなさい」

　やや見当外れな助言をしつつ、項垂うなだれる少年。あとは光と風を頼りに、風穴を見つけられれば外に出られるかもしれない。

　外に出たとき、どのぐらい時間が経たっているかは恐ろしいが──、

「それは出てからの心配だな。土蛇なんて迷信に振り回されたのは不服だが」

　少年たちなりに、町を思っての行動だ。それをいつまでも咎とがめていても仕方ない。前向きに建設的に──そんなヴィルヘルムの呟つぶやきに少年は目を丸くした。

「迷信って何のこと？　土蛇様は本当にいるよ？」

「────」

　きょとんとした少年の発言、それにヴィルヘルムが目を細める。直後、ヴィルヘルムのすぐ真横で、自分のうなじに触ったグリムが鋼板を強く鳴らした。

　鋭く響く金属音、その符ふ丁ちようは『最大限の警戒』だ。

　グリムの危機察知能力、その嗅きゆう覚かくはヴィルヘルムすらも大きく凌しのぐ。故に、彼の反応は疑いようのない、最大級の危機の訪れだ。

「クソ、何が──」

　くる、と続けるよりも早く、それは訪れる。

　抜剣したヴィルヘルムが、洞どう窟くつの奥へと光を掲げる。瞬間、鉱石の放つ白い光に影が過よぎり、激しくうねるそれが猛然と洞窟を揺るがして迫ってきた。

「────ッッッ」

　洞窟の道幅いっぱいに広がる質量、それはヴィルヘルムたちの数倍ある巨きよ躯くの存在であり、一瞬、身構える三人の意識から現実感を奪った。

　次の瞬間、巨躯をくねらせる影から強烈な一撃が放たれ──、

「──っ!?」

　降り注ぐ容赦のない破壊に、洞窟は二度目の崩落を迎えていた。
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　──『土蛇』と呼ばれるそれは、十数メートルにもなる巨大な蚯蚓みみずの姿をしていた。

　洞窟に適応したことで目は退化し、うねる肉体には手足もない。だが、その黒々とした額にはねじくれた角が生えており、その出自の醜悪さを一目で知らしめる。

　頭部に角を生やした存在、それは人類の害敵たる魔獣である証左に他ならない。

　魔獣の行動原理は、あらゆる生命に対する害意──つまり、己の狩場に迷い込んだ三人に対して、魔獣は容赦のない破壊を叩たたき込こむことを何より優先する。

「──ッ!!」

　打ち下ろされる尾撃に、とっさに盾を掲げて抗あらがったのはグリムであった。

　盾士として、巧みに敵の攻撃を捌さばくグリムの技術は卓越している。相手は魔獣、質量差は絶大、それでも彼は敵の初撃をかろうじて受け流し、捌さばき切った。

「────」

　全身全霊を盾に込め、グリムは衝撃を己の真横に受け流す。狙ねらいを外した一撃は硬い岩壁を激突し、洞窟全体を激しい揺れが突き抜けた。

「か、ふ──っ」

　突き抜けた衝撃に頭を揺らし、グリムの口から血が伝った。受け流した一撃、それでも威力は殺し切れない。腕は軋きしみ、膝ひざは崩れる。二撃目は受けられまい。

　だが、それでも、一瞬の隙すき間まは作った。

　その一瞬を『剣鬼』が活いかすと、他の誰よりグリムは信頼している。故に──、

「──よくやった」

　一声、短いが最大級の称賛があり、銀光が闇やみの中で無数に迸ほとばしる。

　放たれる斬ざん撃げきが縦横無尽に荒れ狂い、動きの止まる土蛇の肉体に突き刺さった。土蛇の体皮は弾力に富み、ぬめる体は爪つめや刃やいばに対する強い耐性があった。

　しかし、『剣鬼』の斬撃は一撃目が防がれれば、それに対応して剣けん閃せんを変える。剣撃の角度が、威力が、一振りごとに精度を上げ、ついには防護を突破、斬撃が通る──、

「るるるぁぁぁ──!!」

　哮たけり、ヴィルヘルムは返り血を浴びながら剣を振るい続ける。

　その剣撃と裂れつ帛ぱくの気合いに気け圧おされ、魔獣の胴体が血をまき散らしながら一気に後退、地面を這はいずる音を立てて、土蛇との間合いが大きく開いた。

「グリム、立て！　ここは場所が悪い！　移動するぞ！」

　膝を突くグリムの肩を支え、ヴィルヘルムは硬直する少年を脇わきに抱えた。二人とも素早く行動できる状態にないが、ここで一戦交えるのは不利に過ぎる。ラグマイト鉱石の光を頼りに、洞どう窟くつの奥へ向かって再び走り出した。

　だが、逃げる途中でヴィルヘルムは気付く。歪いびつに蛇行する洞窟、それは土蛇の胴体に削られた通り道であり、自然発生した岩がん窟くつではないという事実に。

「だとしたら……！」

　最悪、どこまで走っても洞窟の道幅が変わらない可能性がある。土蛇と戦うには、奴やつの巨体と渡り合えるだけの空間がなければどうにもならない。

「この分だと、逃げても逃げてもジリ貧になるだけか……」

　戦闘本能が弾はじき出した答えに、ヴィルヘルムはその場で足を止めた。抱えていた少年をグリムに押し付け、剣を構えて背後に振り返る。

　無言のグリムが少年を抱いて、ヴィルヘルムに何事か唸うなり声を上げる。

「ここじゃ俺もお前も本領が発揮できねえ！　まとめて生き残るにはこれが最善だ！　俺があれとやり合ってる間にとっとと奥へいけ！」

　食い下がろうとするグリムを怒鳴りつけ、ヴィルヘルムは手の中のラグマイト鉱石に剣撃を放って二つに割る。大きさが半分になっても、鉱石の特性は失われない。

　小さくなった光の半分をグリムへ投じ、ヴィルヘルムは残る光を口にくわえた。

「そら、いへ──！」

　光を手にしたまま、グリムは少年を抱えて洞窟の奥へと走っていく。その遠ざかる足音が、徐々に正面から近付いてくる巨きよ躯くの地面を擦こする音に塗り潰つぶされた。

　口にくわえた鉱石の白光に、大口を開けた目のない化け物の突撃が映り込む──、

「ふるるるぁぁぁ──！」

　引き絞り、突撃に合わせて刺突を魔獣の額に叩たたき込こんだ。剣先は一瞬だけ魔獣の体皮に弾はじかれかけるが、迸ほとばしる剣気が狙ねらいを修正し、肌を突き破って刺突が通る。

　闇やみの中、色もわからない魔獣の体液が噴出し、半身にそれを浴びるヴィルヘルムが吠ほえた。だが、先制の刺突が通るのもそこまで。魔獣の突撃の威力はいなし切れず、剣鬼の体は胴体に直撃をもらって大きく背後へ弾き飛ばされる。

「がはっ！」

　岩壁に背中を打ちつけ、息の詰まるヴィルヘルムは即座に横に飛んだ。直後、ヴィルヘルムのいた地点に魔獣の追撃が発生し、壁が大きく抉えぐられる。衝撃で歯に噛かんだ鉱石を落とした。見れば、光は首をもたげる魔獣のすぐ眼前にある。

「────」

　光の回収──否いな、刹せつ那なの判断は別だ。

　踏み込み、光る鉱石を剣先ですくい上げ、宙に浮かせたそれを刺突が穿うがつ。剣先に鉱石を乗せたまま、刃やいばは魔獣の傷口に再び深々と突き刺さった。発声器官のない魔獣が激しく身み悶もだえし、狭い洞どう窟くつの道に衝撃波と風が巻き起こる。

　ヴィルヘルムもまた、その衝撃に打たれて何度も壁に叩きつけられた。額が割れ、裂けた口の端から血が流れる。だが、目的は達された。

「これで、お前の位置は丸分かりだ」

　傷口にラグマイト鉱石を埋め込まれ、魔獣の頭部は白く発光している。これでこの洞窟の中、どこへ潜もうと見落とすことはありえない。

　視覚のない土蛇はその事実にも気付かず、常の狩りと同様に闇に潜み、死角から獲物を狙い撃ちにせんと行動を開始する。だが──、

「見え見えだ、間抜け」

　その巨きよ躯くからは信じがたい無音の攻撃、しかしヴィルヘルムはそれを紙一重で避さける。攻撃は筒抜けでも、道幅は回避するにはあまりに狭い。極限まで引きつけ、間一髪のところで避ける。その繰り返しだ。

　時折、すれ違い様に斬ざん撃げきを通すが、致命傷には程遠い。討つにしても退けるにしても、ここでは自由が利かない。せめて──、

「──!?　グリムか！」

　戦闘の最中、ふいに洞窟の奥から甲高い音が連続して届く。それは自や棄けになったようにがむしゃらな音に聞こえたが、ヴィルヘルムには確かな指示として伝わった。

『緊急招集』──何においても集まれ、その符ふ丁ちようだ。

「────」

　鋼板の指示に従い、ヴィルヘルムは即座に洞窟の奥へと切り返す。

　その疾走を魔獣が嬉き々きとして追ってくるが、他ならぬ魔獣の光る頭部が道を照らし、その逃走を皮肉にも手助けしていた。

　蛇行した道を抜け、亀き裂れつを飛び越し、やがて暗い道の先に果てが見えて──、

「──グリム！」

　光の行き着く先、洞どう窟くつの行き止まりにこちらへ両手を広げるグリムの姿がある。その名前を呼んで、一瞬の間にヴィルヘルムの脳裏を疑問が駆け抜けた。

　彼の傍そばに預けたはずの少年がいない。洞窟の行き止まり、グリムがヴィルヘルムを呼び寄せた理由、そしてこちらに信頼の眼まな差ざしを向けている理由──、

「────」

　無心でグリムの下へ、そこでヴィルヘルムは彼と同時に横へ飛んだ。背後、ヴィルヘルムへ直進していた魔獣はそれに追いつけず、頭から壁に激突する。

　轟ごう音おんが洞窟を突き抜け、噴煙が飛びのいたヴィルヘルムたちへ押し寄せる。だが、それ以上の衝撃が直後、突撃を受けた壁の崩落によって引き起こされた。

　再び落盤が発生し、細い洞窟に土砂が流れ込む。しかし、最大の変化はそれではない。崩れた天井、砕かれた岩壁、その向こうから差し込む眩まばゆい光──、

「──ツェルゲフ隊、総攻撃!!」

　怒号のような号令がかかり、次の瞬間に激しい剣けん戟げきが立て続けに発生する。それは洞窟の壁を砕き、勢いで外に飛び出した土蛇の頭部を容赦なく蹂じゆう躙りんし──、

「戦闘終了。──隊長と副隊長、無事確保！」

　一瞬で引き裂かれた魔獣の屍しかばねを踏みつけて、洞窟を覗のぞき込むコンウッドが、土砂に埋まったヴィルヘルムとグリムの二人を見つめていた。












「──遅おせぇよ」

　腰から下を土砂に埋められ、ヴィルヘルムはそう悪態をつくのが精一杯だった。
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　──婚儀は火の刻ちょうどに開始される予定だった。

　約束の時間を目前にして、会場はすでに参列者で満席の盛況だ。招待客は誰もが美しき『剣聖』の婚礼に期待を寄せ、王国の重鎮も多数参列している。

「身内だけの、小さい式でいいって何度も言ったのに……」

「そんな、とんでもありません。テレシア様の婚儀には国中が注目しています。そして、そうあって当然だと私も思います」

　会場の盛況ぶりを聞かされて、そうこぼすテレシアにキャロルが息巻いた。

　花嫁の付き人として、キャロルも華やかなドレスで相応に着飾っている。それは凛り々りしくも美しい彼女の魅力を引き立てているが、当人はそれに頓着しない。

　今の彼女にとって重要なのは、目の前のテレシア以外にありえないのだから。

「テレシア様、本当にお綺き麗れいです。私がさらって逃げたいぐらいに」

「キャロルにならさらわれてもいいかもしれないけど……そうしたら、追ってきたヴィルヘルムと決闘することになりそう。私のために争わないで！」

「今のテレシア様のためなら、剣を振るってでも奪う甲か斐いがあります」

　そんな冗談を交えたキャロルの称賛に、テレシアは口に手を当てて笑った。

　白い花嫁衣装に身を包んだテレシア、その姿の前にはあらゆる賛美の言葉の方が力不足だ。それほどに、今のテレシアは可か憐れんで、美しい。同性のキャロルでさえ、その愛らしさに目を焼かれ、喉のどが涸かれる錯覚を覚えるほどに。

　長く艶つややかな赤毛を纏まとめ、薄く化粧しただけで普段の印象と大きく変わる。剣を手にした彼女が凛り々りしい英雄なら、愛に満たされる彼女は花々の妖よう精せいだ。

　着付けと化粧を手伝った自分が誇らしい。そんな感慨にキャロルは浸ひたっていた。

　あとは、この可憐なテレシアを粗暴な男に娶めとらせるだけ──それが腹立たしい。

「いっそ、本当にさらって逃げてしまえれば……」

「きゃ、キャロル？　大丈夫よね？　ちょっと、今の声が本気っぽかったけど……」

「心配なさらないでください。冗談ですよ。……今のところは」

　視線を逸そらし、テレシアの可憐な視線にキャロルは自分自身を律しようと努めた。と、そんなキャロルの苦悩は、乱暴に開かれる控室の扉の音に遮さえぎられる。

「て、テレシア！　ヴィルヘルムくんはまだ戻ってきていないのか？　早くしないと式が始まってしまう！　それと、列席者に国王陛下に似た方がおられたような……。さすがにそれはないと思うが、いや、それより、花嫁衣装が似合って……うおおおん！」

「お父様すっごく鬱うつ陶とうしい……」

　慌ただしく控室に入ってきたのは、落ち着きの全くないベルトールだった。彼はあたふたと会場と控室を交互に見やり、定まらない話題を矢継ぎ早に繰り出して、最後にテレシアの花嫁衣い裳しようの眩まぶしさに父親として泣き崩れる。

　その様子にテレシアは眉まゆを顰ひそめたが、父親を見る眼まな差ざしに怒りはなく、それどころかひどく穏やかで優しげな色だけがあった。

　ベルトールの混乱ぶりの示す通り、巡察に出たツェルゲフ隊はまだ戻ってきていない。予定より半日以上も帰還が遅れているのは、何か道中に問題が起きた証拠だ。

　実際、その問題にはベルトールの画策したものが含まれているはずなので、そのベルトールが慌てふためくのは道理に合わないのだが──、

「ほら見なさい。だから余計なことなんてせず、大人しくしていればよかったのよ」

　泣き崩れるベルトールに続いて現れたのは、ドレス姿のティシュアだ。花嫁の母として着飾ったティシュアは、椅い子すに座る花嫁衣裳の娘に目を細める。

　一瞬、常に平静を忘れないティシュアの双そう眸ぼうに強い感情が過よぎった。それが、喜怒哀楽のいずれに属する感情か、キャロルには読み取れない。ただ──、

「──綺き麗れいよ、テレシア。きっとテムズたちも喜んでいるわ」

「はい。ありがとう、お母様。……それに、お兄様たちとカジレスも。あとお父様も」

　儚はかなげに微笑ほほえみ、テレシアがティシュアの言葉に頷うなずく。ついでのように付け加えられたベルトールも、その言葉に何とか溢あふれる涙をハンカチで拭ぬぐった。

「そうだな……兄さんたちも、お前を祝福しているよ、テレシア」

「お父様はいい話みたいにしようとしてるけど、私はまだ許してませんから」

「ええええ!?　もう式直前なのに!?　それより問題があるだろう、今は！」

「そもそもその問題は誰が作ったと……」

「テレシア様、あまり興奮されると髪や化粧が崩れます。ベルトール様も、テレシア様を怒らせるのはやめてください。状況を弁わきまえて」

「ついにキャロルまでそんなことを言い出した！」

　イマイチ反省の足りないベルトールに厳しく言って、それからキャロルはテレシアの様子を窺うかがう。実際、ヴィルヘルムたちが戻っていないのは事実だ。

　もし仮に彼らが戻らなければ、式は盛大な茶番となり、大勢の顔に泥を塗る。

「大丈夫。万一、そんなことになったとしても……もう誰の許可もいらない」

「テレシア様？」

「お父様の企たくらみなんて関係ないわ。結婚式に間に合わないなら、ヴィルヘルムと一緒にどこか遠くで結ばれる。私はとっくにあの人のモノで、あの人は私のモノ。それは絶対に揺るがないもの。だから堂々としていられるわ」

　王国にとって、これは『剣聖』と一人の騎士の婚儀だ。だが、当事者であるテレシアにとって、これはただ一人の女と男が結ばれる儀式──そこに構えるものはない。

　参列者の方々には感謝がある。祝福されることに喜びもある。

　だとしても──、

「あの日、ヴィルヘルムがきてくれたこと以上に嬉うれしいことなんてないもの」

　華やいだテレシアの微笑ほほえみに、キャロルは呼吸を忘れた。それはベルトールも、ティシュアでさえも例外ではない。花嫁の極上の笑顔に、全員が理解した。

　すでに、テレシアとヴィルヘルムは結ばれている。とっくの昔に、きっとあの花畑で。

　そして──、

「──なんだか、外が騒がしいみたいね」

　ふと何かに気付いたように、ティシュアが控室の扉に振り返る。すると、ちょうどそのタイミングで扉がノックされ、頭を下げた巨きよ躯くが顔を覗のぞかせた。

　筋肉質な体を、窮屈そうに礼装に押し込んだ人物、ボルドーだ。

　彼は室内の面々に笑みを向け、力強く頷うなずくと、

「やきもきさせてすまなかった。やっと、連中が帰ってきたぞ」

　そう、式の開始時刻とほぼ同時で、王都へ花婿が帰った事実を報しらせてくれた。
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　式場の扉が開かれる直前、テレシアは自分の胸が高鳴っているのを感じていた。

　控室で肝心の時を待つ間は平静を保てていたのに、いざ婚儀を目の前にした途端に落ち着きが消える。そのあたり、自分も弱い人間なのだなとおかしくなる。

　それもきっと、この扉の向こうで待っている花婿の存在が原因だ。彼だけが、テレシアをただのテレシアに、『剣聖』でも剣士でもない、そんな存在に落としてしまう。

「そんな自覚、本人にはないだろうけど」

「テレシア、時間だ」

　微笑と共にそうこぼせば、すぐ隣に立っているベルトールがそっと腕を差し出す。

　婚礼の約束として、式場には花嫁とその父親が並んで入場するものだ。長いドレスの裾すそを揺らし、テレシアは差し出されるベルトールの腕に自分の腕を絡めた。

　熱を持ち、硬くなる父の腕の感触に、テレシアは小さく吐息して、

「お父様、色々とご迷惑をおかけしてごめんなさい。私は、幸せになります」

「……っ。ここで泣かされたら、アストレア家の面目が丸まる潰つぶれだ」

「だから言ったのよ」

「お前は本当に昔から、一番手のかかる子だったよ」

　まるで意趣返しのような言葉に、テレシアは込み上げるものを堪こらえて微笑んだ。その微笑みにベルトールが頷き、父親の手で式場への扉が押し開かれる。

　光と共に眼前に広がったのは、王都の聖堂を盛大に飾り立てた式場の光景だ。

　テレシアの歩く花道には、文字通りに大量の花が──それも、テレシアとヴィルヘルムの逢おう瀬せを知るものしか知らない、あの花畑の黄色い花が無数に飾られている。

　おそらくキャロルの仕業だ。憎い演出だとテレシアが顔を上げ、花道の向こうに並んでいる参列者たちの方を見やる。そして、その異様な光景に目を瞬しばたたかせた。

「────」

　礼服で着飾り、仰々しくも華やかな参列者たちの傍かたわらに、彼らは堂々と列席する。

　その全身は土つち埃ぼこりや汗で薄汚れ、鎧よろいやマントも身につけたままだ。ボロボロの格好に寝不足丸出しの顔つきで、ツェルゲフ隊の隊士が勢せい揃ぞろいしている。

　それは、一生に一度の結婚式で、参列者として並んでいいような風体では決してない。

　実際、それを理由に無礼を叱しかりつけ、退場を促すことだって十分に可能だ。隣でベルトールが驚き、横目でテレシアを見るのが伝わってくる。

　だが、テレシアは一度だけ目をつむり、ただ彼らの列席に深く感謝した。

「──ありがとう」

　薄汚れた彼らの姿に、テレシアは口の中だけで感謝を告げる。

　この婚儀を祝福するために着飾ってくれることが思いやりであるなら、この婚儀に間に合わせるために、どれだけ薄汚れてでも駆け付けてくれたことも思いやりだ。

　そしてテレシアは、何度も轡くつわを並べて戦った彼らの人柄を知っている。彼らに祝福されることは、『剣聖』としても一人の女としても、光栄なことだった。

　赤い花道を踏みしめながら、テレシアは参列者の拍手と祝福を受けて前へ進む。感極まるベルトールの腕を引いて、どちらが花嫁なのかわからないと苦笑しながら。

　ツェルゲフ隊の前を通り抜け、背筋を正して拍手する彼らに会釈を向けた。全員がそれに合わせ、一糸乱れぬ敬礼をしてくれたのが強く心に焼き付く。

　隊の端にはグリムとキャロルが並び立ち、肩を寄せ合いながらテレシアを見ている。二人にも、同じような機会がきっとすぐに訪れる。

　そのときは誰より自分が、彼女たちを祝福しようと強く誓った。

　二人の隣にはボルドーが、さらには王国の重鎮たちが顔を揃えている。ボルドーの横にはフードを目深に被かぶった人物──ジオニス陛下までいて、驚くと同時に苦笑した。

　この婚儀に参列し、関かかわってくれた人々に心からの感謝を。

　そして──、

「──ヴィルヘルム」

　花道の終わり、壇上に一人の青年がテレシアを見下ろすように立っている。

　その名前を呼んで、テレシアはベルトールの腕をほどいた。代わりに、壇上を下りた青年が解放された腕をとって、花嫁を己の腕に抱き入れる。

　花嫁が父親から、花婿へと譲られる瞬間だ。その事実にテレシアは目を閉じて、自分を抱いた青年の匂においを大きく吸い込んで──、

「──また、汗臭い」

　必死に駆け付けた花婿の苦労を、そんな言葉と笑顔でねぎらった。
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『土蛇の巣』での攻防は、婚儀当日の朝焼けと同時に幕を下ろした。

「グリム副隊長の機転のおかげです。洞どう窟くつの奥、風の通り道は狭く、大人は通れませんでした。ですが、子どもの通れる幅はあった。その子に伝言を持たせて……」

「隊を外で待ち伏せさせて、魔獣に洞窟を崩させたのか。よく、俺たちがあそこから出てくるってのがわかったな」

「隊長の思ってる以上に必死だったもんで、総出で山狩りですよ」

　とは、生き埋めになったヴィルヘルムたちを回収したコンウッドの発言だ。

　事の顛てん末まつは彼の語った通り、グリムの機転とツェルゲフ隊の総攻撃で魔獣は討滅、クラムリンの安全を確保した上で子どもたちも保護、治安維持としては大成功だ。

「あとは地竜を潰つぶす覚悟で、隊長を王都に……式場に送り届けるだけ。さあ、休んでる暇なんてありゃしません。いきましょう！」

「そりゃ助かるが……なんでお前ら、そんな必死になってくれるんだ？　俺とテレシアの婚礼が、そんなに大事なことか？」

　コンウッドの鬼気迫る様子に、ヴィルヘルムはついにその疑問を口にする。

　その言葉に、地竜に跨またがるコンウッドは鼻の頭を掻かいた。

「何度も言ったでしょう。テレシア様を、一人で式場に立たせるわけにいかないって。あの人は……あの子は、幸せにならなきゃいけない子ですよ」

「────」

「隊長は……いや、ヴィルヘルム、お前は自覚がないかもしれない」

　常の、気安い調子を声から消して、コンウッドの横顔に真剣な色が宿った。古参の一人として、かつてヴィルヘルムに接していたときの言動に戻しながら彼は続ける。

「けどな、俺たちはあの子と、『剣聖』と一緒に何度も内戦で戦った。あの剣に何度も救われて、何度も守られて、何度も勇気をもらった。生き残れたのだって『剣聖』のおかげさ。それは嘘うそでも、大げさな話でもないんだ」

　走る地竜の上で、手綱を握りしめながらコンウッドは真まっ直すぐ前を見ている。その双そう眸ぼうにふと、自憤が過よぎるのがヴィルヘルムにはわかった。

「あの強さに、『剣聖』の剣に俺は圧倒されていたよ。だから、あの式典の日に、お前が『剣聖』を負かしたのを見たとき、俺は後悔した」

「後悔？」

「あの子が、『剣聖』が、ただの女の子だってことに気付きもしなかった自分たちに」

　奥歯を噛かみしめ、コンウッドは憮ぶ然ぜんとした顔をするヴィルヘルムを横目に見る。それから彼は硬くした頬ほおを緩めて、力なく苦笑した。

「お前にはなんてことない事実でも、俺たちは気付かなかった。ずっと頼りにしてて、強さの象徴みたいだった『剣聖』が、弱いところのある女の子だなんて思いもしない」

「────」

「あの子に剣を持たせて戦わせて、何が騎士だ。何が勇猛果敢なツェルゲフ隊だ。だから、お前があの子から剣を奪ったことに、俺たちはみんな感謝してる。お前が俺たちに、騎士としても男としても失格だった俺たちに、やるべきことを自覚させてくれたからだ」

　コンウッドはそれだけ言って、自分の頬ほおを両手で強く叩たたいた。乾いた音が鳴って、次の瞬間には普段の、古参ならではの余裕を取り戻した顔に戻っている。

「なんで、隊長にはテレシア様を幸せにしてもらわにゃなりません。だから急ごう、急ぎましょう。水浴びする時間も、着替える時間がなくても」

「あいつを一人にせずに済むように、か」

「その通り」

　晴れ晴れしく笑うコンウッドに鼻を鳴らして、ヴィルヘルムは地竜を急がせた。

　そして、ツェルゲフ隊は揃そろって王都へ帰還し、報告も後回しに式場へ駆け付け──、




「──また、汗臭い」

　腕の中の少女が不満げな顔をするのを見て、ヴィルヘルムは苦笑した。

　今回ばかりは否定もできない。巡察中は寝る間も水浴びする間もなかったのだ。それでも、婚儀の前には全すべて洗い流せる予定だったが、結局、それも間に合わず。

　何とか婚儀には間に合わせ、招待客にも欠席者は出さなかった。水浴びをする時間はなかったが、鎧よろいと具足を外して着替えぐらいはできた。それで満足してもらいたい。

　ただ、もちろん──、

「悪いとは思ってる」

「ううん、いいの。これがヴィルヘルムの匂におい、これがあなただもの」

「汗臭いのが俺の持ち味ってのは、さすがに否定したいところだな」

「そういう意味じゃありません。馬鹿」

　抱き着いたままの花嫁と言葉を交わし、ヴィルヘルムの視線は正面のベルトールへ。

　おそらく、巡察任務や道中で色々と画策していた人物だ。ここまでの心労と苦労を思えば、一言物申したとしてもバチは当たらないはずだが──、

「ベルトール殿。──あなたの娘、テレシアは貰もらい受ける」

　ヴィルヘルムの唇から、恨み言は漏れなかった。

　必要な言葉を、必要な相手へ投げかける。それを受け、ベルトールは頬を硬くして、

「……幸せに、してもらうぞ」

「誓おう。──ただし、俺の次にってことになるが」

　一番は、愛いとしい少女を妻に娶めとる自分なのだから譲れない。

　そんなヴィルヘルムの宣言にテレシアが顔を赤くし、ベルトールは目を見開いた。だがすぐに花嫁の父として一礼し、彼は参列者の席にいる妻の隣に並ぶ。

　そうなれば、花道に残るのはヴィルヘルムとテレシアの二人、式の主役の二人だけ。

　ヴィルヘルムは、格好こそ新郎らしい礼装へ着替えたが、髪は乱れて顔は汚れ、決して花婿として見栄えがいいとはいえない状態にある。

　一方、テレシアは白を基調とした華やかなドレスで、この世で一番の花嫁姿だ。

「ドレスの感想は……式のあとで聞きますからね」

「正直、言葉にする自信がないぞ」

「言葉にできないなら、態度と行動で示してくれればいいから」

「……それはそれで、とんでもないことになるな」

「え？」

　自分の魅力に自覚のない花嫁に、花婿はすっかり慣れてしまった嘆息をこぼした。それからヴィルヘルムは少女を胸から放すと、その体を今度は抱き上げる。

　膝ひざと腰に腕を回されて、微かすかに驚く彼女を抱いたままヴィルヘルムは壇上へ上がった。細く軽い体、しかしこの世の何よりも丁重に扱うべき愛いとしい少女。

「もう、恥ずかしいから下ろして……っ」

「こうやって、お前が誰のモノなのか見せつけておかないと不安でな」

「そんなこと、あの式典の日からとっくに国中の人が知ってます！」

　赤面するテレシアの言葉に、それもそうかとヴィルヘルムは首をひねった。下手な言い訳は役に立たない。究極的にはただ、ヴィルヘルムがそうしたいからしている。

　この誰よりも美しく可か憐れんな少女が自分の花嫁だと、自慢していたいだけなのだ。




　式が進行する。

　壇上で花嫁と花婿が向かい合い、婚儀を進めるマイクロトフが長い口上を並べた。話半分に聞き流しながら、ヴィルヘルムとテレシアは互いに愛と誓いを交わし──、

「では、二度目になりますが、皆の前で誓いの口づけを──」

　余計な一言を付け加えられながら、ヴィルヘルムはテレシアに一歩歩み寄り、

「ヴィルヘルム、あなたを愛してる」

「────」

「あなたは？」

　悪戯いたずらな花嫁の質問に、ヴィルヘルムは言葉では答えない。

　ただ彼女の求めた通りに、態度と行動で示すために、その唇に唇を寄せた。

　それは婚礼の日、後々にまで長く歌われる『剣けん鬼き恋れん歌か』の後日談──。




　騒がしくも愛いとおしい日々を綴つづった、『剣鬼恋れん譚たん』の一幕に相応ふさわしい晴れの日であった。





《了》







『剣けん鬼き恋れん譚たん──ピックタットの銀ぎん華か乱らん舞ぶ』
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　──豪風を纏まとった斬ざん撃げきが唸うなり、『剣鬼』は死の隙すき間まを掻かい潜くぐって土を蹴けった。




　舞い散る土塊つちくれを視界の端に、『剣鬼』は身を翻ひるがえして剣撃を放つ。相手の太い首へ閃ひらめく銀光は正確に致命傷を狙ねらい、しかし真下からの一撃にすんでで弾はじかれた。

「────」

　舌打ち、それを入れる余裕もない。

　剣撃を防がれた衝撃を利用し、『剣鬼』は勢いに逆らわずに宙へと飛んだ。一見、逃げ場のない宙へ逃れるのは愚策だが、この瞬間においては唯一の活路──、

「しィ──ッ!!」

　瞬間、三方から同時に襲い掛かる刃やいばが容赦なく肌を削り、血霧が噴く。

　だが、致命傷は免れた。加速する意識が痛みを置き去りに、血風を纏った『剣鬼』は中空で身を翻し、眼下の巨きよ躯くへと逆さからの斬きり上げを叩たたき込こんだ。

　剣先が青黒い肩へ侵入、浅い。腕の一つも落とすのに足りず、奥歯を噛かみしめた直後に返礼の一発がぶち込まれた。

「が──ッ」

　強引にひねった脇わき腹ばらに、子どもの頭ほどはあろうかという巨大な拳げん骨こつがねじ込まれる。一撃の重さに肋ろつ骨こつが悲鳴を上げ、体はそのまま横合いへと吹っ飛んだ。

　石塀へ激突し、受け身も不十分に地面に叩きつけられる。石畳に額を割られ、熱い血が滴るのを舌で舐なめ取って顔を上げた。追撃はこない。相手とて、無傷ではない。

「────」

　正面、片かた膝ひざを突く『剣鬼』の視界に、見上げるほどの巨躯が仁王立ちしている。その巨躯は自分の腕──『剣鬼』を殴りつけ、手首を斬り落とされた左腕を凝視していた。太い手首からは盛大に血が溢あふれ、大きな左拳こぶしがその足下に転がっている。

　一見して深手。『剣鬼』とて傷が浅いとはいえないが、腕を失った相手に比べればどちらが優位かは火を見るより明らかだ。

　──相手の左腕が、あと三本も残ってさえいなければ。

「久しく、敵に恵まれていなかったが……これは得難い幸いだ」

　低く重々しい声で呟つぶやくと、青い裸身を晒さらした巨躯の腕が膨れ上がる。その途端、手首をなくした腕の傷から出血が止まった。常軌を逸した筋量で血の管を締め上げ、強引に止血を施したのだ。可能か不可能かではない。目で見たものが全すべてだ。

「……化け物か、お前」

「寂しい事を言ってくれるな、好敵。此方こなたも彼方かなたも、互いに奇縁に恵まれた」

「ぺっ……っ。それが、人の女を奪おうって男の大義名分か？　ご立派だな」

「彼方ほどの敵手を打ち倒し、褒美に美び姫きを強ね請だる。一切、不可解無し」

「蛮族の物言いだな」

「剣に生きる獣の理ことわり」

　血けつ痰たんを吐き捨てる『剣鬼』に、巨きよ躯く──八本の腕を持つ闘神が猛たけ々だけしく笑んだ。その威容から放たれる圧倒的な覇気に、しかし『剣鬼』は怖おじることなく相対する。

　当然だ。引き下がる選択肢はない。何な故ぜなら──、

「────」

　石造りの大橋、その入口からこちらの背中へ、一つの視線が突き刺さっている。

　この人知を超越した決闘には、大勢の観客の目が集まっていた。向けられる視線の数は数え切れるものではなく、無数の感情が渦巻くのを肌に感じる。

　だが、『剣鬼』にとって、重要なのは一つだけ。その一つを、強く感じられればいい。

「────」

　澄み渡る空を映した瞳ひとみで、燃ゆる炎のような美しい髪を風になびかせて、一心不乱に疑うたぐることなく、ただただ『剣鬼』の勝利を信じる眼まな差ざしを背中に浴びる。

　その瞳に自分が映っている限り、『剣鬼』は誰にも負けることなどできないのだ。

　故に──、

「好き放題、勝手に言え。どうせ俺が勝つ。──『八やつ腕うで』のクルガン」

「ならば、美姫に孕はらませた子に彼方の名を付けよう。──『剣鬼』ヴィルヘルム」

　太くたくましい七本の腕が、身幅の厚い大だい刀とう『鬼おに包ほう丁ちよう』を構える。

　全身に剣気を漲みなぎらせ、『剣聖』すらも退けた剣技の粋が再びその身に宿る。

　尽きぬ狂乱、激しく苛か烈れつな闘気の渦、『剣鬼』と『八つ腕』の一騎打ち──。




　──世に名高き激戦、死闘、果た死合い『ピックタットの銀ぎん華か乱らん舞ぶ』。




　その始まりと決着を物語るは、うら若き男女の『剣けん鬼き恋れん譚たん』、その一幕なり──。
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「──お父様の馬鹿！　もう知らない！」

　早朝の屋敷に高い美声が響き渡り、庭木で羽を休めていた小鳥たちが一斉に飛び立つ。

　驚く羽音が遠ざかり、世界にひと時の静けさが落ちた。しかし、その一瞬の凍結が溶けた途端、慌てて動き出すのは長身痩そう躯くに髭ひげを生やした男性だ。

　男性は落ち着き払った外見、それに全く見合わぬ素振りでわたわたと手を振り、

「ま、待て、テレシア。怒るのは少し早計ではないか？　もうしばし落ち着いて、ゆっくりと父の提案を考慮してからでも遅くは……」

「お父様の考えの方が突飛で早とちりなのよ！　どうして、そんな大事なことを一言の相談もなしに勝手に決めるの!?　私、変なこと言ってる!?」

「それはもちろん、大切な愛まな娘むすめであるお前を驚かせようとしてだな」

「ええ、驚いたわ。大変に驚きました。とても悪い方向に！　縁を切りたいぐらい！」

「え!?　なんで!?　こんなに家族想おもいなのに!?」

　泡を食った顔の男性に、言い合う少女が盛大に疲れたため息をつく。

　美しい赤髪に、空色の瞳ひとみをした可か憐れんな少女だ。飾り気はないが、女性らしい魅力を引き立てる白の軽装で、意外と豊かな胸を強調するように腕を組んでいる。

　少女の名はテレシア・ヴァン・アストレア──この屋敷の主あるじであり、相対するベルトール・アストレアの実の娘だ。つまりこれは、親子ゲンカの風景である。

　そしてこの親子ゲンカだが、実はそれほど珍しくない。というより、頻繁に起きる。それこそ、テレシアの下へベルトールが訪ねてくればほぼ確実に。

　それというのも──、

「大体、お父様は一月に何回この家にくるの！　月の半分くらいいるでしょう！　私にとって、今がどんな時期なのかわかってるの!?　新婚なのよ!?」

「わかっているに決まっている！　だからこそ、若い二人が暴走しないよう、歯止めがかかるようにきちんと見定めにきているのだ。これが娘想いでなくてなんだ？」

「お父様なんて地竜に蹴けられて大ケガすればいいのよ！」

「ええ!?　それ、カララギの慣用句で聞いたことがあるぞ!?」

　新婚家庭に胸を張って居座る花嫁の父、娘に本気で叱しかられる。

　そんな親子のやり取りを見守り、ソファに腰掛けるヴィルヘルムは嘆息した。その眼前にそっと、お茶のカップが差し出される。見れば、お茶を配膳したのは亜麻色の髪をした上品な女性だ。その姿に、ヴィルヘルムも居住まいを正した。

「いつもごめんなさいね、ヴィルヘルムさん。うちの人とうちの娘があんな風で」

「そろそろ慣れてきたところだ……慣れてきましたから。お父上の気持ちもわからないでもない。娘の心配をするのは当然のことだ。……です」

「そんなに畏かしこまる必要ありませんよ？　私とヴィルヘルムさんも家族なんですから。あの人にも、いい加減に素直にそれを認める度量があればいいのに」

　慣れない敬語に苦心するヴィルヘルムに、女性はそう言って微笑ほほえみかける。その微笑みには、ヴィルヘルムにとって最も魅力的な微笑の面影が感じられた。

　当然だ。その女性こそ、テレシアの実母であるティシュア・アストレアなのだから。

　朝のアストレア邸──ヴィルヘルムとテレシアの新婚夫婦の家庭に、テレシアの父母であるベルトールとティシュアが訪ねてきているのが現状である。

　そしてそれを嘆くテレシアの言葉通り、これはもはや恒例行事のようなものだった。

「おはようございます。……あの、今朝は何が原因で言い合いを？」

　耳慣れた口論の続く談話室に、挨あい拶さつと共に新たな人物がやってくる。生き真面目まじめな性格を反映した顔つきに、煌きらめく金髪を肩で切り揃そろえた凛り々りしい女性だ。

　テレシアの従者であり、ヴィルヘルムとも交流のあるキャロル・レメンディス。

　アストレア家に仕える家系の彼女は、この親子ゲンカにも慣れ切った様子だ。言い合う二人を無視し、真っ先にティシュアに尋ねるあたりにそれが窺うかがえた。

「おはよう、キャロル。そうね、いい質問だわ。ちなみに、あなたはなんだと思う？」

「頻繁に屋敷へいらっしゃることに、ついにテレシア様が爆発されたとか」

「あらあら、大正解。まぁ、あの人のすることは一辺倒だからわかるわよね」

「はぁ……そうですか」

　微笑ほほえんで肯定したティシュアに、キャロルが残念そうな顔をした。主あるじの実の父親だ。ベルトールに何らかの美点を見み出いだそうとして、しかし見み出いだせなかったことに落胆したらしい。その落胆が失礼だな、とはヴィルヘルムも言わなかった。

　そうして、朝の挨拶代わりにベルトールのことを三人が嘆き合っていると、それに気付いたテレシアの目が光り、「キャロル！」と声を上げる。

「聞いて、キャロル！　お父様ったら、また勝手なこと言い出して私を困らせるのよ！　それなのに全然悪びれもしないで……あ、おはよう」

「おはようございます、テレシア様。あの、テレシア様のお気持ちは私も非常に強く共感するのですが、あまりお父君を責めてはいけませんよ。哀れになります」

「そうだぞ、テレシア。お前もキャロルの敬意を少しは見習いなさい」

「ふふ、この人ったら、哀れまれているのにも気付かないで……可愛かわいいんだから」

　テレシアとキャロルの会話に、ベルトールが明後日の方向に胸を張る。それを妻だけが陶然と見守る光景に、ヴィルヘルムは額に手をやった。

　珍妙な家族関係だ。今はその一部に自分も組み込まれたわけだが、記憶の彼方かなたにある自分の実家で、両親や二人の兄とはこんなに疲れる関係だっただろうか。

　もしそうだとしたら、自分が家を飛び出した理由が疑わしく思えてくる。

「兄貴の言い分に腹を立てたのは間違いなかったはずだが……」

「ちょっと、ヴィルヘルム！　あなたもお父様に言ってあげて！　こんなのおかしいって思うでしょ？　言ってあげないと……言われてもわからないのよ、お父様は！」

「それだと、俺が言っても意味がなくないか？」

「ヴィルヘルムが私の味方をしてくれれば、私が嬉うれしいの！　それでいいでしょ？」

　思し惟いに浸ひたっていると、テレシアがヴィルヘルムに援軍を求める。最後に付け加えられた一言にどれだけの力があるのか、この少女は自覚がまるでない。

　本能的に相手の致命傷がわかっているのは、さすが元『剣聖』と言ったところか。

「──？　なにニヤニヤしてるの？　ほら、こっちこっち。私の味方して」

「ああ、わかってる。それで、今朝は何を言い合ってる？」

　テレシアの手招きに苦笑のまま応じて、要領を得ない言い合いの原因を尋ねる。

　新婚家庭に月の半分出入りしていること、そればかりが問題ではないらしい。

　はたして、ベルトールはどんな無理難題を──その疑問に、テレシアが顔を赤くし、

「お父様ったら、私とヴィルヘルムの新婚旅行についてくるって言うのよ！　もう信じられないでしょ？　ヴィルヘルムも、説得に協力して！」

　──なるほど。

　これは想像以上の野や暮ぼ天てんだ、とヴィルヘルムは天井を仰いだ。
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「それで、お父様。詳しく説明してください。それによって、態度を決めます」

「ははは、態度を決めるとはなかなかの脅し文句だな、テレシア。父を試そうとするなんてとんでもない子だ。これはますます目が離せないな……」

「話を聞く前にお父様の評価がどんどん下がっていきます」

「えええ!?　なんで!?　まだ何も話してないぞ!?」

　テレシアの射抜く視線に、ベルトールが心底仰天する。何な故ぜ驚くのか、とヴィルヘルムは眉まゆを寄せたが、慣れているのか他の女性三人は素面しらふだった。

　とはいえ、このままでは先の口論の繰り返しだ。ヴィルヘルムはあまり気は進まないものの、仕方なく二人の間に割って入り、

「落ち着け、テレシア。まずは話を聞くのが優先だ。お父上も、不用意にテレシアを刺激しないようにしてくれ。こいつはすぐ感情的になるんだ」

「む……はーい、わかりました。ヴィルヘルムがそう言うなら従います」

　不服そうなむくれ顔だが、テレシアは渋々矛を収めてくれた。それに安あん堵どしてベルトールを見れば、彼は自分の髭ひげに触れながら唇を曲げ、

「まるで、自分の方がテレシアをわかっているような態度だな、ヴィルヘルムくん。言っておくが、私はテレシアと風ふ呂ろに入ったこともあるのだぞ」

「いったい何年前の話で対抗心を燃やしてるの、お父様!!」

「悪いが、俺もある」

「ぐはぁっ！」

「ちょっ、ヴィルヘルム!?」

　ベルトールが崩れ落ち、顔を真っ赤にしたテレシアがヴィルヘルムの胸倉を掴つかんで部屋の隅へと押しやる。そこで夫を壁に押し付けながら、テレシアは羞しゆう恥ちと焦りと愛情で涙目になりながら訴えてきた。

「な、な、な、なんてこと言うのよ！　い、一緒にお風呂なんてまだ入ってないのに！」

「悪い。つい対抗心が出た」

「お父様に張り合わないで！　お父様と同じ目線で言い合うヴィルヘルムなんて、私、絶対に見たくないから！」

　自分の父親にものすごい言いようだが、ヴィルヘルムもそれには同意見だった。

　共通の敵を得ることで夫婦間の絆きずなを深め、ソファに戻る前に両手を広げるテレシアを軽く抱きしめる。それから二人、大人しくソファに腰を下ろしたのだが──、

「……キャロル、どうしてそっちに座ってるの？」

　何な故ぜか、テレシアとヴィルヘルムの対面、つまりベルトール側の並びにキャロルが加わっている。先ほどまで、彼女はテレシアの後ろに控えていたはずだ。立ち位置で、自分がどちら側なのか表明していたと思ったのだが。

　そんなテレシアの質問に、キャロルは生き真面目まじめに整った顔で首を横に振り、

「その不ふ埒らち男が、夫婦であることを悪用してテレシア様に破は廉れん恥ちな真ま似ねを……」

「待って！　で、でも、私とヴィルヘルムは結婚してるのよ？」

「はい。ですが、夫の権利を乱用してテレシア様と一緒に湯ゆ浴あみなど許せるはずもなく」

「夫婦なのに!?」

　親の仇かたきでも睨にらむような目で、キャロルがヴィルヘルムを敵視している。その態度にベルトールも「そうだそうだ」と囃はやし立て、連合の結びつきは固そうだ。

　どうやらあちらも共通の敵を得たことで、絆を強くしたらしい。傍はた迷めい惑わくな。

「申し訳ありません、テレシア様。私にも、どうしても譲れない一線があります。そのためにはたとえ、ベルトール様と不本意に協力し合うとしてもです」

「そうだそう……え!?　不本意!?」

「きゃ、キャロルまであんなこと言い出して、どうすれば……」

「お前らがなんと言おうと、俺はテレシアと風ふ呂ろに入るぞ」

「貴様ぁ──っ！」

　本気で憤慨したキャロルが飛びかかるのを、ヴィルヘルムはあっさりと受け流す。そのまま実力差のある取っ組み合いになる二人を横目に、困り顔のテレシアが傍観するティシュアに助けを求めた。

「お母様ぁ……」

「あらあら、嫁入りまでしたのに情けない顔をするんじゃありません。でも、確かにこれはちょっと気の毒よね。……あなた？」

「ひぃ！　私は悪くないぞ!?」

　頭を抱えて、ベルトールが悪いことをした人間の常じよう套とう句くを口にした。その様子に無言で目を細める母、震える父、テレシアにとっては見慣れた両親の姿だ。

　そして見慣れた光景は見慣れた流れを辿たどり、見慣れた結果に落ち着く。

「し、新婚旅行に同行するのは、さすがに私もやりすぎだとは思って……だから、テレシアがそう怒らなくても、実行したりは……」

「だそうよ。小心で空気の読めない人だけど、悪人じゃなくて小悪党の小物だから、あなたたちが心配するようなことにはならないわ」

「お母様、もう少し手心を……」

「手心なんて加えて味を占めたら、あなたとヴィルヘルムさんに申し訳が立たないわ。だから徹底的にイジメます。ああ、辛つらいわ……」

　責められて小さくなるベルトールを、ティシュアはひどく艶つやめいた顔で罵ののしり続けた。そのたびに萎しおれる父の姿に同情しつつ、テレシアはホッと胸を撫なで下ろす。

　新婚旅行に父親同伴、というのはさすがに親孝行したいテレシアでも承服できない。無論、世話係としてキャロルが同行するのは譲るところだが。

「だから、そろそろ二人もじゃれ合うのはやめてってば」

「俺は相手にしちゃいない。この女がいつまでもしつこいだけだ」

「くっ、何な故ぜ、私には力が足りない……剣神よ、もし願いを聞き届けてくれるなら、今ここで奴やつを打ち倒す力を私に……！」

「ここで!?　あんな性しよう悪わるにそんなこと頼まないの！　やめなさい、キャロル！」

　歯を食い縛って悔しがるキャロルを抱き留め、テレシアは優しくその頭を撫でる。情の深い従者は主あるじの気持ちを汲くみ、断腸の思いで怒りを収めてくれた。

「ヴィルヘルムも、これ以上は挑発しちゃダメ。次は私が相手よ」

「……それは、勝ち目がないからやめとく」

　頬ほおを膨らませたテレシアの抗議に、ヴィルヘルムは早々に白旗を掲げて降伏した。これでようやく、朝一から始まった新婚旅行論争にも一区切りだ。

　全部、最初からベルトールが大人しくしていれば纏まとまっていた気がするが。

「ともかく、最初の旅行とは、一緒の家に住むのとは別の形での夫婦の門出だ。そこで不手際があったり、テレシアを傷付けるようなことがないように。わかったかね？」

「心得た。……心得ました」

「テレシア、もしも不満があればいつでも家に戻ってきて……痛い痛い痛い！」

「おほほほ。それじゃ、テレシア、ヴィルヘルムくん。旅行、楽しんでいらっしゃい」

　余計なことを言おうとしたベルトールの耳を引っ張り、ティシュアが夫を連れて談話室から出ていった。月の半分は屋敷を訪ねるわりに、決して泊まっていこうとはしないあたりに、かろうじてベルトールの良識が感じられる気がした。

「それが気のせいでなければいいのですが……」

「あんまり考えないようにしてるの。それでキャロルは？　今日はお休みでしょ？」

　テレシアの質問に、キャロルが軽く息を詰める。テレシアの従者である彼女に、決まった休日という概念はあまりない。故に、テレシアが指摘した『休日』とは、キャロルにとって安らぎの時間を共に過ごす相手の休日を指すのだ。

「今日は隊が休みだからな。グリムの奴も兵舎で引っ込んでるはずだ。いけよ」

「き、貴様に言われるまでもない！　最初からそのつもりだ！」

「はいはい、ごちそうさま。ほらほら、時間がもったいないわよ。今日が旅行前の最後のお休みなんだし、私たちに付き合わせる分、楽しんできて」

「わ、わかりました……テレシア様が、そうまで言われるなら」

　小さな意地を張る姿が実に乙女で、テレシアは微笑ほほえましくキャロルを送り出す。最後までちらちらとキャロルは何か言いたげだったが、同じ恋する乙女であるテレシアには何を言っても無駄と観念したのか、すごすごと屋敷をあとにしていった。

「商業街で、グリムくんと待ち合わせかしら。最近のキャロルってすっごく可愛かわいくて、なんだかグリムくんにヤキモチ焼いちゃいそう」

「あいつらも面倒な性格してやがるからな。さっさとくっつけばいいんだ」

「そうしたら、私とヴィルヘルムよりもグリムくんを優先するから？　それはそれで、私はちょっと寂しいんですけど……」

　舌打ちするヴィルヘルムの言葉に、テレシアは薄く微笑んで己の髪を梳すいた。

　ヴィルヘルムの意見もわかるが、二人の関係は少しばかり複雑だ。キャロルのレメンディス家もまた、アストレア家ほどではないにしても王国貴族に連なる家系だ。その家の長女であるキャロルと、平民出のグリムとが結ばれるのは簡単なことではない。

　たとえ二人の気持ちが通じていても、家名や血筋とはそうしたものなのだ。

「──グリムが騎士になればいい。ツェルゲフ隊の副隊長だ。そう遠い話じゃない」

「……ん、そうよね」

　テレシアの抱いた懸念を察し、そう答えたヴィルヘルムがこちらの肩に触れた。そのまま抱き寄せる彼の肩に体を預け、テレシアは感じる温ぬくもりに瞼まぶたを閉じる。

　自分と、ヴィルヘルムとが結ばれたのは奇跡の連続だった。何か一つでも掛け違いがあれば生まれなかった幸福──今、それに心から感謝したい。

　そんな愛いとおしさに胸をいっぱいにして、テレシアはヴィルヘルムを見つめた。

　そして──、

「……と、ところで、ヴィルヘルム？」

「どうした？」

「今日は、ヴィルヘルムもお休み、なのよね？　一日、何の予定もなくて」

　視線をおどおどと彷徨さまよわせ、そう問いかけたテレシアにヴィルヘルムは眉まゆを寄せる。質問の意図がわからない、そんな表情で彼は顎あごを引いた。

「そうだな。それがどうした？」

「……まだ朝だけど、キャロルもいないし、その……お、お風ふ呂ろ、沸かす？」

　頬ほおに熱が上るのを自覚しながら、テレシアは持てる勇気を振り絞ってそう言った。

『剣聖』として戦場に立つときと比べるのも失礼だが、あるいはそのときよりもずっと緊張していた気がするのは、これもまた真剣勝負の場だからなのか。

「────」

　それを受け、ヴィルヘルムの青い瞳ひとみが凝ぎよう然ぜんと見開かれる。彼の青い瞳に映る自分の顔が見えて、なんてはしたない顔をしているんだろうと羞しゆう恥ちで死にそうになった。

　死にそうになったけれど──。




　──この日、夫婦にとって初めての出来事が一つ増えたことを、ここに記しておく。
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　ヴィルヘルムとテレシアの新婚旅行だが、その実現には様々な問題があった。

　例えば、再編された王国騎士団において、ヴィルヘルムの率いるツェルゲフ隊の立場は重く、国王直下の部隊としても期待されていた。国内外にまだ内戦の影響が色濃く残る現状で、その部隊長であるヴィルヘルムが王都を空けることへの懸念などだ。

　実際、それを理由に旅行の延期を提示されては断りにくい。

　しかし──、

「──いや、『剣聖』と『剣鬼』がせっかく結ばれたのだ。その門出になる旅行を、余らの勝手で邪魔しようなどと龍りゆうにも怒られるであろうに。いってよし！」

　その懸念も、事情を聞きつけたジオニス陛下の一声であっさりと打ち砕かれた。

　相変わらず気安く、懐の深い国王の配慮にヴィルヘルムは深く感謝した。彼の王の器に触れれば、王国に剣を捧ささげるなんてお題目にもその気になる。

　そんなわけで、そう言ってくれたジオニス陛下に土産と土産話を約束し、ヴィルヘルムは新婚旅行の日程をこじ開けることに成功したのだった。

　そうして夫の仕事の都合がつけば、次に問題になるのが妻の側である。

　もっとも、テレシアは『剣聖の加護』こそ身に宿したままだったが、すでにその所属は王国軍から除籍され、一介の貴族令嬢──人妻へと転身している。そんな彼女に何の問題があるのかといえば、それは圧倒的な『剣聖』の知名度であった。

「テレシア様がテレシア様であると知られれば、市井に混乱が生じます。それはテレシア様も本意ではないはず。ですから、注意に注意を重ねましょう」

　とは、テレシアの旅行に同行し、久々に従者としての役目にやる気を燃やすキャロルの意気込みだった。その気負いすぎなキャロルに、テレシアは少し気け圧おされる。

「あ、あの、キャロル？　ちょっと鼻息が荒くない？」

「テレシア様を自由に飾り付けていいなんて、従者冥みよう利りに尽きます……。結婚式でも腕を振るいましたが、私の全霊でテレシア様を愛らしくしてみせます！　お覚悟を！」

「あーれー」

　されるがままのテレシアを、キャロルが意外なほど芸達者に飾り付ける。この女騎士、自分を飾るのは嫌がるくせに、テレシアを着飾るのには本気を出した。

　結果、テレシアの仕上がりは彼女の特徴的な魅力を控えめにしつつ、その可か憐れんさと上品さをむしろ高めた魔性へと昇華される。

「これを、あの男の前に差し出すのだけが私の一番の苦痛です……！」

「そんな大げさな……旅行中、ヴィルヘルムとはあまりケンカしないでね？」

　歯は軋ぎしりするキャロルに苦笑し、テレシアは姿見に映した自分の姿に感嘆する。

　目立つ赤髪はつば広の白い帽子で印象を弱め、代わりに裾すそ丈の長いワンピースと、スカート部分に施された見事な刺し繍しゆうが人目を惹ひく。

　これで龍りゆう剣けんを持ち歩かなければ、誰も自分を『剣聖』などとは思うまい。

「さすが、キャロル。うんうん、すっごく満足したわ」

「それは良かったです。では、旅行の準備を……」

「──その前に、キャロルもおめかししないと不公平よね」

「ぇ」

　笑顔で振り向くテレシアに、その笑顔を見たキャロルが硬直した。

　じりじりと後退するキャロルを、テレシアはまさに深窓の令嬢といった装いのまま壁へ追い詰める。そして、逃がすまいと両腕を広げ、

「さあ、あなたも観念して女の子しちゃいなさい！　私ばっかり恥ずかしいのはダメよ」

「お、お許しください、テレシア様！　私のような厳いかつい女がめかし込んでも……」

「なんて馬鹿なこと言ってるの！　ほら、ほらほら、ほらほらほら！」

「あ、あーれー」

　そんな微笑ほほえましい幕まく間あいを挟んで、夫婦の新婚旅行はようやく決行と相成った。
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　新婚旅行の日程は、なんとも豪気に二ヶ月もの時間が与えられた。

　それにもジオニス陛下の配慮が関係していると聞いたが、感謝の言葉を積めば積むほど厚遇されるので、これ以上を恐れて謝意は後日纏まとめて伝えることとした。

「それでも、王国をぐるっと一回りなんてとてもできないけど……」

「北やら東やらは、いっても特段目につくもんもない。今回は見送れ」

「だけど、トリアス領は王国の北でしょう？」

「……今回は見送れ。新婚旅行でこられても迷惑がられるだけだ」

　旅程にトリアス領──すでに滅んだため、元トリアス領だが、ヴィルヘルムの故郷を入れようとするテレシアを窘たしなめる。祖先と家族の眠る地だが、結婚の前にも一応の挨あい拶さつに足を運んでいる。頻繁に訪ねられては死者も迷惑というものだ。

「わかりました。じゃあ、ヴィルヘルムの言う通りにするけど……西と南、どっち？」

「西にいけば水門都市。南にいけば地竜の都と商業都市、か。好きに選べ」

「んー、んー、んんんー……！」

　選択権を委ゆだねられ、悩みに悩んだ結果、テレシアはカッと青い目を見開いた。

「──初めての旅行は、南にいきますっ！」




　王都を竜車で出発し、夫婦は最初に『フランダース』へと進路を取った。

　フランダースは地竜発祥の地と言われており、多様な地竜が生息するハイクララ高原に存在する都市だ。そこで生まれた地竜は国内だけでなく他国でも重宝され、一大地竜産業の地として栄えることで、ルグニカ五大都市の一つにも数えられている。

「神しん龍りゆうボルカニカが、初代剣聖レイドや賢者シャウラと友ゆう誼ぎを結んだのも、フランダースだったって言われてるわよね」

「やたらと地竜が生まれるのは、そのときに神龍が何かの恵みをもたらしたからなんて話は聞いたことがあるな。さすがに眉まゆ唾つばだとは思うが」

「でも、本当だって信じると、なんだかすっごくワクワクしてこない？」

　目を輝かせて華やぐテレシアに、ヴィルヘルムは胸の感慨を堪こらえて苦笑した。




　フランダースは、『地竜の都』の異名に恥じない情景で三人を出迎えた。

　広い都市中、どこへいっても地竜の存在があるのは当然として、この都市ではあらゆる都市機能の動力源を地竜に依存しているのだ。

　一例としてわかりやすいのが、巨大な回し車を回転させる地竜動力か。回し車に入った地竜が走り、水路の循環や跳ね橋の上げ下げにその動力を利用している。

「最近だと、王都でも魔鉱石を使った魔法灯をちらほら見かけるけど……」

「逆にこっちじゃ魔法灯は見かけないな。この回し車も、王都じゃ見たことないが」

「王都での地竜の役目は、ほとんど荷運びや人の運搬に終始している。この手の動力に回せるほど、地竜の数にも恵まれていない。王都の地形も、これを活いかすのに適しているとは言えん。この地ならではの特色だと……なんだ？」

　テレシアとヴィルヘルムの会話に、やけに饒じよう舌ぜつだったキャロルが怪け訝げんな顔をする。その視線にヴィルヘルムは「いや」と肩をすくめた。

「妙に賢い説明が出てきて驚いただけだ。物知りだな」

「お前に素直に褒められるのは釈然としないな。……ただの受け売りだ」

「グリムくんの？」

　答えたくない、とキャロルが顔をしかめた。それが答えだった。




　フランダースでの滞在期間は十日間、その時間を三人は悠々自適に楽しんだ。

　とはいえ、楽しんだのは主にテレシアとキャロルの二人であり、景色を楽しむ感受性に疎いヴィルヘルムは、基本的には女性陣に付き添う形だ。もっとも──、

「──ねえ、ヴィルヘルム！　見て！　すっごくいい景色よ！」

　地竜に跨またがって高原を駆け抜け、山やま間あいに落ちる夕日を指差したテレシアが笑う。

　景色に心惹ひかれなくとも、その絶景に破顔するテレシアには心惹かれる。その隣に同じく地竜で並びながら、微笑ほほえむ横顔を見つめるだけでも十分に。

　ヴィルヘルムも、この旅行を満喫している実感を得られ、頬ほおを緩めるのだった。

　ただし、旅行に不満な部分もある。例えばそれは、宿の部屋割りだ。

「それにしても、旅行中の宿を二部屋取るのはいいが、部屋割りを俺とお前たちで分けるのはどうなんだ？　俺とテレシアの旅行だぞ」

「貴様、テレシア様と同どう衾きんして何を目もく論ろんでいる……」

「言っておくが、同衾は屋敷ではいつものことだ。お前の懸念は手遅れなんだよ」

「貴様ぁ──！」

「まったくもう！　ケンカするの禁止！　きーんーしー！　ヴィルヘルムもキャロルを挑発しないで！　もう一緒に寝てあげないわよ！」

　そんなやり取りを重ねたフランダースでの日程も消化し、宿を引き払った三人はその足で次なる都市、『ピックタット』へと竜車を走らせた。なお、その道中──、

「ちなみに、フランダースの近くにアストレアの実家があるんだけど……」

「いい」

「お母様とお父様も、お屋敷に戻ってるんじゃないかなって……」

「いい」

　と、そんな会話と寄り道禁止の約束が交わされたことも付け加えておく。

　そうして、少しの遠回りで立ち寄れるアストレア邸の存在から目を逸そらし、竜車は風ふう光こう明めい媚びな土地として知られるピックタットへ──物語の舞台へ、到着した。
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『ピックタット』はルグニカ王国五大都市の一つであり、他国との交易を主流とした商業で栄える一大都市だ。

　都市は東西南北、それに中央と五つの区画に分けられていて、それぞれの区画には取り扱う商品の違いや、独自の規則などが存在している。そのため、五つの区画はいずれも別の町、別の土地のような特色で成り立っているのが特徴だ。

　その中でも、中央区には富裕層や余よ所そからの滞在者向けの施設が多く軒を連ねる。旅行者であるヴィルヘルムたちの宿も、慣例に従って中央区で取ったのだが──、




「──お父様の馬鹿！　もう知らない！」

　早朝の宿に高い美声が響き渡り、庭園で羽を休めていた小鳥たちが一斉に飛び立つ。

　驚く小鳥たちの囀さえずりが遠ざかると、世界が一瞬の静寂に満たされた。しかし、その一瞬がほどけると、慌てて動き出すのは長身痩そう躯くに髭ひげを生やした男性だ。

　というか、ベルトールだ。

「ま、待て、テレシア。そんなに怒ることないだろう？　思わぬところで父と遭遇し、むしろ驚いたあとで感動して、この胸に飛び込んでくるところでは……」

「なんでお父様っていつもそうなの！　今回ぐらいは弁わきまえてくれると思ったのに、信じてたのに！　裏切って……ひどい！　ひどいひどいひどい！」

「ええええ!?　そんな泣きそうな顔するぐらい!?」

　都市の中央区で最上級とされる宿、『金きん狼ろうの酒しゆ杯はい』の入口で、テレシアとベルトールは約半月ぶりの口論を繰り広げていた。テレシアの剣けん幕まくにたじたじになるベルトール。その姿に、興奮するテレシアの肩を支えるキャロルも冷酷な一いち瞥べつを向けた。

「娘夫婦の新婚旅行に先回りする……ベルトール様、さすがにどうかと」

「キャロルまでそんな顔をするのか!?　旅先で家族に会って、心温まる感動に思わず涙するんじゃないの!?」

「しない、しません、するはずないでしょう！　お母様はこれを許したの？」

「いや、ティシュアは反対していたんだが……その、試されてるのかと思って……」

「ええ、試されてるわね。今、私の忍耐力が試されてる！　お父様に！」

　萎しおれていくベルトールを見るに、どうやら今回はティシュアは同行していないらしい。彼が単独行動するところは初めて見たが、ティシュア不在の状況はいつも以上に何をやらかすのかわからない緊迫感があった。

「落ち着け、テレシア。きちまったもんは仕方ない。まさか部屋まで一緒ってわけじゃないんだ。お父上も、会えて気は済んだだろう」

「え……私も、ここに部屋を取って……」

「──お父上も、気は済んだだろう」

　粘ろうとした顔を覗のぞき込み、ヴィルヘルムは剣気でベルトールを黙らせた。

『剣聖』の家長は一瞬耐えかけたが、すぐに顔を青くして首を縦に振る。あまり義理の父に行儀のいい態度ではないが、この場は嫁に肩入れして当然だろう。

「はぁ……お父様、お母様にはなんて言ってここへきたの？」

「ティシュアには公務の一環と話してある。この都市の西区にある商家に、頼んでいた品が届いたと報しらせがあってな。それを取りにきて……そう、そちらが本当の目的だ」

「じゃあ、本命の目的のついでに私とヴィルヘルムの邪魔をしに……」

「もうどっちを言っても怒るのか！　どうすればいいんだ！　謝ればいいのか！」

　謝ればいいのだが、ベルトールは無駄な意地が邪魔して謝れない。

　再び言い合いを始めそうな親子を前に、ヴィルヘルムとキャロルは頷うなずき合った。それからヴィルヘルムがテレシアを、キャロルがベルトールを掴つかんで二人を引き離す。

「ヴィ、ヴィ、ヴィルヘルムぅ……」

「わかってる。わかってるから、まず落ち着け」

　情けなさで涙目になるテレシアに、ヴィルヘルムは静かに言って目を合わせる。

「もういっぺん言うぞ、落ち着け。感情的になるな」

「でも、さすがに今度という今度は……」

「我慢できないなら、お前の代わりに俺が怒る。その顔も俺以外に見せるな。お前が感情的になるのは俺だけでいい」

「そんなの勝手……ぁう。え、あの、その……」

　息のかかる距離での語りかけに、直前まで怒り心頭だったテレシアから急激に勢いが抜ける。彼女の顔は赤いまま、しかしその成分は怒りではなく、羞しゆう恥ちと照れが一気に勢力を増したものだった。

　その様子にヴィルヘルムは安あん堵どし、もう一方の厄介者へと目を向けた。

　そちらではキャロルが「ティシュア様に言いつけますよ」の一言で、無事にベルトールの降参を勝ち取っていた。それもどうなのかと思うが。

「では、ベルトール様もご納得いただけたところで、さっそくお見送りを……」

「待て待て待て、キャロル！　一刻も早く帰そうとしすぎだろう！　私にはここで入用のものがあるのだ。テレシアの旅行に加わるのだけが目的ではない！」

「お父上、言葉には気を付けてくれ。いい加減、俺もテレシアを止める気が萎なえてくる」

　さりげなく野心を暴露したベルトールに、テレシアが再び炸さく裂れつするのも時間の問題だ。早々に、その目的とやらを終わらせてお帰り願うのが得策だろう。

「……それで、お父様は何が欲しくていらしたんですか？」

「な、なんだか棘とげのある話し方だな……うむ、それがだな」

　じと目になる娘にびくつきながら、ベルトールは自分の髭ひげに指で触れた。それから少しだけ恥ずかしげに目を伏せ、

「──ティシュアの髪飾りだ。結婚の、記念日がもうすぐなのでな」
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「お父様、毎年必ず新しい髪飾りをお母様に贈るのよ。お母様も、大事な日には必ずその年に贈られた髪飾りを付けてて……そこだけは、お父様を素敵だと思うわ」

　上目にちらりとヴィルヘルムを見て、テレシアがそんな風に薄く微笑ほほえむ。

　その微笑みは言外に、「ヴィルヘルムも見習ってほしい」とした意図が見え隠れしていたが、それ以上に言外に「そこ以外のお父様はひどい」と言ってしまっていた。

　ともあれ、ベルトールの目的は至極真っ当だったため、その贈り物を受け取りにいくことを止める理由はない。西区へ向かい、そこで懇意にしている商家から品物を受け取るだけの話だ。さしものベルトールも、厄介事の持ち込みようがあるまい。

「なのに、どうして俺たちがそれに付き合ってやる必要があるんだ？」

「仕方あるまい。テレシア様の同行は、ベルトール様たっての願いだ。この小さな頼み事を断った結果、旅行に粘着されたとあってはたまらない」

「お前も、雇い主の家長に遠慮なく言うな……」

　大通りを並んで歩きながら、キャロルの嘆息にヴィルヘルムは頬ほおを引きつらせた。

　ヴィルヘルムとキャロルの取り合わせは、この旅行中でも珍しいものだ。

　そうなった理由は、前を行く親子が仲良く腕を組んで歩いているためである。ちなみにそれはベルトールの要求ではなく、自然とそうなったものだった。

「テレシアの奴やつ、あれだけ言うわりにはお父上に懐いてるな」

「懐くなどと、小動物のような言い方はやめろ。大体、お二人の仲が良いのは見ていればわかるだろう。特にベルトール様は、テレシア様を目に入れても痛くないほど可愛かわいがっておいでだ。実際に目に入れようとされたこともある」

「結果は目に見えてるぞ」

　うっかりテレシアの『死神の加護』が働かなくてよかったと思う。そんなことが理由で父親の視力を奪っては、テレシアの尽きぬ後悔が際限なく膨れ上がるところだ。

　そんな感慨を抱きつつ、ヴィルヘルムは前を歩く親子の様子に目を細める。声だけ厳格なベルトールに、テレシアが膨れた顔をして、すぐに花が咲くように笑った。

「……『剣鬼』にしては、ふやけた顔をしているな」

「俺も、『剣鬼』である必要のないときぐらいはそうなる。テレシアとお父上がまともに会話する姿なんて、まさか見られると思ってなかったしな」

「それは……そうかも、しれんな」

　何かにつけて噛かみつくキャロルも、今日ばかりはヴィルヘルムに賛同した。

　ともかく、ひとまずテレシアとベルトールの親子関係は修復された。──あるいは、最初から修復など必要なかったのかもしれない。

　そうして親子関係に目を光らせる必要がなくなれば、ヴィルヘルムも適度に物珍しい都市の様子に興味を向ける。見た目は王都の商業街に近いものがあるが、その活気は内戦の影響で陰った王都とは段違いに熱がある。

　通りには商店や露店が立ち並び、飛び交う威勢のいい声は溢あふれんばかりの生命力の賜たま物ものだ。長く続いた戦乱の疲弊も、この都市には無縁のものだったらしい。

「騒がしい街だな」

「肌に合わない、か？　だが、これがテレシア様の守ったものの確かな形だ」

　短いヴィルヘルムの呟つぶやきに、キャロルが真面目まじめぶった顔でそう応じた。その答えに嘘うそはない。この活気も、『亜あ人じん戦争』の魔手が届いていたとしたら今頃は。

「あいつは、自分を責めてばっかりだからな」

「テレシア様にとって、救われた声より奪った物言わぬ視線の方が重い。私にとっても歯は痒がゆいが……それを覆せるのは、やはりお前だ」

「────」

「それをはっきりと痛感した。この旅行は、私にとってもけじめのようなものだ」

「けじめ？」

「……旅行が終わって王都に戻れば、わかることだ」

　視線を合わせず、常の仏頂面のままキャロルは言った。その真意を探ろうにも、キャロルは硬い鎧よろいを着込んで、その感情の裏側を見せない。

　王都へ戻ればわかる。堅物だが、その言葉は信じられる。ヴィルヘルムはそう考えた。

　そして、そんな珍しい会話を重ねながら、一行が小一時間も歩いた先だ。

「ここが、頼んでいた店だ」

　ベルトールが足を止めたのは、西区に入ってすぐに目につく一軒の商店だった。彼の言葉に顔を上げ、ヴィルヘルムはその店構えをざっと眺める。

　店舗はそれなりに大きく、扱う商品も衣類から食料品まで様々だ。キャロルの話だと、ピックタットでは商える品物の種類が、その店のわかりやすい格付けらしい。その理屈に従えば、ここは都市でもなかなかの大おお店だなと言えるのではないだろうか。

「スーウェン商会……」

「気鋭の商家だ。数年前、当家に直接商談に訪れたのが付き合いの切っ掛けでな。以来、ティシュアへ贈る髪飾りのことは、ここの店主に相談することにしている」

「話には聞いてたけど、くるのは初めてね。お父様、いつも一人でこっそりくるのに」

「贈り物は一人で選ぶものだ。それが、愛情を確かめる一番の方法だからな」

　テレシアのからかいの眼まな差ざしに、ベルトールは照れもなく堂々とそう答えた。その答えにテレシアは一瞬驚いて、すぐに自分を恥じるように目を伏せる。

　臆面もなく、妻への愛を形にしようとする姿勢は立派なものだ。ベルトールとティシュアの夫婦関係にも、見る目が少し変わってくる気がする。

「ヤクトル・スーウェンはいるかね？　約束した、ベルトール・アストレアだが」

　娘夫婦の視線を余よ所そに、店先に立つ若い店員にベルトールが声をかける。馴な染じみの客の訪問に、店員は「少々お待ちを」と店内へ早足に戻っていった。

「すまないが、ヴィルヘルムくん。私はこれから妻への贈り物を選ぶが……君とキャロルは席を外してもらえないか。気恥ずかしいわけではないが」

　店員が戻るのを待つ間、ふと振り返ったベルトールがそんなことを言ってくる。その頼みにヴィルヘルムは眉まゆを上げ、「俺は構わないが……」と言葉を継ぎ、

「テレシアは残した方がいいのか？」

「テレシアと一緒に髪飾りを選びたいんだ。少しは私の心中を酌んでくれ」

　ついさっき、贈り物は一人で選ぶと言ったベルトールの言葉に理不尽を感じる。

「私は了解！　ほ、ほら、ヴィルヘルムはキャロルとちょっとお出掛けしてきて。私以外の女の子と出歩く機会、きっとこれが最後よ？」

「そんな機会、最初も最後もいらねえ」

「ええい、いいからこい！　テレシア様、ベルトール様！　それではしばしお時間を。また後ほど、この店で！」

　対抗心を燃やしかけたヴィルヘルムを、キャロルが強引に引っ張っていく。その力に抵抗しようとしたが、手を振るテレシアの苦笑にその気が萎なえた。

　仕方ない。花嫁の父親の、最後のワガママだと思って、この場は見逃そう。

「……本当に、最後のワガママなんだろうな」

「ベルトール様との付き合いは、これがこの方の最後の願いだ……と、言い聞かせながら付き合わなければやっていけない。肝に銘じろ」

　嫌すぎる教訓を授けられて、ヴィルヘルムはしかめっ面でキャロルと店を離れた。

　最後にもう一度、テレシアとベルトールの残る店先を振り返る。テレシアはこちらが見えなくなるまで、ずっと手を振っていた。




　──このときこの場を離れたことを、ヴィルヘルムは長く悔やむこととなる。
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　──キャロルに腕を引かれ、仏頂面のヴィルヘルムが人混みの彼方かなたに消える。

「テレシア、ここまでの旅行はどうだった？」

　と、それを見計らったように、ベルトールがテレシアの横顔に問いかけた。それを受け、テレシアは指を自分の唇に当てると、

「すっごく楽しかった。想像通り……ううん、想像以上に」

「一月以上も旅をすれば、普段の生活の中では見えてこないものも見えてくる。屋敷でのヴィルヘルムくんの振る舞いに問題はないかもしれないが、旅の最中はどうだ？　旅先の女性に目を向けたり、店員に横柄を働いたり、楽しんでいるテレシアを『もう帰ろう』なんて言って困らせるようなことは……」

「大丈夫よ、お父様」

「しかし……」

「お父様」

　食い下がるベルトールに、テレシアは静かに父を呼んだ。その湖面を映したように澄んだ青い瞳ひとみを見て、ベルトールは何かを察した顔で黙り込む。

　ひどく物分かりが悪く、察しが悪く、人の気持ちを推し量るのも苦手な父だが、それでもベルトールは人の親だ。娘の気持ちは、すぐにわかる。

「確かに、この旅でヴィルヘルムの普段見れないところをたくさん見ました。他の女の子に色目を使ったり、興味のない場所で嫌そうな顔したりなんてご心配はありません。人にあんまり素直に優しくできないのは……これから直したいけど」

　くすくすと、テレシアは旅の間の出来事を指折り数えながら回想して、

「でも、いつもは見れないヴィルヘルムのことをたくさん知れて、私はもっと、あの人のことを好きになりました。あの人で良かった。あの人だから、いいの」

「────」

「お父様、私は恋をしています。ヴィルヘルムを愛しています。あの人の全部が、胸を温かくしてくれてたまらない。──私は、幸せです」

　だから、と言葉を継いだ。押し黙り、目に強く力を入れる父を見つめて、

「──お父様、これまでずっと、心配してくれてありがとう」

　微笑ほほえみ、テレシアは感謝と親愛を込めて、自分のできる最高の祝福を報告した。

　その愛まな娘むすめの返答に、ベルトールは息を呑のむ。それから、彼は自分の口に手を当てて、

「私は……お前が、幸せになってくれれば、それで……それだけで、いいんだ」

「はい」

「お前は、私とティシュアの子だ。テムズと、カルランと、カジレスの家族だ。私には、お前を幸せにする責任がある。それを……」

「はい」

「それを、果たせたのか……？」

「──はい」

　震える父の声に、テレシアはただただ愛を以もつて答えた。

　それを最後の切っ掛けに、ベルトールの感情が決壊する。彼は口を覆っていた手を自分の目に当て、その瞳ひとみからボロボロと大粒の涙を流し始めた。

　これだけ人通りの多い往来で、中年の男性が大泣きする姿に人目が集まる。だが、テレシアはそれを恥と思わず、父の傍かたわらに寄り添い、そっとハンカチを差し出した。

　ベルトールはハンカチを受け取り、盛大に鼻をかんだ。それからハンカチを返され、テレシアはそれを仕方なく懐に戻した。あとで処分しようと思った。

「お前が幸せなら、それでいい。この旅行で、それがわかってよかった。ずび」

「ええ、ありがとう、お父様」

　最後に啜すすった鼻の音は無視して、テレシアはベルトールの言葉に深く頷うなずいた。

　周囲の人目も、ベルトールが泣き止やんだのを見て興味を逸していく。その物見高い態度に苦笑しつつ、テレシアは店に振り返り──、

「あ、お待たせしてごめんなさい。お店の方よね？」

「え？　あ、ああ、その通りです。ええと、この商家の代表してます、ヤクトル・スーウェンです。以後、お見知りおきを」

　そう言って、テレシアに頭を下げたのは灰色の髪をした細面の人物だ。年齢はテレシアより少し上だろうか。その歳としで商家の代表と名乗られたことに驚く。それと同時に、この人物がベルトールと懇意にしている商人なのだとも。

「ヤクトルか。見苦しいところを見せてすまない」

「いえいえ、見苦しいなんてとんでもありません。親と子の大事な対話、僕も思わず目頭が熱くなるものがあったぐらいで。……むしろ、心苦しいのはこっちの方です」

「心苦しい？」

　青年──ヤクトルが頭を下げ、その発言に不審を覚えてテレシアは眉まゆを寄せる。

　しかし、その不審の答えはすぐ、答え自身の方から姿を現した。

「──いつまで無駄話をしている。愚物共が、貴重な余の時間を浪費するな」

　尊大な声が店内から届いて、テレシアはそちらへと目を向ける。店の陳列棚が並ぶ通路の奥、そこには店舗の最奥へ通じる扉があるが、声の主はその前に立っていた。

　長身で、異様に整った怜れい悧りな顔立ちの男だ。年齢は三十前後、艶つやめく濃い紫の髪をしていて、一目で高貴な身分とわかる衣装と佇たたずまい──ただし、王国流ではない。

「す、ストライド様！　どうか奥でお待ちいただけるようにお願いしたはず……」

「戯たわけ、蒙もう昧まい。貴様の如ごとき卑しい商人が、何な故ぜに余の行いを縛れる。思い上がるのも大概にせぬと、その、物の見極めだけが取り柄の目をくり抜くぞ」

　ストライドと呼ばれた男が、その冷たく鋭い眼まな差ざしでヤクトルを突き刺す。その凍いて付く声と視線に、当事者でないテレシアの背筋を戦せん慄りつが抜けた。

　理解する。ストライドの発言には、一切の嘘うそがない。脅しですらない。──この男は、気に入らないと思えば、本当に相手の目を抉えぐることを厭いとわないのだ。

「……あまり、紳士的な態度とは言えぬようだ。いったい、何用かね？」

　ストライドの視線に震えるヤクトル、彼に代わってベルトールが前に出た。その姿勢には直前までの情けない素振りは微み塵じんもない。アストレア家の当主として、『剣聖』の家系に相応ふさわしい覇気がその横顔に漲みなぎっている。

　そのベルトールの覇気を受け、ストライドは意外そうに眉まゆを上げると、

「ほう。女々しく喚わめいていたと思ったが、存外に気張るものだ」

「不当な侮辱とあれば、こちらも相応の態度で報いなければならん。何かしらの用件があるなら早々に告げることだ。でなければ、話し合いでは済まなくなる」

「話し合いでは済まなくなる、か。──それは重畳。こちらも望むところよ」

「なに？」












　剣けん呑のんなやり取りに付け加えられる喜き悦えつ、その反応にベルトールが眉まゆを上げた。すると、そこへ青い顔をしていたヤクトルが唾つばを呑のみ込み、

「ベルトール様……ストライド様は、ベルトール様のためにご用意した品物をご所望なのです。もちろん、すでに買い手はついているとお断りしたのですが、それならば直接お話するとのことで……」

「こうして待った次第よ。くる、と知れていた故に待つのも耐えたが、まさか店先で茶番を始めるとは思わなんだ。背中が痒かゆくなるような三文芝居をな」

「ちょっとあなた……」

　ヤクトルの説明を遮さえぎり、冷笑したストライドにテレシアは腹を立てた。その言われように、直前のベルトールとの心の通い合いを否定されたからだ。

　父の愛を、不器用なベルトールの親愛を馬鹿にされて、黙っていられなかった。

　しかしそれは──、

「……これは何のつもりだ？」

「ルグニカ王国の流儀に従い、決闘を申し込んだのだ。帝国の若き狼おおかみよ」

　目を細めたストライド、その足下に白いハンカチが落ちている。それはベルトールが投げつけ、ストライドの胸に当たって床に落ちたものだ。

　それが示す作法はベルトールの語った通り──正当な、決闘の申し込みだ。

「お父様……！」

　その事実にテレシアが息を呑み、ヤクトルがますます顔を青くする。だが、ベルトールの勇壮な面差しは微み塵じんも揺るがず、それを受けるストライドもまた同様だ。

「一度起こした無礼、あとには引けぬぞ」

「引くつもりなど欠片かけらもない。貴様は我が娘を侮辱し、さらに私が妻へ贈る品物まで横取りせんとする盗人ぬすつと風ふ情ぜいだ。断じて、許すことなどできない」

「はっ！　言ったものよ。それほどの大言、よくぞ言った！」

　声を高くし、ストライドの表情に熱が生まれる。それまでの冷酷の色をなくし、ストライドは敵意に目を輝かせ、ベルトールを睨にらみつけた。

「お、お父様！　ダメよ！　そんなことしても……」

「止めてくれるな、テレシア。私も王国貴族だ。私もアストレアの男だ。私も剣を振ることに焦こがれたことのある男だ。──何より、私は夫で、父親だ」

「──っ」

　引くことなど選択肢にないと、ベルトールはテレシアの制止を振り切った。その父の決意と覚悟に、テレシアもそれ以上の言葉を募らせることができない。

　必死に、テレシアは懸命な目をストライドへ向けた。その立ち姿から、いったいこの男がどれだけ『できる』のかを見極める。『剣聖の加護』を授かったテレシアには、一目で相手の力量を見抜く眼力がまだ備わっていた。その眼力の答えは──、

「──え」

「不ぶ躾しつけな目を向けるな、女。無礼者の娘は躾がなっていない。だが、その無礼千万な目で見えたか？　余が、決闘など到底できぬ体であると」

「……どういうことだ？」

　声に詰まったテレシアに、ストライドがひどく渇いた笑みを浮かべた。そのことに怪け訝げんな顔をしたベルトールへ、ストライドは「なに」と言葉を続け、

「余の体は病弱でな。剣は無論、駆け回ることも容易ではない。これで決闘などと、結果の見え透いた無惨なものよ。で、あろう？」

「それは、そうかもしれない、けど……」

　テレシアの目が見たものを、ストライドは自ら朗々と口にした。その言葉は正しい。テレシアの目は、ストライドの肉体が激しい運動に耐え切れないと見抜いている。

　ならば何な故ぜ、この男は決闘を受けたのか──、

「──故に、挑まれた決闘に余は、代理を立てる。貴様の意気に免じてな」

　代理、とストライドが口にした途端、テレシアは弾はじかれたように振り返っていた。

「────」

　そこに、先ほどまではありえなかった人影がある。巨きよ躯くだ。見上げるほどの巨躯は二メートル近くあり、腰を曲げねば店の入口を潜くぐれない。全身を黒いローブですっぽりと覆ったその人影は、テレシアに危機感を促すほどに覇気を漲みなぎらせていて──、

「──余の代理よ。護衛代わりに連れてきた無頼だが、こういうときには役に立つ」

　戦せん慄りつするテレシアに、ストライドが残酷に、愉たのしげに、そう言った。

『剣聖』テレシア・ヴァン・アストレアと、『八やつ腕うで』のクルガンの邂かい逅こう。

　──これこそが、『ピックタットの銀ぎん華か乱らん舞ぶ』最初の火花の切っ掛けであった。





　　　　　９






　──その男を目にした瞬間、テレシアの本能は警鐘を打ち鳴らした。




　それは、いまだ『剣聖の加護』をその身に宿し、剣神の勝手な寵ちよう愛あいを受け続けるテレシアですら、戦慄を隠し切れない闘気への警鐘だった。

　分厚い筋肉の鎧よろいを、黒いローブで覆い隠した巨躯だ。その顔はフードに隠れて見えないが、巨躯の最大の特徴は腕──常人にはありえない、八本ものたくましい腕にある。

　悠然と、四対の腕を組んで仁王立ちする男──途と轍てつもない傑けつ物ぶつと、一目で理解した。

「──単なる商談と聞いていたが、此これは何のつもりだ、ストライド」

「図ずう体たいばかりで血の巡りが悪いぞ、クルガン。余が無用に騒ぐと思うか？　騒ぎにしたのは無礼千万のそこな連中よ。そら、護衛の本分を果たすがいい」

「クルガン……!?」

　低く、山が喋しやべったのかと錯覚する巨躯の重い声音に、ストライドが尊大に応じた。そのやり取りに、テレシアは声を上げる。

　巨きよ躯くの闘気、そして複数の腕──多腕族の『クルガン』となれば間違いない。

「ヴォラキア帝国の……『八やつ腕うで』のクルガン!?」

「ほう。余の体質を見抜いただけでなく、『八つ腕』の名も知っていたか。存外に……いいや、当然の目利きか。よく見ればそれなりに見目もいい。興味が湧わいてきたぞ」

「止めておけ。此この娘、彼方かなたの手に負える兎うさぎに非あらず」

「……ふん。禍まがつ血ちが主人に偉そうに意見する」

　テレシアに初めて興味を抱くストライド、それをクルガンが遮さえぎった。巨躯はフードを跳ね上げ、覆われていた顔かお貌かたち──青い肌に黒こく瞳どう、威圧感のある戦鬼の顔を見せる。

　そして、警戒するテレシアの青い瞳ひとみを覗のぞき込むと、

「清廉な立ち姿、常外の腕前と見受ける。彼方、名は？」

「────」

　一瞬、クルガンの問いかけにテレシアは返答を躊躇ためらった。

　相手の素性は明白だ。ヴォラキア帝国の『八つ腕』といえば、帝国最強の名をほしいままにする闘神の呼び名だ。彼の勇名は広くルグニカ王国にも知れ渡っており、逆のことはテレシア──『剣聖』テレシア・ヴァン・アストレアにも言えた。

　ここで迂う闊かつに名乗れば、『剣聖』と『八つ腕』が邂かい逅こうすることになる。それが結果、何に繋つながるかテレシアには判断できず──、

「──私の娘に不ふ埒らちな目を向けられては困る。娘は新妻だ。許し難いことに。そして、これは私と彼との問題、代理である貴殿も例外ではないぞ」

　その逡しゆん巡じゆんに割り込み、前に出たのはベルトールだ。彼は愛まな娘むすめであるテレシアを背後に庇かばい、決闘を挑んだ当事者としての責務を果たさんとする。

　その気迫を受け、クルガンはベルトールへと視線を向け直し、

「……その気概、見事。然しかし、彼方では此方こなたの相手にならぬ」

「相手を見て、都合よく出し入れできるものが剣士の誇りと呼べるかね？」

「──成程。此方が無粋であった。許せ、王国の剣士よ」

　ベルトールの澄んだ決意に、クルガンは感じ入った様子で頭を下げた。帝国最強がベルトールに謝罪する、その光景にテレシアは言葉を失った。

　この瞬間、置かれた状況を忘れ、テレシアは父の姿を誇りに思った。

　剣才には恵まれず、普段の振る舞いも勇壮とは程遠く、過保護で空気の読めない性格に何度も腹を立てたが、それらを帳消しにする輝きがそこにあった。

「代わりに、と聞くも礼を失するが、彼方の名は？」

「……ベルトール、だ。『八つ腕』のクルガンよ」

　家名を名乗らず、ベルトールはアストレア──『剣聖』の家系であることを隠した。それは取りも直さず、父もテレシアと同じ懸念に達している証拠だ。

　その親子の様子に、ストライドが「ふん」と退屈そうに鼻を鳴らした。

「手間取るものだ。血縁の情か……余にはわからぬ理ことわりよな。貴様より、娘が剣を持つ方がよほど道理に適かなっていように」

「────」

「それとも、本気で剣を捨てさせたのか？　だとしたら、貴様は正気にないな。それを許したルグニカ国王も、聞きしに勝る暗君よ」

「す、ストライド様!?　こ、ここは王国都市ピックタットですよ!?」

　声高にベルトールを、そしてルグニカ国王を罵ば倒とうしたストライド。その言動に泡を食ったのは、この諍いさかいに巻き込まれるヤクトルだ。自分の店を決闘の舞台にされて青い顔をするヤクトル、その青年にストライドは「くはは」と笑う。

「愚物の物差しで陽よう剣けんの血を計るな、無礼者が！　足下の土が何処いずこであろうと、陽光の届く場に余らが怖おじる理由などない。──そら、決闘だ。決闘をするぞ！　余の代理である『八やつ腕うで』と、『剣聖』に代わって剣を取る身の程知らずとの果たし合いよ！」

「──ッ！　最初からわかってて……」

　興の乗ったストライド、その発言に隠れぬ悪意が透けて見えた。

　ストライドは最初から、テレシアとベルトールがアストレアの関係者だと──否いな、テレシアが『剣聖』だとわかった上で、因縁を付けてきたのだ。

　それは、帝国人であるストライドに悪心がある証拠に他ならない。

「両国の関係悪化が狙ねらいか!?　ならば、私はこの決闘には……」

「手を引く、と？　なれば余らの総取りか。一向に構わぬぞ。王国貴族を名乗った恥知らずのベルトール。貴様は自ら挑んだ決闘で、怯きよう懦だに負けて逃げ延びたのだ。娘共々、恥辱に塗まみれながら家名に泥を塗るがいい。お似合いだ」

　なんと流りゆう暢ちように他者を罵ののしり、貶おとしめる男であることか。

　怜れい悧りな顔に残忍を宿したストライドに、テレシアは激情で頭が真っ白になった。これほど父を馬鹿にされて、なお泣き寝入りするしかないというのか。

　だが、テレシアの覚える義憤は、同じようにベルトールもまた覚えているのだ。

「テレシア、私は」

「ダメ……！　絶対にダメよ、お父様。堪こらえて、お願い。だって、殺されちゃう……」

　家名や自分のことより、テレシアの名誉を気にするベルトール。その袖そでを引き、テレシアは桜色の唇を噛かんで、嫌々と首を横に振った。

「──戦いに手心は加えぬ。其それが此方こなたの敬意だ」

　親子の苦悩を見下ろし、闘神は重苦しい声音で告げる。

　武人としては尊敬に値する姿勢も、現状においてはこちらを追い詰める要因だ。恥を理由に憤いきどおれば、『八つ腕』は容赦なくベルトールを砕く。

　そうなる前に、テレシアは苦悩する父を連れ、相手に場を譲ろうと──、

「貶められる父に代わり、剣を取る気概もないか。どうやら、今代の『剣聖』はよほどの臆おく病びよう者ものか。でなくば、貴様の夫はさぞや寝台で女を虜とりこにする術すべに長けていたのだな」

「──っ」

　次の瞬間、硬い音が通りに響いた。

　肉を骨が打つ音が鳴り、弾はじかれたようにストライドが後ろへ倒れる。男の青白い頬ほおに突き刺さったのは、憤慨に瞳ひとみを燃やした男──ベルトールの拳こぶしだった。

　父を馬鹿にされ、夫を馬鹿にされ、テレシアの我慢も限界に達した瞬間だ。そのテレシアより早く振り返り、ベルトールがストライドを殴り飛ばしていた。

　そして、瞠どう目もくするテレシアの前で、ベルトールがストライドに言い放つ。

「──ヴィルヘルムはアストレアの男だ！　断じて、彼への侮辱は許されん!!」

「……決闘の、狼煙のろしとしては十分よな」

　切れた唇から血を流し、吠ほえるベルトールを見上げるストライドが呟つぶやいた。

　直後、爆発的に膨れ上がる闘気がベルトールの真横に現れ、

「──見事」

　覚悟を称賛する言葉と共に、剛拳が放たれた。

「ティシュアに、すまないと言っておいてくれ」

「ま──」

　とっさに手を伸ばすテレシアの耳に、何な故ぜか父の声はひどく穏やかに聞こえた。
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　ヴィルヘルムが騒ぎを聞きつけて戻ったときには、全すべてが終わったあとだった。

「────」

　人垣を掻かき分わけ、通りに強引に体をねじ込めば、そこには血溜だまりが待ち受けていた。出血量は多い。一目で命に関かかわる重傷者が出たのだとわかる。

　ぐるりと周りを見渡しても、そこに求めた人影はない。この店の前で別れたはずの、愛いとしい女とやかましい義父の姿が、どこにも。

「ヴィルヘルム！　治療院だ！　そこに、テレシア様とベルトール様が……」

　呼びかけに振り向けば、険しい表情をしたキャロルが店の主あるじと話していた。彼から事情を聞かされ、二人は最寄りの治療院へと急行する。

　そして、二人が息を切らして院に駆け込めば、待合室にいたのは──、

「──ぁ」

　呆ぼう然ぜんと、駆け寄る二人を見上げたのはテレシアだ。一見したところ、テレシアに外傷はない。代わりに、その薄桃色の装いは血に染まっていた。

　べったりと赤黒く、血ち塗まみれの誰かを抱いていたかのように。

「────」

　その姿に、ヴィルヘルムは声をかけるより早く細い体を抱きしめた。瞬間、何か言おうとしていたテレシアは、その強い抱擁に息を呑のみ、決壊する。

　嗚咽おえつをこぼし、テレシアは大きな瞳ひとみからぽろぽろと涙を流して、

「お、お父様が、お父様が……ヴィルヘルム……っ」

「泣くな。大丈夫だ。……お父上は？」

　頭を撫なでてやりながら問えば、テレシアが震える指を院の奥へ向ける。

「任せろ。お前はテレシア様を」

　そう言い残し、奥の院室にキャロルが入っていく。その背を見送り、ヴィルヘルムは嗚咽するテレシアを宥なだめながら、「何があった？」と声をかけた。

「騒ぎがあったって聞いて戻ったら、店の前は血だらけで、お前はこれだ。お父上のことも気掛かりだが、お前は……」

「私は、平気……でも、店で、帝国人の男と言い争いになって……ううん、違う。あれは最初から、私を狙ねらってて……なのに、お父様が……」

「お前を、狙って……？」

「お父様、ずっと耐えてた。相手の狙いがわかって、挑発に乗せられちゃいけないって気付いて……どんなに馬鹿にされても、だけど……ヴィルヘルムを、馬鹿にされて」

「────」

「お父様、ヴィルヘルムはアストレアの男だって……」

　胸に縋すがりつくテレシアに告げられ、ヴィルヘルムは言葉をなくした。妻の涙が胸元を濡ぬらしていく。その熱を燃料に、胸の奥で何かが燃え上がる気配がする。

　それが何なのか、はっきりとした形になる前に──、

「──テレシア様、ベルトール様の治療が済みました。お部屋の方へ」

「──っ」

　院室から戻ったキャロル、彼女の言葉にテレシアが弾はじかれたように顔を上げた。そのまま、ふらふらと院室へ向かう彼女にヴィルヘルムも続こうとして、

「ヴィルヘルム、少し話がある」

「──お父上の容体は？」

　呼び止めてきたキャロルに、ヴィルヘルムは短く問いかけた。それを受け、キャロルは自身の金色の髪に触れながら「良くない」とこぼし、

「運ばれた院にいた術師の腕が良かった。そのおかげで一命は取り止められたが……問題は傷ではなく、別にある」

「なんだ」

「──ゲートの疲弊が大きい。不自然にな。これはあれぞ、呪じゆ術じゆつじゃな」

　声は背後、待合室に新たに現れた男のものだ。年とし嵩かさの、ヴィルヘルムより十は上に見える痩せ細った人物だった。白の術着と佇たたずまいから、術師だろうと当たりを付ける。

「あんたは？」

「ガリッチ。たまたま院にいた術師よ。まあ、私のことはいい。それより、大事なのは呪術……それを解かねば、患者の命はないということよ」

「その、呪じゆ術じゆつってのは？　治癒術や魔法とは違うもんなのか？」

「それらの亜種、紛まがい物ものの類たぐいじゃ。ただ、どれも殺傷力が高い上に、かけられた相手は苦しんで死ぬ。底意地の悪い連中の十八番おはこじゃな」

「────」

　聞き慣れない『呪術』なる単語に、『死』を宣告されるベルトール。

　ガリッチと名乗った術師の言葉を静かに消化しながら、ヴィルヘルムは義父の眠る部屋へ目を向けた。そこで義父は今も、命を蝕むしばまれつつある──。

「──やった帝国人、それを見つけ出さねえと」

「や、やっと、追いつい……あ、足が、速すぎて、全然追いつかなく……っ」

　状況説明が終わったのと、待合室に息切れする青年が駆け込んだのは同時だった。その姿に目を向ければ、それは事件が起きた商店の主あるじ──つまり、テレシアとベルトールの身に何があったか、見ていたはずの第三者だ。

「はぁ……お二人に、いえ、皆さんにお伝えすることが……って、ええ!?」

「やったのはどこのどいつだ。素直に吐け。隠そうとするなよ」

「待て、ヴィルヘルム。口が利けるようにしろ。お前は手加減を忘れそうだ」

「それこそ待ったぁ！　庇かばい立てなんてしません！　僕は、伝言を頼まれただけです！　それをお伝えしに……お、下ろしてください」

　胸倉を掴つかまれ、壁に押し付けられた青年──ヤクトルを解放する。

　ヴィルヘルムとキャロルの二人に迫られ、怯おびえた彼はガリッチの後ろに隠れながら、

「お探しの、ストライド様たちは明朝、西区にある大橋で待つと。ベルトール様を苦しめる、『朱色の小指』は持参するとのことで……」

「その『朱色の小指』ってのは!?」

「わ、わかりません！　そう伝えろと、言われただけでして……」

　縮こまるヤクトルは、本当にそれ以上の情報は持たない様子だ。彼の言葉を吟味し、ヴィルヘルムはガリッチを見た。術師はその視線に頷うなずくと、

「患者の消耗は激しい。昼前までに呪術が解けんと、命が危うい」

「解くのが早いに越したことはない、はずだな」

「──ッ。明日の朝など待てるものか！　私は今日中に相手を見つけてみせる！　いくぞ、店主！　ついてこい！」

「ええ!?　僕がですか!?」

　限られた時間を悠長に費やせぬと、キャロルがヤクトルを掴んで院の外へ飛び出す。彼女の実直さは美徳だが、おそらく、見つかる期待は薄いはずだ。

　相手は『剣聖』を標的にし、呪術を用いて、時間と場所を指定までしてくる念の入れようだ。その相手を潜伏中に見つけるのは至難の業だろう。

「奥に、いっていいか？」

「患者に付き添っておるのは、お前さんの奥方じゃろう？　責任者には言っておく。今日はいたいだけ、傍そばについててやればいい」

　しゃがれた声や態度と裏腹に、人情味のあるガリッチの判断に首肯する。それから、遅れてヴィルヘルムは扉へ──ベルトールの院室へ入った。

　白く、清潔に保たれた部屋だ。中には寝台が四つある大部屋だが、ベッドは三つ空いており、埋まっているのはベルトールの一つだけ。

　患者服のベルトールは寝台に寝かされ、包帯を巻いた痛々しい姿を晒さらしている。そんな彼の手を握り、テレシアはじっと父の寝顔を見つめていた。

「こうやって、手を握ってあげると……少し、呼吸が落ち着くの。お父様ったら、苦しい顔するのも疲れたみたい。なんでも、長続きしない人だったから」

「……そう、か」

　静かに扉を閉める。ヴィルヘルムの方へ顔を向けず、テレシアは普段の声の調子を保ちながら話しかけてきた。努めて、平静に。

　辛つらいときほど強がる女だと、ヴィルヘルムはテレシアを知っていた。

　だから今も、きっと彼女は辛いはずなのだ。

「テレシア、お父上のことは？」

「……何か、おかしな魔法を。あの、帝国人の男が」

「呪じゆ術じゆつ、らしい。それを解かせないと、お父上の命が危ない。それを仕掛けた連中が、明日の朝に場所を指定してきた。俺はそこに……」

「──私も、いくから」

　ヤクトルに伝えられた条件、それにテレシアが気丈に反応した。しかし、それはヴィルヘルムにとって望んだ答えとは言い難い。

　テレシアの気持ちはわかる。だが、相手は『剣聖』に照準を定めてきている。そこへ彼女を連れてゆくことに、ヴィルヘルムは躊躇ためらいがあった。

　それが、テレシアとベルトールを天てん秤びんにかける行いになるとわかっていても──、

「──ヴィルヘルム、聞いて」

「テレシア」

「私は、『剣聖』だった女です。今も、アストレアの女。──アストレアの当主が、罠わなにかけられて傷付けられた。それは、雪すすがなくてはいけない」

　王国貴族としての、王国剣士としての、誇りや矜きよう持じといったものがそこにある。テレシアの口にするそれを聞きながら、ヴィルヘルムは息を詰めた。

　それは、誇りや矜持の重みに感じ入ったから、ではない。

　それらを理由に、建前に、自分を貫こうとするテレシアの涙目に、これまで以上の美しさを覚えたからだ。

　そして、その見み惚とれるほどに美しい瞳ひとみのまま、テレシアは言った。

「あなたは、アストレアの男よ、ヴィルヘルム。──他でもない、当主が認めた」

「……そう、か」

「私とあなたは、アストレアの男と女。──一緒に、いくから」

　テレシアの強い言葉に、ヴィルヘルムは天井を仰いだ。それからしばし考え込み、ゆっくりと、涙で満たされたテレシアの眦まなじりを指で拭ぬぐって、

「──そうだな」

　それだけ、短く答えた。
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　翌朝早く、ヴィルヘルムとテレシアは大橋の上に立っていた。

　仮眠は短く、しかし調子は悪くない。むしろ顔色が悪いのは、夜中都市を駆け回り、成果を上げられなかった自責と疲労に苛さいなまれるキャロルの方だろう。

「申し訳ありません、テレシア様……」

「いいの。大丈夫よ。全部、ヴィルヘルムが何とかしてくれるから」

　謝罪するキャロルと抱き合い、テレシアは根拠のない言葉で彼女を慰める。えらく簡単に言ってくれるものだと、ヴィルヘルムは腰の剣の柄つかを鳴らし、嘆息した。

　元々、新婚旅行の途中の出来事だ。生あい憎にく、強敵と死合うに足りる剣の持ち合わせは、ヴィルヘルムにもキャロルにもなかった。故に当初、ヴィルヘルムは粗悪品でも構わぬと、あり合わせの剣を片手に決闘へ向かおうとしたのだが──、




「──アストレア家の婿むこ殿どの、ヴィルヘルム様とお見受けします。こちらを」

「……これは？」

　そう言って、件くだんの帝国人の捜索に付き合わされ、キャロルに一晩中連れ回されていたヤクトルが、出発するヴィルヘルムに包みを差し出していた。

　受け取ったヴィルヘルムは、そのずっしりとした重みに眉まゆを寄せる。長物をくるんだ包みだが、手触りや重さで中身の想像はつく。──これは剣だ。

　問題はその出所だ。何な故ぜ、彼がここでヴィルヘルムに剣を手渡してくれたのか。

「おわかりとは思いますが、剣になります。大業物に属する名剣で……これから起きることを思えば、粗悪品を持たせるなんてあってはいけないことかと」

「そりゃありがたいが、あんたが肩入れする理由はないだろ」

「そんなわけありませんよ。ベルトール様はお得意様です。その上客が、自分の店で別のお客様と揉もめ事になった。……全すべて、僕の失態です」

「……奴やつらは、テレシアたちを狙ねらってた。あんたは貧乏くじを引かされただけだ」

「だとしても、ですよ。それに、その剣は何も罪滅ぼしにお渡しするわけじゃない。それは、元々あなたの剣です。渡す時期は少しズレてしまいましたが」

「なに？」

　思いがけない言葉にヴィルヘルムが驚くと、ヤクトルはわずかに眉まゆ尻じりを下げながら、

「娘婿への贈り物として、ベルトール様からのご依頼品です。奥様への髪飾りと同じようにご自分で選ばれました。──ですから、それはあなたの剣です。あなたが持つに相応ふさわしい剣、あなた以外が振るうべきではない剣です」

「────」

「こんなこと、僕に言う資格があるかはわかりませんが……どうぞ、ご武運を」




　そんな、商家の主人とのやり取りがあって、受け取ることになった剣だ。

　恐ろしく手に馴な染じむそれは、ベルトールの目利きの賜たま物ものだろう。刃渡り、重量、いずれも誂あつらえたかのようにぴったりと収まっている。

　故に、得物に一切の不足なし──あとは、不安材料があるとすれば、

「──先についていたか。余を待たせぬ配慮、当然のこととはいえ悪くはないぞ」

　風に乗って届く尊大な声音に、ヴィルヘルムたちが顔を上げた。橋の先、対極の位置に現れたのは、黒の装いを風になびかせる二つの人影──敵と、一目でわかった。

　冷笑を浮かべた貴族風の男と、四対の腕を組む巨きよ躯く──ストライドとクルガン、帝国の若き狼おおかみと、『八やつ腕うで』の揃そろい踏ぶみだ。

「いけ好かない野郎だ。帝国貴族の胸むな糞くそ悪さは噂うわさ以上だな」

「──。気付かなんだ。何やら余計な端役がいるな。凡夫に舞台に加わる許可を与えた覚えはないぞ。我が物顔でこの場に居座るな。図ずう々ずうしい」

「話が通じないのは十分にわかった」

「やめて、ヴィルヘルム。言い争いをしにきたんじゃないわ」

　ぞんざいな物言いに噛かみつけば、ストライドも残酷に双そう眸ぼうを細める。そのやり取りにテレシアが割って入り、彼女は強くストライドを睨にらみつけた。

「お父様にかけた呪じゆ術じゆつを解いて」

「呪術とは異なことを。決闘の邪魔立てをした上に、そのような言い掛かりまで付けてくるとは度し難い奴輩しやつばらだ。王国人の恥知らずぶりにはほとほと……」

「──ストライド、止やめよ。彼方かなたは時に迂う遠えんすぎる」

「は、遊興のわからぬ退屈な男だ。貴様らの狙ねらいは、これであろう？」

　言い逃れを味方に窘たしなめられ、笑みを消したストライドが右手を持ち上げた。広げた五指には全すべて指輪が嵌はめられており、その中にある小指の赤い指輪が鈍く輝いている。

　どこか妖あやしげで、不気味に魅入られる色合いをした宝玉だ。

「これを『朱色の小指』という。古くからある呪じゆ具ぐ……王国では『ミーティア』といったか？　その一種よ。この輝きが曇くもらぬ限り、貴様の父親の命は保証してやろう。無論、その分、苦しみは長く続くがな」

「その指輪を寄よ越こせ。石を砕いて、くだらない呪術を解いてやる」

「戯たわけ、凡夫が。その言いようで誰が渡すと思う。第一、貴様には……」

　野犬を払うように腕を振り、ストライドはヴィルヘルムの話を打ち切ろうとした。しかし、彼のその言葉尻を覆うように、何かが視界に飛び込む。

　それは柔らかく放物線を描いて、ストライドの胸に当たり、地面に落ちる。

　白いハンカチ──その作法が示すのは、ルグニカ王国における決闘の申し込みだ。

「時間がないの。──私が、話を単純にするわ。あなたに決闘を申し込みます」

　沈黙する男たちに代わり、場を支配したのはハンカチを投じたテレシアだ。彼女は全身から鋭い剣気を放ち、ストライドを真まっ直すぐに睨にらみつけている。

　そこに、着飾った少女の可か憐れんさはない。あるのは心が張り裂けるほどに、どこまでも冷たく研ぎ澄まされた一振りの剣──『剣聖』の姿だけであった。

「……ようやく、『剣聖』が姿を見せたか。決闘とは、親子揃そろって野蛮なことよ」

「でも、それがあなたの望みでしょう？　因縁を付けて、私を……『剣聖』を決闘の場に引きずり出す。それが何のつもりかはわからないけど……」

　テレシアの剣気を真正面から浴びて、ストライドの冷笑が微かすかな熱を帯びる。その反応に頬ほおを硬くしながら、テレシアはストライドの隣、クルガンを見つめた。

「……勝算は、ちゃんと作ってきてる。帝国最強がその証拠」

「────」

「一つだけ聞かせて。この決闘の目的は、王国と帝国の関係悪化にあるの？　もしそうだとしたら……」

「だとしたら、どうなる？」

「決闘じゃなく、強盗で指輪を奪うしかなくなるわね」

「────」

　あくまで、国家間の問題に拡大するつもりはない。

　そんな意を込めたテレシアの発言に、ストライドは目を見張った。それから、彼は自身の口元に手を当て、「なるほどな」と顎あごを引く。

「喰くえぬ女だ。──例えば決闘の結果、不慮の事故で『剣聖』が命を落とすことはあろう。だが、それを狙ねらって何の意味がある。王国は神しん龍りゆうの庇ひ護ごにある。それがある限り、帝国が如い何かに謀ぼう略りやくを巡らせても無意味……破滅願望にしかなり得まい？」

　両手を広げ、ストライドがテレシアの疑念を否定する。

　実際、ストライドの言葉は正しい。──正確には、正しいとされている事実に基づく。

「────」

　ストライドの態度を測りかね、テレシアは難しい表情で唇を引き結んでいた。

　親竜王国ルグニカには、かつて『神龍』と交わした盟約がある。それは王国の繁栄と平穏を約束したもので、それを乱すことがあれば──例えば、他国が王国へと戦争を仕掛けるような事態には、龍が王国に味方するといった言い伝えだ。

　ただ、実際に『神龍』が盟約を履行し、王国を危難から救済するような事例は今のところない。ここ数百年、盟約の履行に相応ふさわしい事変は一度も起きなかったためだ。

　あるいは、本当に『神龍』の盟約は王国を守るのか、そんな議論も交わされている。

　とはいえ、王国と帝国に取り返しのつかない関係悪化があったとき、実際に盟約の履行があれば、帝国の滅びは免れない。

　そうなった場合、ストライドの行いは真実、『破滅願望』としか呼べないものとなる。

　ストライドは盟約を信じているのか、いないのか。彼の狙ねらいは王国と帝国の関係悪化にあるのか。それすら関係ないなら、いったい何が目的なのか。

「──知っての通り、余の体は決闘に耐え得るものではない。よって、決闘には代理としてこれを立てるが、わかっているな？」

　言いながら、ストライドは足下に落ちたハンカチを拾い、それを懐に仕舞った。──決闘を承諾だ。それを見取り、テレシアは深く頷うなずき返した。

「帝国最強の『八やつ腕うで』のクルガン。彼以上の代理なんて、帝国にはいないものね」

「そして、それに相応ふさわしい格にある存在も、王国ではたった一人──」

　それが『剣聖』であると言外に含め、ストライドは冷笑を浮かべた。

　その笑みに、彼の狙いの一つがテレシアであることが一目で知れる。しかし、彼の抱く謀はかりごとへの達成感を、「いいえ」とテレシアが挫くじいた。

「残念だけど、私からあなたに一つ、伝えることがある。──『剣聖』は戦えない」

「……なに？」

「故あって、すでに剣は捨てた身なの。あなたとは別の理由で、私も戦えない体なのよ。──だから、あなたと同じように私も代理を立てさせてもらうわ」

「代理だと？　馬鹿なことを。『剣聖』に代理などと、誰が請け負えると……」

　妄言には付き合えぬと、語気を荒くするストライドが言葉を中断した。それは彼自身の意思ではなく、すぐ間近で発生した剣気に中あてられてのものだ。

　すぐ間近──二つの剣気の高まりが渦を巻き、大橋は一瞬で戦場へと変わる。

「──感謝を。好敵よ。此方こなたは彼方かなたとの邂かい逅こうを嬉うれしく思う」

「黙れ。人の新婚旅行の邪魔してくれたんだ。生きて帰れると思うなよ」

　吹き荒れる剣気をぶつけ合い、言葉を交わすのはヴィルヘルムとクルガンだ。武に縁のないストライドですら、二人を取り巻く闘気の強烈さに息を呑のむ。

　そして──、

「謀はかったな、『剣聖』」

「決闘の作法を悪用したのはそっちが先。それに、私はお父様の呪のろいを解かせたい。そのために確実な方法を──私より強い人に戦ってもらうのは当然でしょう？」

　胸を張り、堂々と言い放ったテレシアに、ストライドが初めて正しい意味でヴィルヘルムに目を向けた。剣気を迸ほとばしらせ、『八つ腕』相手に一歩も引かずに睨にらみ合っているその存在に、ストライドもようやく理解した顔をする。

　そこに佇たたずむ長髪の剣士が、テレシアが剣を預けるに値する実力者なのだと。

「名にし負う、『剣聖』に匹敵する剣士が王国にいるだと？」

「王国の醜聞になるから、他国には隠されたみたいね。──『剣聖』が、式典の真っ最中に不審者に斬きり合いで負けてしまったなんて」

「あんなものは一考に値しない流言であろう……！」

　声に憤怒が混ざるのは、馬鹿馬鹿しいと切り捨てた流言が真実だったことへの苛いら立だちだ。それを小気味よく思いながら、テレシアは傍かたわらに立つヴィルヘルムの腕をそっと取り、自分の信頼の証であると見せつけた。

「────」

　次の瞬間、低く轟とどろくような音が大橋に響く。テレシアはそれがクルガンの喉のどから発されたものであると遅れて理解し、それが笑い声であることはさらに遅れて理解した。

　クルガンが肩を震わせ、低く大笑いする。そして、闘神は目を見開くと、

「『剣聖』から剣を奪い、妻に娶めとった剣の鬼──『剣鬼』の名は」

「──ヴィルヘルム・ヴァン・アストレア」

「剣気に澱よどみなし、名乗り見事。ストライド、此この男こそが好敵に違いなし」

「勝手なことを」

　もはや聞く耳を持たない決闘代理人に、ストライドは苦々しい顔をした。それから、寄り添い合うヴィルヘルムとテレシアの二人に目をやり、嘆息する。

「『剣聖』の推すい挙きよが我が身可愛かわいさでないなら是非もない。『八やつ腕うで』の剣の錆さびになるのがどちらであっても、余にとっては同じこと。すでに決闘は受けた。言葉は曲げぬ」

「そっちは、決闘の勝利に何を望むんだ？」

「何も。余は挑まれた側である故な。ああ、しかし……」

　そこで、ストライドは一度言葉を切り、ヴィルヘルムとテレシアに目を細める。それから彼は、自身の横に立つクルガンの背を叩たたいて、

「余に望みはないが、それでは決闘の代理に立つこれが浮かばれまい。そこで、だ。決闘を代行するこれの望みを、余の望みの代わりとする」

　そう言って、ストライドは決闘で得られる勝者の権利をクルガンに譲った。その雇い主の計らいに、クルガンはその太い腕の一本を動かし、指差す。

　その指先には、テレシアの姿があり──、

「──美び姫きを強ね請だる」

「──え」

「……あぁ？」

　クルガンの要求に、テレシアとヴィルヘルムが同時に声を上げた。

「其その美び貌ぼう、其の技量、其の胆力、何いずれも捨て置くには惜しい。故にヴィルヘルム、彼方かなたを剣にて斬きり捨てた後、美姫は此方こなたのものとする。異存は無いか」

「新婚だって、言ってんのが、てめえら揃そろって、聞こえねえのか……？」

　新妻強奪の宣言に、ヴィルヘルムの額に青筋が浮かんだ。吹き荒れる剣気に間男への怒気が入り混じるが、クルガンはその怒りにむしろ頬ほおを笑みに歪ゆがめた。

　そのクルガンの隣で、ストライドが我が意を得たりとばかりに顎あごをしゃくり、

「諦あきらめよ。これは蛮族の出で、その中の際物だ。強い女を孕はらませ、血を継ぐことに躊躇ためらいなどない。故に、貴様を奴やつへの褒美とする。怖おじて引くか？　父のように」

「──いいえ、引きません」

「テレシア！」

　胸を張ったテレシアに、動揺したのはヴィルヘルムだ。当然だろう。自分の身柄を決闘の賞品にするなど、この決闘へ臨む姿勢が大きく変容する。

　しかし、そんなヴィルヘルムにテレシアは首を横に振った。

「お父様の命が人質に取られてる。それに、戦えない私だけが安全圏にいるなんてどうかしてるわ。私も、戦えなくっても責任は負わせて」

「だが、万一、俺が……」

「あら」

　そこで、テレシアはヴィルヘルムの唇に自分の指を当てて黙らせた。突然のことに目を丸くする夫へ、テレシアは微笑ほほえみかける。

「──万一なんてありえない。あなたより強い人なんて、どこにもいないんだから」

「────」

「守ってくれるんでしょう？」

「……ああ、そうだったな」

　誓いを改めて口にすれば、ヴィルヘルムは野性味のある笑みで答えた。

『剣鬼』はただ、自身を貫き通せばいい。剣士として、男としての役割に徹しよう。

　妻を奪わんとする間男と、謀ぼう略りやくによって義父に傷を付けた敵を睨にらみつけ、牙きばを剥むく。

「受けて立つ。──俺に斬きられて、手ぶらであの世に逝け」
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　──決闘の始まりを聞きつけて、大橋には多くの見物人が押し寄せていた。




　この時代、決闘とは第三者に不可侵の神聖な行いであり、儀式のようなものだ。

　だが、それと同時に決闘は、本当に関かかわり合いのない第三者にとっては娯楽の一種とも受け取られていた。正しく作法に則のつとる限り、衛え士じさえも決闘の邪魔はできない。それは遠目に剣けん戟げきを見物するものにとって、危険のない見世物も同然だった。

　故に、決闘の話を聞きつけ、大橋に詰めかけた多くの野や次じ馬うまも、この決闘を見世物として楽しむつもりでいるものが多数だった。

　しかし、そんな浮ついた期待は、大橋で対たい峙じする両者を見た瞬間に砕け散る。

「────」

　互いに口上を述べ合うでもなく、立ち込める剣気に見物人は一斉に静まり返る。

　大橋を跨またいで向かい合った『剣鬼』と『八やつ腕うで』の対峙に、誰もが一瞬で呑のまれてしまい、声一つ発することができずにいた。

「──あれは良い剣を手にしている。陽よう剣けんの輝きには劣るがな」

「アストレアの当主が選んだ剣よ。当然でしょう」

「そして、『剣聖』が選んだ男であれば腕前も確かか。『八やつ腕うで』に迫るとは到底思えんがな。ああも細い男に何ができる」

「……あれより細い女に戦わせようとしたくせに」

　そんな状況の中、決闘の当事者以外に口を利くのはテレシアとストライドの二人だ。遠目に決闘を見届ける二人は、それと知らず並び立ち、嫌みを交換し合う。

「────」

『剣聖の加護』を宿したテレシアには、『八つ腕』の規格外さは痛いほど伝わってくる。あれはテレシアがこれまで相手にした中で、間違いなく『二番目』の強敵だ。

　故に、『一番目』である夫が勝つことに、疑いなど微み塵じんもない。

「──ヴィルヘルム」

　祈るでも、願うでもなく、ただ愛いとおしむようにその名を呼んだ。

　それこそが、妻である自分ができる最善であると、テレシアは知っていた。




「────」

　背後で名を呼ばれたことを察して、ヴィルヘルムは瞼まぶたを閉じた。

　風の音、鳥の囀さえずり、橋の下を流れる川の水音、決闘を見物しにきた野や次じ馬うまたちの息遣いや心音、そんな中に紛まぎれた愛いとしい女の声に、焦点を合わせる。

　呼び声は、ヴィルヘルムの勝利を疑ったものではなかった。不安視もしていない。

　朝、同じベッドで目覚めて最初に呼ぶように。食事の準備ができたと微笑ほほえみかけてくるように。共に過ごす時間、ふとした隙すき間まに袖そでを引くように。ほんのささやかな言い合いの中、愛らしく頬ほおを染めるように。眠る前に、口付けを交わすときのように。

　──ただ、名を呼ばれた。それを想おもうだけで、『剣鬼』は研ぎ澄まされていく。

「羨望と、感謝を。今は只管ひたすらに、此方こなたに訪れた祝福に胸が躍る」

「祝福？　自分が死ぬ日に感謝するのか？　変わってるな」

　瞼を開けば、朝焼けに染まる大橋の正面──そこに、敵がいる。

　全身を覆ったローブを脱いだその姿は、まさしく戦うために進化したとしか思えぬ異様異貌の類たぐい──二メートルはある青い肌の体たい躯くに、八本の腕を持った異形の戦士。その異形の体躯の上に乗った頭部は、誂あつらえたかのような戦鬼の顔かお貌かたち。

「腕が八本で『八つ腕』……多腕族ってのは便利なもんだな」

「存外、見映えほど便利でもない。使える腕の数が増えようと、できることが増えるわけでなし。何より、これは目立ちすぎる」

「有名人が目立ちすぎると狙ねらわれる、か？」

「逆だ。──此方の姿を見て、仕掛けてくるものは殊ことの外ほか少ない。退屈だ」

　戦うために生きる戦士の道理だ。その理屈に、少なからず共感する。

　剣を振るう以上、力を望むのは必然だ。かつてヴィルヘルムも、剣技に傾倒していた理由を『他人』に求めたことがある。ただし、それも過去のことだ。今、剣を振る理由を求める相手は、自分以外であっても『他人』では決してない。

「──なんて、話すほどのことじゃない。時間も惜しい。お前は早く死ね」

「享楽の時間は長く愉たのしむ。機会が少なければなおの事だ」

　剣を引き抜く。『剣聖』の家系の当主が見立てた宝剣が、闘争の気配に銀色に輝く。

　同時、クルガンも四対の腕を動かし、背負っていた四本の大だい刀とう──幅広の分厚い肉切り包丁、帝国最強の武威を示した。

「鬼おに包ほう丁ちようという」

「聞いてねえよ」

「彼方かなたの命を奪う得物だ。知って損はない。──其方そちらの剣は？」

「────」

　一瞬、考え込んだ。だが、すぐにくだらないと切り捨てて、

「──アストレアだ」

　言い切った直後に、踏み込む。




　──銀ぎん華か乱らん舞ぶの火ひ蓋ぶたは静かに、しかし苛か烈れつに、斬きられた。
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　決闘は、剣士同士の戦いとしては異様なほどに長引いていた。

「────」

　拮きつ抗こうする技量に、切り結ぶ回数は加速度的に増していく。剣けん戟げきの響音は途切れることなく続き、血が散り、大橋が砕け、都市に轟とどろく踏み込みが水面みなもに波紋を生んだ。

　斬り合いは柔と剛──否いな、軽と重の削り合いと呼ぶのが相応ふさわしい。

　縦横無尽に大橋を駆け回り、一撃必殺を狙ねらって鋭い斬ざん撃げきを放つヴィルヘルム。それと対照的に、クルガンは最初の位置で仁王立ちし、『剣鬼』の迎撃に剛剣を振り回す。

　軽と重と表せど、重側にあるクルガンの剣速は決して侮れるものではない。常人にありえぬ八本の腕、それが四本の大刀を嵐の如ごとく叩たたきつけるのだ。竜巻めいた剣風に衣服の端でも巻き込まれれば、獲物は瞬時に微み塵じんにされる。

　そうならずに済んでいるのは、ヴィルヘルムの卓越した体捌さばき故だ。

「────」

　無作為に駆け続けるだけなら、いずれ体力は底をつく。速度は鈍り、鬼包丁の切っ先を避さけ切れなくもなろう。だが、ヴィルヘルムの武器は速度ではなく、クルガンの間合いスレスレを抜ける度胸と足捌きにある。

　速度ではなく、技術と度胸で攪かく乱らんし、鋭い斬ざん撃げきを叩たたき込こみ続けているのだ。

　──しかし、互いに決定打となる攻撃はいまだに斬きり込めていない。

　両者共に戦術が確立され、それが非常に高度に噛かみ合った結果、この剣けん戟げきは殊ことの外ほか長く成立している。仮に技量にわずかでも差があれば、あるいは得物に差があれば、そうでなくとも戦い方が一致していれば、決着は一合でついたはずだ。

　だが、そうはならず、決闘はすでに百合ごう以上に及んでいる。

「────」

　鋭く呼気を吐き、速度を乗せた一撃を放つ。それは分厚い刃やいばに受けられ、代わりに死角から打ち落とされる斬撃を半身になって躱かわした。直後、銀光が迸ほとばしったが、それは相手の胸板を浅く斬り裂くにとどまり、生じた隙すきにねじ込まれた乱打が肩を捉とらえた。

「ぐ……ッ」

　ヴィルヘルムの体が拳撃に弾はじかれ、追い縋すがるように繰り出された横薙なぎの一撃を跳躍して飛び越える。そして中空へ逃れた瞬間──ぞくりと、寒気が走った。

「──躱せるか、『剣鬼』」

　振り上げた鬼おに包ほう丁ちようの刀身を腕の一本が掴つかみ、溜ためが作られた。ただでさえ太い腕の筋肉が膨張し、『八やつ腕うで』渾こん身しんの一撃が放たれる前兆だ。

　中空、逃れる術すべなし、剣を戻して防御に──否いな、防御不能の一撃がくる。受ければ肉体など残らない。命を根こそぎにする必殺がくる。












　故に、ヴィルヘルムは防御を捨てて──、

「──爆はぜよ、『剣鬼』」

　必殺が、音を置き去りにして襲いかかって──、




　──この瞬間ばかりは、世界から音の全すべてが失われるものとばかり思っていた。




「──ヴィルヘルム！」

　だが、実際にはそうならない。

　高い声、愛いとしい声、心震わせる声、それが昂たかぶりになり、活力になり、戦意になる。

　防御は捨てた。剣を縦に構えて、振り下ろされる一撃への迎撃と為なす。──瞬間、クルガンの放った一太刀が雷撃であるなら、ヴィルヘルムの刺突は風の牙きばだ。

　──銀光が、大橋を中心に、華々しく、花開くように炸さく裂れつした。

　衝撃が交錯し、血霧が舞った。激しい勢いに揉もまれ、ヴィルヘルムは吹き飛ぶ。全身の骨が軋きしみ、大剣の腹に殴られた左半身が警鐘を打ち鳴らしていた。肩に鎖骨、肋ろつ骨こつに腰骨まで含めて、どこまでへし折られたかわかりはしない。

　しかし、その代償はクルガンとて安くは済まない。

「──見事」

　唸うなるように漏らし、膝ひざをつくのはクルガンの巨体だ。

　闘神は立ち位置はそのままに、その足を自身の血溜だまりに浸ひたしている。大出血、その原因は右の第三腕──刺突を浴び、付け根から吹っ飛んだ一本だ。

「効いた、か……」

　斬ざん撃げきを躱かわせないと判断した瞬間、ヴィルヘルムは被害の軽減と、その上で相手へ最大限に痛撃を加えることを優先した。打ち下ろしの斬撃を刺突で軌道を逸そらし、逆に踏み込んでくる相手の勢いを利用し、腕の一本を奪い取った。

　これで、クルガンの使用不能になった腕は二本、大だい刀とうが一本。負った傷は深く、易やす々やすと動けるものではない。それはヴィルヘルムにも同じことが言えたが、あちらは自分一人の気力で立たねばならないところ、こちらはそうではない。

　力は、背後に待つ女の声からもらえる。今も、胸の奥から無限に湧わき出るように。

　このまま、戦いは第二幕へ及ぶ──と、思われたときだ。

「──ここまでか。まったく、盤上ほどにうまくは運ばぬものだな」

「な……!?」

　驚きよう愕がくの声は、その決闘を見ていた誰かの──否いな、誰もが口にしたものだ。それほどにその行いは許し難い、決闘の流儀に逆らったものであったのだ。

　膝をつくクルガンの傍かたわらに、外がい套とうの裾すそを払ったストライドが立っている。それは決闘への横入りに他ならず、破ってはならない禁忌の一つだ。

「決闘だぞ!?　いったい、何を考えてやがる！」

「半死半生の身で吠ほえるものよ。ここで手て駒ごまを失っては後先が狂ってくる。故に、此こ度たびはこれにて幕だ。決闘は余らの負けでよい。そら」

　剣を突き立て、どうにか起き上がるヴィルヘルムの怒声をストライドは鼻で笑った。

　そして、彼は小指の指輪を外すと、テレシアへと放ほうり投げる。とっさのことに目を見開く彼女は、しかしそれを反射的に受け取った。

　テレシアの掌てのひらに『朱色の小指』──呪じゆ術じゆつの源が、投げ渡されたのだ。

「決闘は貴様らが勝ち星を拾い、余らは指輪を渡して引き下がる。何を咎とがめる？」

「筋の、通し方の問題だ。てめえは、剣士……戦士をなんだと思ってやがる」

「これに限れば駒の一つ、戦士などと範囲を広げれば道具とそれ以外よ。此度はそれなりに収穫もあった。故に引いてやる。なに、心配するな」

　憤いきどおるヴィルヘルムを見下したまま、ストライドは右手をこちらへ突き出した。小指の一つを失い、残る四本の指にはそれぞれ指輪が嵌はめられているが、

「──あと四度、此度と同じやり方で遊べる。遊興に終わりはない。愉たのしみであろう？」

「てめえ……！」

「戯たわけ、冗談だ。笑うがいい。右手だけでなく、左手もある」

　そう言って、かざした左手にも指輪が嵌められており、ヴィルヘルムは絶句する。その反応を見届けて、ストライドは上機嫌に左手を足下へ向けた。

　そして──、

「王国兵に巻かれては面倒だ。故に、目くらましとする」

　その言葉と同時に光が広がり、次の瞬間、石造りの大橋が唐突に溶けた。──まるで、石材全すべてが砂と化したように散り、大橋にいた全員が真下の川に落下する。

「クソ、がぁ……！」

　吐き捨て、ヴィルヘルムは足場が溶ける寸前に踏み切り、次々と砂と化す大橋を駆け抜け、悲鳴が木こ霊だまする中を一気にテレシアへ向かった。テレシアも、駆け寄るヴィルヘルムに腕を伸ばし、必死の夫を援護する。

　直後、テレシアの細い体を抱きしめ、ヴィルヘルムは大きく飛んだ。溶け落ちる大橋の範囲を逃れ、しっかりと形の残る都市の地面を踏みしめる。息を、吐いた。

「ヴィルヘルム！」

「俺は平気だ！　それより、指輪は……」

「こ、ここにあるわ。お願い！」

　テレシアが掌に載せた指輪を見せ、それを軽く宙へ放ほうる。その軌道を視線で追い、ヴィルヘルムは手にした宝剣を一いつ閃せん──宝玉が、抵抗なく二つに斬きられた。

　瞬間、妖あやしく揺らめく宝玉の光が靄もやとなり、日差しに焼かれるように消失する。

「これで、お父様は助かった？」

「確かめるには、治療院に戻るしかねえな。……だが」

　首を巡らせ、ヴィルヘルムは溶けた大橋の方へ目を向ける。そちらでは川に落ちた見物人たちの救出劇が始まっており、騒然となる現場にクルガンたちの姿はない。

　溺おぼれ死んだはずもなく、逃げられたのだ。奴やつらを追い詰め、その本当の狙ねらいを吐かせるには今しか機会がないが──、

「いや、あんな奴やつらには二度と関かかわりたくない。治療院に、いく、ぞ……」

「ヴィルヘルム!?　だ、大丈夫？　動ける？」

「心配、するな。少し、血が出過ぎたのと、頭が揺れてるだけで……」

「それはすっごく心配でしょ!?　いいわ、私がヴィルヘルムを運ぶから！」

　立ち眩くらみを起こしたヴィルヘルム、その体をテレシアが雄お々おしく抱き上げた。その絵面の悪さにヴィルヘルムは抵抗しようとしたが、彼女の握力から逃れられない。

「お父様も、治療院には私が運んだのよ。いいから、掴つかまってて。……別に、ヴィルヘルムを抱いて走るのは、『剣聖』のこととは無関係よね？」

「……揺らさないように頼む」

　何を言っても無駄だろうと、ヴィルヘルムは諦あきらめて妻に身を委ゆだねた。それを信頼と受け取り、テレシアは乙女とは思えぬ健脚で都市を駆け抜ける。




　──治療院の入口で、キャロルからベルトールの無事を伝えられ、泣き崩れるテレシアがヴィルヘルムを取り落とすのは、その数分後のことだった。
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「せっかくの新婚旅行なのに、こんなことになるなんて信じられない……」

　そう愚痴ったのは、院室の寝台に寝かされる二人──ヴィルヘルムとベルトールを見舞い、赤い頬ほおを膨らませたテレシアだった。

　決闘騒ぎのあと、全身に甚大な被害を負ったヴィルヘルムは即座に入院、ベルトールの同室で寝かされることと相成った。そして、呪じゆ術じゆつによって命を蝕むしばまれ、一時は心身共に死の床にあったとされるベルトールはといえば──、

「つまり、私は新婚旅行より優先される父親というわけだな……娘にとって、それほど大きな存在であれることを誇りに思うぞ、テレシア」

「お父様、塞ふさがりきってない傷を強く押したくなるからそういうのやめて」

「えええええ!?　なんで!?　愛してくれてるんじゃないの!?」

「愛してることと、腹を立てないこととは一緒じゃないの。ねえ、ヴィルヘルム、本当にお父様と同じ部屋で大丈夫？　辛つらくて傷が開かない？」

　髭ひげに左手で触れて、何な故ぜか妙に凛り々りしい顔でのたまったベルトールが叱しかられる。そうしてしょんぼりする父を横目に、心配げなテレシアにヴィルヘルムは苦笑した。

「大丈夫だ。お父上の相手も、慣れるとそれほど苦にならない」

「そんな風に言って、私の好感を得ようとしても無駄だぞ。私と君との間には、テレシアを奪い合うという生涯続く決闘があるのだ」

「私はとっくにヴィルヘルムのものなので、お父様の負けよ」

　テレシアのすげない答えに、ベルトールが轟ごう沈ちんした。それは変わらぬ親子のやり取りだが、それが交わせることにテレシアは満足げだ。彼女が嬉うれしそうなので、ヴィルヘルムも大ケガをして、新婚旅行を中断した甲か斐いもあるというもの。

「テレシア様、そろそろ竜車がつくお時間です。お迎えに上がりますか？」

「あ、うん、そうしましょ」

　と、そこへ院室の扉を開け、キャロルが姿を見せた。彼女の呼びかけにテレシアが立ち上がり、スカートの裾すそを払って扉へ向かう。

「竜車？　いったい、何がくるのかな？」

「決まってるでしょう。ヴィルヘルムが動けるようになったら出発したいけど、お父様を残していくのは不安がある。……だから、お母様を呼んだのよ」

「ええええええ!?　ティシュアを!?　やだ、怖い！　絶対怒られる！」

「そうよ！　絶対怒られて！」

　ベッドで身をよじるベルトールに、テレシアは容赦のない宣告をぶつけた。そして、怯おびえる父に嘆息してから、ヴィルヘルムの方に優しい目を向け、

「それじゃ、ちょっとだけ出てきます。ヴィルヘルム、またあとでね」

「ああ。しばらくキャロルと新婚旅行してこい」

「ば、馬鹿なことを！　テレシア様と新婚旅行などと、そんな、それは、うん」

　悪くない、みたいな反応をしたキャロルを連れて、テレシアが「もうっ」と恥ずかしげに院室をあとにする。そうして騒がしい見舞い客がいなくなれば、院室に取り残されるのはヴィルヘルムとベルトールの二人だけだ。

「これで勝ったと思うなよ、ヴィルヘルムくん。私はテレシアのおむつを取り替えたこともあるんだぞ」

「俺もテレシアを着替えさせたことはあるぞ」

「ぐはぁ！」

　のけ反り、言葉の刃やいばに切り裂かれたベルトールが倒れる。そのまま、ベルトールはベッドに横向きになって、グチグチと小さな声で呟つぶやき始めた。

「はぁ……娘は婿に取られ、新婚旅行に合流したことを妻に責められ、娘同然の子にはいい加減にしてくださいと蔑まれ、私はいったいどこへ行くのだろう……」

「お父上、気の滅め入いる話はやめてくれ。実際、お父上の行動の全部が全部、褒められたことじゃないとは思うが……」

「婿が追い打ちをかけてくる……」

「それでも、家族のために立った姿は勇ましかったと、テレシアも言ってた。俺も、あれと剣を交えた身だ。あれに立ち向かったことの重みはわかる」

　脳裏に、クルガンの威容が浮かび上がる。ヴィルヘルムでも武者震いする闘気、あれとベルトールが向かい合うなど、まさしく自殺行為でしかない。

　そんな無謀にベルトールを挑ませたのは、誇りや矜きよう持じに他ならない。

「俺より先に、あれと一戦交えたのはお父上だ。偉大なことだよ」

「……だが、指輪とやらのことで君やテレシアには迷惑をかけた。君もケガをして、旅行も中断してしまったし」

「これは純粋に俺の力不足が原因だ。お父上が気にすることじゃない。それに……」

「それに？」

「お父上は、俺のことで怒ってくださったと聞いた。だから、いいんだ……です」

　少しの沈黙が、ヴィルヘルムとベルトールの間に生じる。それが照れや気まずさによるものでないことは、たぶん互いにわかっていた。

　だから、沈黙の終わりにベルトールは噴き出すように笑い、

「わかった。ならば、それでいい。私と君との間に貸し借りはない。いいね？」

「……いや、貢献した度合いは俺の方が大きいとは思うが」

「いいね？」

「……ああ」

　念押しされて、ヴィルヘルムは色々な感情を呑のみ込んだ。それからふと、視線をベッドの横にある戸棚に向け、思い出したように手を打つ。

「お母上が、お父上にどんな言葉をぶつけるかはわからないが……あれだ」

「うん？」

「結婚祝いの髪飾りを渡せば、少しは和やわらぐんじゃないか？」

　戸棚から取り出したのは、スーウェン商会で選ぶはずだった髪飾りだ。

　ストライドの邪魔が入り、選ぶ時間が取れなかった妻への贈り物。それをテレシアとキャロルが選び、ベルトールに渡すようにとヴィルヘルムが託されていた。

「選んだのはテレシアたちだ。毎年の、お父上のやり方には合わないかもしれないが」

「おお、二人が。なんと……面と向かって言えないあたり、可愛かわいい娘たちだ」

　髪飾りを差し出すヴィルヘルムに、ベルトールがまた自分に都合よく感動している。そんな彼に苦笑し、ヴィルヘルムは髪飾りを手渡そうとして──、

「お父上？」

「……いや、しまったな」

　不自然な動きで、ベルトールが渡された髪飾りをベッドに落とした。それを拾おうと身じろぎして、ベルトールは吐息と共に左手で髪飾りを拾い上げる。

　彼の、利き腕である右手ではなく、左手で。──右腕は、まるで動いていなかった。

「……呪じゆ術じゆつの後遺症だそうだ」

　目を見張るヴィルヘルムに、ベルトールは動かない右腕を眺めながら言った。

「本当なら四肢が腐り落ちるところを、一ヶ所に澱よどみを集中することで被害を腕一本に抑えたそうだよ。あの術師は優秀だな。在野にあんな凄すご腕うでの術師がいるとは、あとで王都にきちんと報告し、推すい挙きよしておかなければならない」

「お父上、利き腕を？　だが、それじゃ……」

「──言ったはずだ、ヴィルヘルム。貸し借りはない。君の負う重荷は、ないと」

　左手の髪飾りを突き付けられ、ヴィルヘルムは言葉を封じられた。先の、ベルトールの言葉、その真意を知り、ヴィルヘルムは恥に強く打たれる。

　ベルトールは、自分の右腕の後遺症の責任を、娘と娘婿に負わせなかった。彼はそのために、悪ふざけのような態度でヴィルヘルムにそれを約束させたのだ。

　それに気付けずいた自分が情けない。同時に、怒りが湧わき上がった。

　逃がした帝国人──ストライドと、『八やつ腕うで』のクルガンへの激しい怒りが湧き上がる。この雪辱は必ず晴らさせる。必ず、贖あがなわせる。そう、心に誓った。

「落とし前は……」

「うん？」

「落とし前は付けさせる。お父上、その腕に誓おう」

　強い、剣気を込めた誓約を、ヴィルヘルムは目の前の男のために立てようとした。

　しかし、その言葉にベルトールは笑い、

「……そんな誓いいらんよ。やめてくれ。テレシアに気遣わせたくない。そんなことを誓うぐらいなら、テレシアを幸せにすると重ねて誓いたまえ」

「は……」

　あっけらかんと言われ、ヴィルヘルムは絶句した。そんなヴィルヘルムに、ベルトールはまるで一太刀入れてやったと言わんばかりに誇らしげな顔をして、

「テレシアには秘密だ。これは男と男の──家族の約束だぞ、ヴィルヘルム」

　そう、笑いながらヴィルヘルムに破れない約束を交わさせたのだった。




　──以後、ベルトールが没するまで、彼は利き手の不自由を一度も娘に悟らせなかった。

　故に生涯、ヴィルヘルムは尊敬に値する剣士の名を聞かれたとき、迷わずベルトール・アストレアの名を口にすることとなる。




　それと同時に、このピックタットでの『銀ぎん華か乱らん舞ぶ』と呼ばれる一幕で、ヴィルヘルムは因縁深き敵となる存在との邂かい逅こうを果たした。

　──『破滅願望』ストライド・ヴォラキアと、『八つ腕』のクルガン。




　彼らとヴィルヘルム、そしてテレシアを取り巻き、親竜王国ルグニカを再び混こん沌とんへと呑のみ込む戦い──『剣鬼戦歌』は、この時より始まるのである。


《了》














『剣けん鬼き恋れん譚たん──幕まく間あいの恋人たち』
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　──グリム・ファウゼンは、自分が恋に落ちた瞬間のことを今でも覚えている。




　疲れ果て、グリムは戦場の片隅にへたり込んでいた。

　片手には粗末な剣があり、固まった指がそれを手放そうとしない。腕には、しっかりと感触が──友人だった人物、その首を刎はねた手て応ごたえが生々しく残っていた。

「────」

　地獄だった。戦場はいつだって、どこへいったって、地獄でしかなかった。

　自分は馬鹿な決断をしたのだと、今さらになって後悔した。寂れた町で家業を継いで、何者でもないまま終わることを恐れ、自分は故郷を離れた。

　つまらない英雄願望と、捨てられない惨めな執着心、その結果がこの心境だった。

　死して屍しかばね兵へいとされ、空っぽの瞳ひとみを向けてきた友人、トルタの顔が瞼まぶたに焼き付いている。その友の死を哀あわれむのではなく、死にたくないと、利己的な感情で剣を振るった。

　その事実が、ますます自分の手を腐汁と血で汚していく気がして──、

「──あなたのことを見直しました」

　その声は、蹲うずくまる自分の耳じ朶だを打って、ひどく澄んだ響きで心を揺さぶった。

「────」

　思わず、顔を上げる。膝ひざを立てて座る自分、その目の前に彼女は立っていた。

　短めに切り揃そろえられた美しい金髪、真まっ直すぐ感情を訴えかけてくる宝石のような碧へき眼がん、凛り々りしく背筋を正した姿は、自然と見るものに凛りんとした印象を焼き付ける。

　可か憐れんではなく、美麗の方が相応ふさわしい風格の少女、彼女の名前は──、

「──キャロル、さん」

「はい。お互いにひどい目に遭いましたね。ええと……グリム」

　掠かすれた声で名前を呼ぶと、少女──キャロルは唇を緩め、薄く微笑ほほえんでみせた。途端、凛とした印象は柔らかにほどけ、年齢相応の少女の顔が表れる。

　軽けい鎧がいを外して、愛用の長剣を手放したキャロルの姿は、熟達の女剣士とはかけ離れて見えた。無論、これを日常の一幕と言い切るには無理が多い。戦場の跡地には血の香りを孕はらんだ乾いた風が吹き、キャロル自身、傷を負ってもいるのだ。

　そう、キャロルは戦いの最中に、敵に傷を負わされていたはずで。

「かすり傷です。武門の娘が、あの程度でいちいち騒いでなんていられませんよ」

「そう、ですか……」

「ええ、そうです。それと……」

　顔色でこちらの内心を読み取り、疑念に答えたキャロルの視線が下に向かった。彼女の碧眼が捉とらえたのは、硬く、剣を握りしめたままになっているグリムの手だ。

　一瞬、キャロルの瞳ひとみを複雑な感情が過よぎり、すっとその場に彼女がしゃがみ込んだ。

　そして──、

「──誰かを斬きったのは、初めてのことでしたか？」

　問いながら、キャロルがグリムの右手に触れる。白く、細い指がグリムの硬くなった指をほぐし、少しずつ、関節が動き始めるのがわかった。

「あ、あの……」

「焦らないで結構です。ゆっくりで構いません。誰にでも訪れることです。ましてや、それがご友人であったならなおさら」

「────」

　震える言葉を封じられ、グリムは情けなさに顔を伏せた。

　戦場に立ったのはこれが三度目。それでようやく、グリムは初めて人を斬った。そのことも、死者を計算に入れていいならの話だ。

　そして、三度が三度、毎回、グリムは戦場へ出てきたことを後悔している。

　自分の命が脅かされ、他者の命があまりに軽々しく弄もてあそばれ、むせ返るような血の臭においが溢あふれ返る戦場で、グリムはいつも後悔ばかりを手にしてきた。

　こんなところに出てくるんじゃなかったと、毎回のように後悔して──、

「──とても、勇気のある行いでした」

　悔やみ、奥歯を噛かみしめるグリムを、キャロルは真まっ直すぐ見つめていた。

「え……」

「ああも無体な状態になった友人を、あなたは自身の剣で眠らせてあげた。無我夢中のことだったとしても、起きたことは変わりません。立派なことです」

　唖あ然ぜんとするグリムに、キャロルは言い聞かせるように語りかけてくる。その声音に、内容に、グリムは息を呑のみ、自分のしたことを振り返った。

　──よくやったと、自分は褒められるに足る行いをしたのだろうか。

「少なくとも、あなたは死後を辱はずかしめられる友人を解放し、戦場で共に戦った私や、戦友を助ける最後の一押しをしました。……あの、無礼な男の活躍があったのは癪しやくですが」

　またしても、押し黙ったグリムの内心を読み取ったようにキャロルが言った。

　そのことに瞠どう目もくすると、キャロルは薄く微笑ほほえみ、

「見当違いなことを言っていなければいいのですが」

「……そんな、ことないです」

「そうですか。よかった。……ぁ」

　キャロルが安あん堵どし、微かすかに吐息をこぼす。見れば、ほどくのに苦心していたグリムの指が柄つかを外れ、握りしめていた手が開かれたところだった。

　手が自由になり、剣がキャロルに奪われる。そして、キャロルは剣を手にしたまま、そっと立ち上がろうとして、

「──これは？」

「えっと、その、あー」

　キャロルの静かな声色に、グリムは目を白黒させる。自分が何をしでかしたのか、驚きに頭が混乱する。──グリムの手が、キャロルの手を捕まえ、引き止めていた。

　まるで、遠ざかる彼女を惜しむように、触れ合っていた指を捕まえる形で。

「その、こういうことをされるのは……」

「あ、ありがとう！」

「────」

「……ございます、って」

　キャロルの表情から温かみが抜ける刹せつ那な、すんでのところが声が出た。溢あふれた声は感謝の形をしていて、下手くそな言い訳なのは火を見るより明らかだ。

　ただ、そんなグリムのとっさの言葉に、キャロルは目を丸くしたあと、

「……あなたは、おかしな人ですね、グリム」

　形のいい眉まゆを下げ、キャロルがグリムに向かって唇を綻ほころばせた。

　──その瞬間、グリム・ファウゼンはキャロル・レメンディスの虜とりこになったのだ。
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　その後も、グリムにとって戦場での恐怖が薄れることは決してなかった。

　戦場は地獄である。その認識が変わることもない。地獄でない戦場はなく、恐れずに済んだ戦いはなく、死んでいい命はなく、死んでいく命は無数にあった。

　戦いにはいつも嫌気が差したし、自分に向いていると思えたことは一度もない。周囲も口を揃そろえて、お前には向いていないと容赦がなかった。

　それが、一種の思いやりであったことはグリムもわかっている。

　向いていない人間が、恐怖を克服できないまま、地獄で抗あらがい続けることなんてない。きっと、グリムが辞めると言えば、仲間たちは引き止めたりしなかっただろう。

　ただ、安あん堵どしたような顔で、故郷へと去っていくグリムを見送ってくれたはずだ。




　──たった一人、ヴィルヘルム・トリアスを除いては。




「まだ生きてたのか、腰抜け。死人みたいな面してる暇があったら、とっとと消えろ」

　戦場で無双の働きをする『剣鬼』が、無様に足あ掻がくグリムを見つけて悪態をつく。

　彼の言葉には一切の嘘うそがない。ヴィルヘルムは優しさや思いやりからではなく、本気で弱者は戦場にいらないと、グリムのことを邪魔者だと考えていた。

「消えられるもんか！　ヴィルヘルム、君はどうしていつも……」

「無駄口利いてる暇もねえよ。──敵の増援だ」

　グリムの反論に耳も貸さず、ヴィルヘルムは血濡ぬれの剣を提げて敵陣へと突っ込む。風のような速度に目を見張り、グリムは頭を掻き毟むしると、

「ああ、クソ！　待て！　待てよ、ヴィルヘルム！」

　その背中を追いかけ、敵が無数に蠢うごめく戦場へと飛び込み、掲げた盾を振り回した。

　恐怖は消えない。戦いには向いていない。戦場は、いつだって地獄だ。

　だとしても、グリムは戦場から逃げ出せなかった。逃げ出さないまま、前を行く戦友の背中を追い続けた。──追えなくなる日がくることが、今は一番恐ろしかった。




「あれの真ま似ね事ごとをするのは、命がいくつあっても足りないと思いますよ」

　傷の手当てをしていたグリムの下を訪れ、呆あきれた顔でキャロルがそう言った。

『亜あ人じん戦争』の最中、ツェルゲフ隊と亜人連隊の小競り合いがあった直後だ。戦闘はヴィルヘルムの奮戦もあって圧倒、隊の負傷者も少なく、まさに快勝であった。

　その少ない負傷者の中に、自分が含まれていたことがグリムは情けないが。

「……見ていられません。貸してください」

「あ、ええと……すみません」

　不器用に利き腕の包帯を巻くグリムから、キャロルが処置の主導権を奪った。彼女はグリムの右肩の裂傷、その傷にてきぱきと包帯を巻いてくれる。

　終わってみればものの数秒のこと、自分の不手際が浮き彫りになる形だ。

「慣れの問題です。自分の利き腕に包帯を巻くのは、私でも苦労しますよ」

「……そんなに、僕ってわかりやすいですか？」

　ぺたぺたと自分の顔を触り、グリムはそう問いかける。それを受け、キャロルは少しだけ目を丸くすると、「はい」と頷うなずいた。

「なんでしょう。不思議と……そう、不思議と、あなたの顔はわかりやすい気がします。もしかすると……」

「もしかすると？」

　ぐいと身を乗り出し、続くキャロルの言葉にグリムが期待する。そんなグリムの期待を前に、キャロルは微かすかに首を傾け、

「そんなに顔色を読まれやすくては、戦いに向いていないのでは……」

「ああ、そういう……」

　脱力して、地べたに尻を落としたグリムにキャロルが怪け訝げんな顔をする。そんな彼女の反応にグリムは「いえ」と苦笑し、

「戦争に向いてないとはよく言われますよ。僕自身、自覚もあります」

「それでは、どうしてあなたは戦場に？」

「どうして、かな」

　当然の質問を返され、グリムはふっと遠くを見る。その視線を辿たどり、キャロルは背後に振り返った。そして──、

「──あの男、トリアスと関係が？」

　グリムの視線の先、そこには最前線で剣を振るい、かすり傷一つなく生還した『剣鬼』がいる。仏頂面の少年は退屈そうに佇たたずみ、瞑めい目もくして疲れを癒いやしていた。

　微かすかに棘とげのあるキャロルの声色に、グリムは苦笑いする。

「関係はない、と言えたらよかったんですが、たぶんあります。……こんなこと言って、キャロルさんに呆あきれられたくないんですが」

「────」

「あの、ろくでなしの剣術馬鹿に、置いていかれたくないんです」

　改めて言葉にしてみると、何とも馬鹿げた動機だとグリムは自分で笑いそうになる。

　ヴィルヘルムの在り方は苛か烈れつで、何者をも寄せ付けない孤高の道筋だ。それが彼を彼たらしめ、強きよう靭じんな実力を支える根幹となっている。

　しかし、グリムはそんな孤高の在り方をする彼に、三度も命を救われたのだ。

「全部、ヴィルヘルムには自覚がないでしょうし、貸しだとも思ってないでしょう」

「だったら……」

「でも、僕は違う。僕はあいつに救われた」

　恐怖は克服できず、戦いには嫌悪があるまま、戦場はいつだって地獄だった。

　だが、そんな戦場でグリムを救ったのは、当人が無自覚だろうと戦友の存在だった。

　地獄のような場所で、嫌悪すべき戦いを繰り広げ、恐怖に心を苛さいなまれながらも、戦友だけが背中を、隣を、命を守ってくれる。

「ただ礼を言っても、あいつは鼻で笑うだけでしょう。きっと、つまらない馴なれ合あいだって吐き捨てるに決まってる。だから、わからせてやる」

「わからせる、って」

「いつか、僕がいて……戦友がいて助かったって、あいつが思えるように」

　誠心誠意感謝しても、それが真っ当に伝わるとは思えない。それなら、自分の感謝が相手の心を打つまで、機会を待ってやろう。虎こ視し眈たん々たんと、待ち続けてやる。

「そう思うときがくれば、ヴィルヘルムにも僕の感謝が伝わるはずですよ。それで、僕はこれでおあいこだって言ってやる。──それが、僕が戦い続ける理由の一つです」

「────」

「あ……」

　グリムの秘めたる野心を聞いて、キャロルが驚きに絶句していた。その反応を目まの当あたりにして、グリムは自分の告白を恥じるように目を伏せた。

　なんと卑ひ賎せんで、女々しい願いを聞かせたものだったのか。そんなグリムの後悔とは裏腹に、キャロルは何度か唇を震わせたあと、

「……また一つ、あなたを見誤っていました」

「あ、え、う……その、こちらこそ、恥ずかしい話を」

「いいえ、とんでもありません。──あなたは、あの男が変わると、思って？」

　恥ずかしい告白を陳謝しようとして、グリムは途中で言葉を封じた。それは眼前のキャロル、その真しん摯しな双そう眸ぼうの光に心を囚とらわれたからだ。

「────」

　静かに、彼女はグリムの答えを待っている。

　それがグリムには、何か別のものへの答えを欲しがっているように思えた。縋すがり付こうとしているような、支えを求めているような。

　一瞬、グリムの脳裏を初対面のときの会話が過よぎった。──本来、キャロルは誰かに仕える立場にあり、その誰かの代わりとして内戦へ出向いているのだと。

　もしかすると、その『誰か』への何らかの想おもいを、この問いかけに重ねているのか。

　微かすかな痛みが胸を苛んだ。しかし、グリムは自身の胸を掴つかみ、それを無視して、

「はい、変わると思います。どんなものでも、誰でも、時間をかけて、そう願えば」

「────」

「実際、あれでヴィルヘルムとも、前より会話が通じるようになったんですよ？　もしかしたら、いつかは二人で酒を飲みにいくこともあるかもしれませんね」

　いっそ、冗談めかした口調でグリムはそんなことを言った。それは強がりや虚勢の類たぐいに他ならない。何な故ぜなら、キャロルの瞳ひとみの変化を見てしまった。

　キャロルの美しい碧へき眼がんを満たした不安、それが不意に晴れるのを見てしまった。

　自分の言葉が、彼女の大切な相手へ抱いていた迷い、それを晴らしたのだ。──なんて馬鹿なことをしたんだと、戦死したトルタが頭の中で呆あきれて肩をすくめたのがわかる。

　恋敵かもしれない相手に、みすみすと味方したも同然ではないかと。

「……変わる。時間をかけて、願いさえすれば、誰でも」

　キャロルが、グリムが口にした励ましの言葉を反はん芻すうする。次第に声には力が戻り、最後には彼女は息遣いを強くして、真まっ直すぐにグリムの瞳ひとみを見据えた。

「私も……」

「え？」

「私も、そうあってほしいと思います。あなたの願いが叶かなってくれれば、私も嬉うれしい」

　頬ほおを染め、瞳に希望を宿して、キャロルがグリムにそう告げた。

「────」

　その表情と瞳に、グリムは自分の拍動がかつてなく速まるのを感じる。それと同時に、勘違いしそうになる自分を力一杯に諌いさめた。

　これは、もっと別の何かに違いない。そもそも、彼女には大切に想おもう相手がいる。ほんの数回、戦場で顔を合わせただけの自分が、こんな綺き麗れいな女性に何を──。

「む……あれは」

　赤くなりかける顔を伏せ、頭を混乱させるグリムの前でキャロルがそうこぼした。見れば、キャロルが再び背後へ目をやり、直前の表情を険のあるものへ変えている。そうなった答えは明白、ヴィルヘルムと会話する、長身の女性の姿だ。

「メイザース様、またあの男と絡んで……」

　言いながら、キャロルが膝ひざを払って立ち上がる。

　敬称付きで彼女が呼ぶのは、キャロルが護衛役を務めるロズワール・Ｊ・メイザースという名の宮廷魔導師だ。奇抜な格好と言動を好む人物で、激戦区の転戦を重ねるツェルゲフ隊の行く先々に現れては、ヴィルヘルムをからかって遊んでいることが多い。

　良くも悪くも問題の多い御ご仁じんといった手合いだが、その無鉄砲さのおかげで、戦地でキャロルと顔を合わせる機会が多いのだ。密ひそかにグリムは感謝もしていた。

　ともあれ、そんな二人の邂かい逅こうにキャロルは心穏やかではなく──、

「すみません、グリム。私は仕事をしてこなくては」

「い、いえ、全然！　僕は、その、大丈夫です。十分、堪たん能のうしました」

「────」

　微妙に返答が怪しいグリムに、キャロルが一瞬だけ目を細める。それから、彼女はそっとグリムの傍かたわら、壁に立てかけられた大盾を眺めて、

「盾の使い方を、習うつもりはありますか？」

「……キャロルさん？」

　真剣なキャロルの声色に、グリムも自分の盾を眺め、そう聞き返す。

「グリム、あなたが本気でこの内戦の最後まで……あるいは、その先までトリアスや、ツェルゲフ卿きようと付き合うつもりがあるなら、今のままでは危険です」

「────」

「ですから、その気があるなら、私があなたに盾の使い方を教えます。その……どうでしょうか。まだ、未熟な身ではありますが」

「──っ！　本当にいいんですか!?」

　願ってもない申し出に、グリムは跳び上がるように立ち上がった。その反応にキャロルは驚いたが、すぐに「はい」と頷うなずいてくれる。

「では、お互いに時間を作りましょう。王都でなら、時間も取れるはずです」

「は、はい、ありがとうございます。よろしくお願いします！」

　ぺこぺこと何度も頭を下げ、グリムはキャロルに深く感謝する。無論、キャロルの想おもいを勘違いしてはいけない。あくまで、彼女は優しさから申し出てくれたのだ。

　それでも、恋しい女性と共に過ごす時間と、戦友相手に叶かなえたい野望──その両方への進捗が見られるなら、これは十分に歓迎すべきことだった。

　そう、グリムが拳こぶしを固め、喜んでいると──、

「それと、これは余計なことかもしれませんが」

「はい？」

「──私の仕える方は、女性です。誤解、なさらないでください」

　それだけ。それだけ言って、背を向けたキャロルがヴィルヘルムたちの下へ向かった。そして、何やら言い合う二人の間に、声を高くして割り込むのがわかる。

　ただ、それを遠目にするグリムは、自分が何を言われたのか理解するのに必死で。

「か、勘違いは……しちゃ、ダメだけど……」

　本当に、勘違いなのだろうかと、そんな混乱だけが延々と頭を悩ませ続けた。

　──そんなグリムの困惑を、頭の中のトルタが嫌らしい顔で笑い飛ばした気がした。
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　大きな感謝と、未来への期待、そしてささやかな下心を秘めた逢おう瀬せが始まった。

　表向きは、グリムが生き残るための盾の扱いの習熟。しかしその実態は、特訓なんて言葉では生易しいほど、熾し烈れつで過酷なしごきの日々だった。

「そこっ！」

「痛い！　痛い痛い痛い！　キャロルさん、痛いです！」

「戦場では痛いでは済みません！　今、あなたの手足は全すべてなくなりましたよ！」

　鍛錬用の木剣を手に、グリムの手足を打ち据えたキャロルがそう怒鳴る。そのキャロルの足下で、盾を取り落としたグリムが痛みのあまり蹲うずくまっていた。

　刀身の長い木剣を手足のように操り、キャロルは変幻自在の剣術でグリムを翻ほん弄ろうする。その滑らかな剣先の動きを目で追えず、打たれること十数度、体も限界だ。

「大分良くなってはいますが、まだまだ動きに無駄が多い。このままでは、いずれ強敵と相対したときに対処し切れず、押し切られてしまいますよ」

　そう言って、蹲うずくまるグリムの隣にキャロルが腰を下ろした。軽く息を吐くと、彼女は額と頬ほおを伝った汗をそっと拭ぬぐい、唇を舌で湿らせる。

　そんな仕草にも気品があって、グリムはキャロルの横顔に見み惚とれる思いだった。

　こうして、キャロルがグリムの鍛錬に付き合ってくれるようになってしばらく経たった。王都の練兵場で待ち合わせ、グリムはキャロルと数時間、一対一で稽けい古こを受ける。

　盾の扱いは筋がいい、と褒めてくれたのはボルドーだった。それを真に受け、自分なりに盾術を磨いてきたつもりだが、やはりまだまだ粗が多い。キャロルにかかれば隙すきだらけも同然のようで、実戦であれば千回は首を取られただろうか。

「見たところ、戦場だとグリムの動きは格段に良くなる気がしますね」

「あー、それはもしかすると、うなじの変な感覚のおかげかもしれません」

　自分の首裏を触り、グリムはキャロルの言葉に自分なりの仮説を述べる。

　うなじの感覚──それは、グリム自身にも原因のわからない、奇妙な危機察知能力の片へん鱗りんだ。戦場で敵を、あるいは敵の気配を感じると、グリムのうなじは怖おぞ気けを覚える。それを頼りにすれば、鍛錬よりはるかに上手に盾はグリムを生かしてくれた。

　無論、キャロルによる技術の底上げがなければ、届かぬ領域も多かったが。

「なんだか複雑な気持ちです。つまり、私の意気込みは実戦には遠く及ばないと」

「そ、そんなつもりじゃ！　ただ、その、なんですか、えーと……」

「冗談ですよ。そんなに慌てないでください」

　慌てるグリムに唇を綻ほころばせ、キャロルは優しげな目つきでこちらを見やった。その視線に頭を抱え、グリムは「参ったな……」と情けなく呟つぶやく。

　たぶん、自分の気持ちは彼女に筒抜けだ。それでも、こうして約束通りに訓練を続けてくれるのは、キャロルも悪いと思っていないからか、律義なだけなのか。

　律義なだけの女性でないと、これまでの付き合いでわかっているつもりだけれど。

「……キャロルさんには、敵かなわないな」

「グリム？　今、何か言いましたか？」

「あー、いつまで経たってもキャロルさんの剣を防げないのは、顔色を読まれてるからかもしれないなーなんて思って」

　思わずこぼれた呟きを、グリムは笑顔と言い訳で誤ご魔ま化かした。それを受け、キャロルは「なるほど」と納得の吐息を漏らすと、

「確かに、以前からグリムの表情は読みやすかった。もしかすると、私には表情の見えやすい顔なのかもしれません。……相性がいいのかも」

「え!?」

「言ってみただけです。……本当に、わかりやすい顔」

　驚くグリムに悪戯いたずらな眼まな差ざしを残し、キャロルが勢いよく立ち上がった。そして、自分を見上げるグリムの方へ、彼女はそっと手を差し出した。

　その手を握るかどうか悩んで、グリムは思い切って彼女の手を取る。

　そして──、

「──あなたのことなら、声が聞けなくなっても考えがわかるかもしれませんね」
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　そんな一言を、院室へ駆け付けたキャロルは延々とグリムに詫わび続けた。

「ごめんなさい……っ。ごめんなさい、グリム……私は……っ」

　寝台に寄り掛かり、キャロルは涙声でグリムへの謝罪を口にする。その悲痛な声音を聞くグリムは、何とかその涙を止めようと口を開いた。だが──、

「────」

　開いた口からは掠かすれた息だけが漏れ、意味ある言葉が紡がれることはなかった。

　──アイヒア湿地帯の攻防、『亜あ人じん戦争』でも類を見ない大戦となった一幕だ。

　ツェルゲフ隊の一員として戦いに加わったグリムは、そこで亜人連合の旗はた頭がしらであるリブレ・フエルミと接敵、隊は激しい乱戦へともつれ込んだ。

　リブレの双身剣が閃ひらめき、グリムの喉のどを抉えぐったのは終局間近の場面だった。一撃に発声に必要とする器官を抉えぐられ、グリムの声は失われた。生涯、まともに喋しやべることはできないだろうと、すでに治療院の術師に断言されてしまっている。

　その負傷の責を、キャロルは自分にあると思い込み、ひどく悲しんでいた。

　たった一度、口にした冗談が事態を引き起こしたのだと、それを悔いるように。

「──グリム？」

　泣きじゃくり、掠かすれた声が自分の名前を呼ぶのにグリムは微笑ほほえんだ。

　こうして、目の前にキャロルが無事でいてくれる。そのことが、今は嬉うれしい。

　確かに、声をなくしたことは辛つらい。もう二度と、彼女の名前を呼ぶこともできない。それでも、あの地獄のような場所で、彼女が失われなくてよかった。

　──戦友を、一人亡くしたのだ。世話になり続けた、恩人だった。

　戦場はそれを奪っていった。自分の力不足が仲間を死なせた。だからこそ──、

「──ぁ」

　──あなたが無事でいてくれてよかったと、グリムは心からそう思った。

　そんな想おもいを、グリムの感情を読み解くのが得意なキャロルはすんなりと見抜いた。そうして、ゆっくりと体を起こした彼女の潤んだ瞳ひとみがグリムを見つめる。

　綺き麗れいで、いくら見ていても飽きることのないと思える顔だ。その瞳が潤み、自分を見つめる理由をグリムは勘違いとは思わない。そんな言い訳は必要ない。

　むしろ、こちらから行動に移して、グリムは彼女の体を引き寄せた。

「──っ」

　一瞬、キャロルが驚いたような顔をして、抵抗することなく胸に倒れ込んでくる。それから顔を上げた彼女の唇を、グリムは噛かみつくようにして奪った。

　抵抗はなかった。

　──キャロルを愛していると、唇を離したあとの表情で見抜いてくれたらいい。

　そんな風に思いながら、グリムは目の前の熱い体を貪むさぼるように抱きしめた。





　　　　　５






　それから月日は流れ、グリムとキャロルにも色々なことが起こった。

『亜あ人じん戦争』の崩壊を決定付けた王城決戦や、ヴィルヘルムの王国軍離脱の切っ掛けとなった『剣聖』の初うい陣じん、内戦終結へと至った第二次カスツール攻防戦の決着。

　そして、終戦記念式典における『剣鬼』の乱入と、『剣聖』の敗北──、




「──なんて愚かな男だ！　まったく、二年経たっても救いようがない！」

　終戦記念式典へ殴り込みをかけ、『剣聖』を負かして自分の強さを証明し、その上で騎士団総出で捕まって監獄塔へぶち込まれる。

　そんな、他の誰にもできない愚かな偉業を目にして、キャロルはそう言い放った。

　怒り心頭とした恋人、その言葉にグリムは苦笑する。──自分もまた、傍ぼう若じやく無ぶ人じんな振る舞いで式典を台無しにした『剣鬼』、その捕縛に携わった身だ。

　戻った途端の辛口な意見に、思わず唇も綻ほころぼうというもの。

「グリム？　何が面白かったんですか？　私はおかしなことを言いましたか？」

『おかしなことじゃなく、期待通りのことかな』

「む……それはつまり、グリムは私がこうして怒ることがお見通しだったと？」

『どう思いますか、先生？』

　からかうつもりで、グリムはさらさらと懐から出した筆紙に筆談を滑らせる。

　声を失って二年以上、この意思疎通にもずいぶんと慣れた。無論、キャロルの、グリムの顔色から内心を読み取る技量は健在で、筆記を終える前から彼女は膨れ面だった。

　こんな風に、素の表情を覗のぞかせてくれるようになってからも長い。──しかし、今の彼女の様子は、そんな二年間の感慨を上回るほど自然体に見えて。

『ヴィルヘルムが戻って嬉うれしい？』

「ば……何を言うんです！　わ、私が想おもっているのはグリムだけで……」

『ごめん、言葉が足りなかった。テレシア様のこと』

「……わざとのくせに」

　二枚目の紙をすぐに出すと、キャロルが拗すねたように睨にらみつけてくる。

　恋人の可愛かわいい顔に満足しつつ、グリムは自身もまた、驚くほど安あん堵どしている自分に気付いて、震える奥歯を強く噛かみしめた。

　──二年、行方知れずだったヴィルヘルムが戻った。

　剣の冴さえは以前のまま──否いな、さらに磨きがかかった状態で、式典に参加した『剣聖』を打ち負かし、勝利を収めるほどに練達して、『剣鬼』が帰ってきた。

　キャロルの一番の関心であったテレシア、彼女の心を救い、連れ戻すために。

「とにかく！　こうしてはいられません！　あの男の馬鹿な行いを、誰かがしっかりと叱しかりつけなくては！　それこそ、私とグリムの役割です！」

『テレシア様は？』

「お優しいテレシア様が、あの男を叱れるとは思えない。私が必要なはずです！」

　力強い断言には、願望ではなく確信があった。

　キャロルが強く言い切るからには、ヴィルヘルムとテレシアの関係はそんな塩あん梅ばいなのだろう。それを頭から信じるぐらいには、グリムもキャロルを愛していた。

　あと、ヴィルヘルムにはちくちくと言ってやりたいことも多い。利害は一致した。

「いきましょう、グリム！　テレシア様が奴やつを屋敷へ連れ帰るはず……そこで、二年も溜ため込んだ怒りを大いにぶつけるんです！」

　手を伸ばしてくるキャロルに、グリムは苦笑してその手を取った。そして、今にも駆け出しそうな彼女を一度だけ引き止める。

　それから、式典へ臨む彼女の心情に配慮し、伝えられなかった想おもいを文字にした。

『そのドレス、よく似合ってる』

　その筆談に、キャロルがどんな反応をしたのか詳しくは書かない。

　ただ、赤い顔をしたキャロルと連れ立って、グリムが式典会場をあとにしたことは紛まぎれもない事実であった。
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　聖堂での婚儀が執り行われ、ヴィルヘルムとテレシアが公の前で口づけする。

　それを招待客の列から眺め、はらはらと涙するキャロルの肩をグリムは支えていた。

　何とかヴィルヘルムを婚儀に間に合わせたツェルゲフ隊は、全員がひどい格好だ。グリムもその例外ではなく、鎧よろいや制服は三日着続けて不衛生の極みと言える。

　しかし、すぐ傍かたわらに汚い恋人を置きながら、キャロルはそれに一切構わなかった。そしてそれは、花嫁であるテレシアも同じだ。──自然、誇らしさに胸を張った。

　夫婦の誓約を交わし、口づけした二人の婚姻はこれで正式に認められる。こっそりと、国王陛下まで参列した婚儀だ。もはや、誰にも二人の関係に異は唱えられない。

　元々、花嫁の父以外には強固に反対していたものなんていなかったも同然だが。

「ああ……テレシア様、お美しい……」

　歓喜と感動が隠し切れず、花嫁姿のテレシアにキャロルは虜とりことなっている。少しだけ妬やけるが、今日ばかりは仕方ないと身を引くしかない。

　キャロルにとって、テレシアの存在の大きさは語るまでもない。

　それこそ姉妹やそれ以上の入れ込みようなのだから、この日の感激も一入ひとしおだろう。そういう意味ではグリムも、ヴィルヘルムの念願が叶かなったことに安あん堵どしていた。

　さすがに、キャロルほど入れ込んでいるなんて言い出すつもりはないけれど。

「────」

　誓いの言葉と口づけが終われば、婚儀の本編は終わったようなものだ。

　あとは後日談か蛇足と言いたくなるような式典の内容が淡々と続く。新郎の関係者代表としてボルドーの挨あい拶さつがあったり、花嫁の父であるベルトールが娘との思い出を語る途中で泣き崩れて連れ出されたり、そんな内容だ。

　そうして、式の最後にはヴィルヘルムとテレシアが並んで会場をあとにする。参列したものたちの拍手と祝福を受け、二人が会場となった聖堂を出て──、

「──キャロル！」

「え!?」

　驚くキャロルの腕が、放物線を描いて飛んでくる花束を思わず受け止める。それはテレシアの手にしていた黄色い花束、花嫁が参列者へ花束を投げ渡す最後の儀式。

　その花束を受け取ったものには、次なる幸せが訪れると有名な逸話があって──、

「──ぁ」

　悪戯いたずらっぽくウィンクするテレシアに、意図を察したキャロルの顔が真っ赤になる。

　途端、聖堂に残った参列者たちの拍手の矛先が、婚儀の主役であったヴィルヘルムとテレシアから移り、キャロルへと万雷の祝福が降り注ぐ。

　あまりのことに驚くキャロルがグリムの腕を抱けば、祝福はさらに大きくなった。

「ぐ、グリム、その……」

　どうすれば、と対処に困った恋人の声に、グリムは片目をつむった。見れば、拍手を向けられるグリムたちに、テレシアは幸せそうに微笑ほほえみ、ヴィルヘルムはまるで意趣返しをやってのけたとでも言いたげな悪い表情だ。

　──今度はそっちが見世物になれ。そんな内心が透けて見えた気がして。

「────」

　左腕でキャロルの体を抱き寄せ、グリムは右腕で彼女の腕の花束を奪った。そして、その花束を頭上へ掲げ、参列者たちへと見せつける。

　瞬間、その行動に驚いた参列者たちが、顔を見合わせて拍手の音を高くした。

　花束を投げ渡された乙女の恋人が花束を掲げたのだ。それが如い何かなる意味を持つのか、見てわからない朴ぼく念ねん仁じんはこの場にいない。

　テレシアが口に両手を当て、ヴィルヘルムが意表を突かれたように眉まゆを上げている。ボルドーが豪快に笑い、マイクロトフが微笑ましげに目を細め、ジオニス陛下が誰よりも大きく拍手をくれて、娘同然の娘を奪われる恐怖にベルトールが泣き崩れる。












　そして、抱き寄せられたキャロルが身をすくめ、その顔を真っ赤に染めながら──、

「──グリムの、馬鹿」

　と、愛いとおしげに呟つぶやくのが、拍手の隙すき間まからグリムだけに聞こえていた。
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「本当に、あなたのすることにはいつも驚かされます」

　婚儀が終わり、夜を迎えた王都ルグニカ──平民街の一角にある一軒家で、ベッドに腰を下ろしたキャロルが恨めしげな目でグリムにそう言ってくる。

　部屋はグリムの寝室で、建物はグリムの持ち家だ。王国有数の部隊と名高く、国王の覚えもいいツェルゲフ隊、その副隊長の役職にあるのがグリムである。

　すでに一般兵のように兵舎で寝泊まりする立場ではなく、城下に家を持つのが当然と、ボルドーが見繕ってくれたのがこの建物だった。

　幸い、一通りの身の回りのことはこなせるため、不便のない日々を送れている。こうして自宅を持ったことで、恋人を自室へ招きやすくもなった。

「以前は、他の騎士や衛え士じの目が少し気になりましたから」

　無論、大っぴらで頻繁な逢おう瀬せではなかったが、目を惹ひく容姿の恋人を持つ男は大変だ。余計な虫がつかないよう、グリムはグリムで大いなる暗闘を余儀なくされた。

　そのあたりの苦労をキャロルに聞かせるつもりはないし、今で十分報われている。

「グリム、お疲れ様でした。……こちらへ」

　湯ゆ浴あみを終えて、服を着替えた恋人を、ベッドを叩たたくキャロルが隣へと誘った。ほんのりと頬ほおを染めた彼女の隣へ腰掛け、その細い腰を抱き寄せる。

　それだけで、二人は言葉を交わさず、自然と唇を重ねた。

　──二人きりで過ごす間に限れば、グリムはほとんど筆談のための筆を持たない。

　表情を見れば、それで十分。キャロルの言い分は確かで、想おもいを伝える方法は言葉だけではないと、グリムはその喜びを胸の奥で噛かみしめる。

　途端、剣で想いを伝えた人間が傍そばにいたことを思い出し、噴き出してしまった。

「……台無しですよ、グリム。ごめんごめんじゃありません」

　口づけの最中に噴き出され、雰囲気を壊されたキャロルがお冠だ。彼女はグリムの謝罪の表情を受け付けず、ぷいと顔を背けてご機嫌を斜めにしてしまった。

「──ん、ダメです。許しません」

　顔を背ける頬に手を当てて、反対の頬に唇を押し付ける。怒ったままのお姫様へと、果敢な挑戦を諦あきらめない。耳に、首に、口づけの雨を降らせていく。

「あ、ちょっと、くすぐったい……ズルい、ズルいですってば！」

　こそばゆさに身をよじり、強こわ張ばった頬の防備が決壊する。途端、笑みの衝動が溢あふれ出してきて、笑い出したキャロルは降参を宣言、その体を腕の中へ抱き入れた。

「……たくましい胸、細く見えるのに不思議ですね」

　胸板に触れながら、キャロルの唇がどこか甘えた声を漏らす。

　普段は凛り々りしく、強い自分を意識的に象かたどる彼女は甘えた表情を人前では見せない。それこそ、テレシアにすら見せない表情──それを、グリムの前でだけ全開にする。

「────」

　初めての出会いでは、割れ砕けそうになる心を繋つなぎ止められて。それから、身の程知らずな野心を笑わないで支えてくれて。

　なくした声を惜しんで、恋人になってくれて。二年の月日を経へて、彼女が自分を許せる瞬間を見届けて。──ついには、花束を受け取り、祝福される彼女を見て。

「……キャロル・ファウゼンには、まだ早いですよ」

　見下ろす視線の意図を察して、キャロルが微笑ほほえみながらそう言った。

　この分だと、結婚の申し込みさえも、顔色で先読みされてしまいそうな気がする。

　せめて、そんなことにはならないように、それだけは十分に注意して用意しよう。この愛いとしい人を、自分のできる全部で幸せにしてあげられるように。




　それは、『剣鬼』と『剣聖』の華やかな物語の幕まく間あいで結ばれた二人、男と女の幕間劇。

　──これもまた、美しき『剣けん鬼き恋れん歌か』と『剣けん鬼き恋れん譚たん』の、大切な一幕なのだった。


《了》







あとがき







　やあ、どうも！　長なが月つき達たつ平ぺいであり、鼠ねずみ色いろ猫ねこでもある作者です！

　このたびは『剣けん鬼き恋れん譚たん』のお買い上げありがとうございます！　努力と根性によって、あとがきに辿たどり着くまで立ち読みを続けたアナタも、よく頑張った！

　その立ち読みの時間、アルバイトしてたらたぶんこの本買えたよ!?




　さて、そんなこんなであとがきですが、本編の方ではもはやあとがきが毎回二段組のぎっちりあとがきになっているので、この形式の方が新鮮味がありますね。

　作者の父親なんかは虫眼鏡がないとあとがきが読めないとか言ってるぐらいです。作品の中身はともかくとして、あとがきを親に読まれるのって変な汗が出るよね……。

　余談はさておき、本の中身の話をしましょう。

　今回の『剣鬼恋譚』は、月刊コミックアライブ様の方で連載しているリゼロの短編小説をまとめ、再構成し、加筆修正を加え、自分の昔の文章のひどさに苦悩して、読み返してみると面白いじゃん……みたいな悲喜こもごもあって書籍化したものです。

　作中のサブキャラクターを主人公としたＥｘもこれで三冊目、短編集も含めると番外編だけで六冊と、なかなか大所帯になってきました。改めて考えるとリゼロシリーズは二十二冊も出ているわけで、もはや立派に長編小説といえましょう。

　そんな長編小説の一つの醍だい醐ご味みが、本編で登場するキャラクターの過去編にあると作者は思います。あれ、これ『剣けん鬼き恋れん歌か』のときにも言った気がするな!?

　ともあれ、好きなことは何度でも主張しましょう。過去編はいい！

　なので、語るべきことが多い過去編の重要人物として、ヴィルヘルムにはこうして何度もスポットライトが当たることになるわけです。

　すでに番外編で主人公二度目のヴィルヘルムですが、三度目も内定しているので勝ち組ですね。番外編とはいえリゼロの主人公なので、ひどい目に遭うってことですが！

　とはいえ、今回のヴィルヘルムは（大乱闘と）プロポーズを経へて、（強行軍の）結婚式を挙げて、（最強の敵と戦う）新婚旅行をするほのぼのエピソードの一冊でした。

　書籍本編の方では五章に突入し、再びヴィルヘルムにも出番があるので、この『剣鬼恋譚』を読んでおくと、五章がより楽しめると太鼓判を押しておきますよ！

　なので、本編だけ追っていて、番外編は読んでないんだーというお友達がいるなら、ぜひとも番外編も勧めてあげてください。基本、作者は一度書いた情報は出し惜しみしないで使っていくので、絶対に全部読んでる人の方が楽しいからね！




　などと、完かん璧ぺきな番外編の広告をしたところで、恒例の謝辞へと入っていきます！

　担当Ｉ様、思えば『剣鬼恋歌』は「何となく書いたので送ります」みたいなところからスタートした企画だったので、こうして『剣鬼』シリーズ二冊目が出るぐらい続いたのがなんだか不思議ですね。三冊目の『剣鬼戦歌』もぜひよろしくお願いします！

　イラストの大おお塚つか先生、毎度のことですが、キャラデザの勢いがすごい！　指定していないキャラまで上がってくるので、挿絵のバラエティさがいつもながらヤバいです。今回は特にクルガンが素晴らしかった！　ありがとうございます！

　デザインの草くさ野の先生、シリーズ最大人数の表紙イラストでしたが、いつもながらの鮮やかなデザイン素晴らしかったです。ありがとうございます！

　そして、マツセ先生のコミカライズ三章の方では、今まさに老ヴィルヘルムの鮮やかな活躍が見られるタイミング！　渋カッコいいヴィルヘルムをありがとうございます！

　他にもＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様、校正様に各書店様、営業様とたくさんの方々にお世話になっております！　本当に皆様、いつもありがとうございます！

　ＯＶＡの関係でアニメスタッフの皆様に再びお世話になったり、巻末のお知らせでもありますが、『剣鬼』シリーズのコミカライズがスタートするなど、本当に関係者の皆様にはお礼の言葉が尽きません。今後ともよろしくお願いします！

　最後になりますが、いつも応援してくれる読者の皆様に、最大の感謝を！

　ではまた、次のお話でお会いできますよう、ばいちゃ！





　　　２０１８年５月《部屋のリフォームで疲れ果てた一日の最後に》
































　著者

　長月達平（ながつき・たっぺい）

　　１９８７年生まれにして、早くも２０１８年が半分終了！

　　平成も終わる世の中、皆様いかがお過ごしでしょうか。




　イラストレーター

　大塚真一郎（おおつか・しんいちろう）

　　熊本出身のイラストレーター。ゲームを中心に小説の挿絵なども描いてます。代表作は「コンセプション」、「サモンナイトクラフトソード物語」など。
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